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【冬季大会】
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剣 道
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ソ フ ト ボ ー ル

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（１０）

軟 式 野 球

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（１１）

フ ェ ン シ ン グ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（８）
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（６）
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（７）
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（１０） ゴ ル フ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【秋季大会】
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（８） 空 手 道 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（９） ボ ウ リ ン グ

（１） サ ッ カ ー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（６）
ス ポ ー ツ ク ラ イ ミ ン グ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（３）

◆競技別実施要項
【夏季大会】
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水泳 水球

少 年 男 子
大分市 大分県立大分商業高等学校　プール 大分県立大分舞鶴高等学校  プール

女 子

競 技 名 種別・種目

８月
九州

代表数
会 場 地
市 町 村 競技会場 練習会場８

（火）
９

（水）
１０
（木）

１１
（金）

１２
（土）

１３
（日）

水泳 アーティスティックスイミング 少 年 女 子 別府市 別府市営青山プール 同左

競 技 名 種別・種目

６月
九州

代表数
会 場 地
市 町 村 競技会場 練習会場２１

(水）
２２
（木）

２３
（金）

２４
（土）

２５
（日）

２６
（月）

ゴルフ 少 年 男 子 大分市 大分富士見カントリー倶楽部 同左

同左
成 年 女 子

少 年 男 子

少 年 女 子

ボウリング

成 年 男 子

大分市 ＯＢＳボウル

大分市
大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナック武道場

成 年 女 子

少 年 男 子

少 年 女 子

空手道

成 年 男 子

豊後高田市
豊後高田市
真玉B＆G海洋センターカヌー場

カヌー スプリント 同左

カナディアンシングル

成年女子
カヤックシングル

カナディアンシングル

少年男子

カヤックシングル

カヤックペア

成年男子
カヤックシングル

カナディアンシングル

カナディアンペア

少年女子

カヤックシングル

カヤックペア

カヤックフォア

少 年 女 子

同左成 年 女 子

少 年

スポーツクライミング 大分市
サイクルショップコダマ大洲アリーナ
館内ボルダリング場・
クライミングウォール

同左

馬術

成 年 男 子

豊後大野市
豊後大野市営
三重総合グラウンド三重馬術場

成 年 女 子

少 年 男 子

体操

成年男子

大分市
サイクルショップコダマ大洲アリーナ
メインアリーナ

同左
成年女子

少年男子

少年女子

競　技

競 技 名

ローイング

成年男子
舵手つきフォア

熊本県
菊池市

菊池市斑蛇口湖　ボート場 同左

シングルスカル

成年女子

舵手つきクォドルプル

ダブルスカル

シングルスカル

少年男子

舵手つきクォドルプル

ダブルスカル

シングルスカル

少年女子

舵手つきクォドルプル

ダブルスカル

シングルスカル

テニス
成 年 男 子

大分市 大分スポーツ公園　レゾナックテニスコート 同左
成 年 女 子

サイクルショップコダマ大洲アリーナ
メインアリーナ

大分県身体障害者福祉センター
体育室

大分市
サイクルショップコダマ大洲アリーナ
メインアリーナ

同左トランポリン

１２
(水）

１３
（木）

１４
（金）

１５
（土）

１６
（日）

１７
（月）

種別・種目

７月

九州
代表数

会 場 地
市 町 村

女子

競技会場 練習会場

競 技 名 種別・部・種目

７月

九州
代表数

体操

少年女子 新 体 操

男子

会 場 地
市 町 村

大分市

競技会場

豊後大野市 リバーパーク犬飼　特設カヌーコース 同左

スラロームカナディアンシングル

ワイルドウォーターカヤックシングル

成年女子

スラロームカヤックシングル

練習会場
９

(日）
１０
(月）

１１
(火）

１２
(水）

１３
（木）

１４
（金）

２４
(水）

２５
（木）

２６
（金）

２７
（土）

２８
（日）

２９
（月）

スラロームカナディアンシングル

ワイルドウォーターカヤックシングル

令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会

夏季大会　日程及び会場一覧

令和５年５月２８日（日）～８月１３日(日）　　　（競技日◎　練習日○　予備日△　設営日□）

競 技 名 種別・種目

５月

九州
代表数

会 場 地
市 町 村 競技会場 練習会場

成年男子

スラロームカヤックシングル

カヌー
スラローム

ワイルドウォーター

－ 1－



□○ ◎ ◎

□○ ◎ ◎ ◎

□○ ◎ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎ ※10

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎ △

□ ○ ◎ ◎ △

□ ○ ◎ ◎ △

□○ ◎ ◎

□○ ◎ ◎

□○ ◎ ◎

□○ ◎ ◎

□○ ◎ ◎

□○ ◎ ◎

□○ ◎

□○ ◎

□ ○ ◎ ◎ △

□ ○ ◎ ◎ △

□ ○ ◎ ◎ △

□ ○ ◎ ◎ △

□○ ○ ◎ ◎

□○ ○ ◎ ◎

□○ ○ ◎ ◎

□○ ○ ◎ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎
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□○ ◎

竹田市立竹田中学校グラウンド
竹田市立竹田南部中学校グラウンド
竹田市立竹田小学校グラウンド
竹田市立南部小学校グラウンド
竹田市立荻小学校グラウンド

剣道

成 年 女 子

大分市
大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナック武道場

少 年 男 子

少 年 女 子

大分県立庄内屋内競技場 同左

FR６０PR

ＡＰ６０

成年女子

R３P

ＡＰ６０W

少年男子

ライフル射撃

成年男子

FR３P

由布市

少年女子

成 年 男 子

竹田市

竹田丸福多目的広場Ｂ成 年 女 子

竹田市飛田川野球場少 年 男 子

竹田丸福スタジアム

少 年 男 子

少 年 女 子

ＡR６０W

柔道

成 年 男 子

大分市
大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナック武道場女 子

フェンシング

成 年 女 子

日田市 日田市総合体育館　体育室 同左少 年 男 子

少 年 女 子

少 年 女 子 竹田丸福多目的広場A

弓道

成 年 男 子

大分市 大洲総合運動公園　弓道場 同左

成 年 女 子

ソフトボール

同左

少 年 男 子

少 年 女 子

軟式野球 成 年 男 子 □○ ◎ ◎ △
大分市 大洲総合運動公園　別大興産スタジアム 大洲総合運動公園　軟式野球場

別府市 別府市民球場 別府市営実相寺球場

同左
※九州代表数は、1位から5位までの
県に2名ずつ

少 年 女 子

卓球

成 年 女 子

杵築市 杵築市文化体育館　アリーナ 杵築B&G海洋センター体育館

同左

少 年 女 子
大分県立大分鶴崎高等学校
多目的競技場

同左

ソフトテニス

成 年 男 子

大分市 大分スポーツ公園　レゾナックテニスコート 同左少 年 男 子

ハンドボール

成 年 男 子

大分市

コンパルホール　体育室 同左

成 年 女 子
サイクルショップコダマ大洲アリーナ
メインアリーナ

バスケットボール

成 年 男 子

中津市
ダイハツ九州アリーナ
メインアリーナ・サブアリーナ

同左成 年 女 子

少 年 男 子

少 年 女 子 中津市

少 年 男 子 大分県立大分雄城台高等学校　体育館

大分県立中津南高等学校　体育館 同左

ウエイトリフティング 成 年 男 子 宇佐市 三和酒類スポーツセンター

大分県サッカー協会人工芝グラウンド

少 年 女 子 中津市
三光総合運動公園多目的広場・
永添運動公園天然芝・人工芝グラウンド

禅海ふれあい広場
永添運動公園人工芝グラウンド

サッカー

成 年 男 子 別府市
別府市営実相寺多目的グラウンド・
別府市営実相寺サッカー競技場北

別府市営実相寺サッカー競技場南

少 年 男 子

令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会

秋季大会　日程及び会場一覧

令和５年8月17日（木）～８月２７日(日）　　　（競技日◎　練習日○　予備日△設営日□）

競 技 名 種別・種目

８月

九州
代表数

会 場 地 競技会場 練習会場
１６
（水）

１７
（木）

１８
（金）

１９
（土）

２０
（日）

２１
（月）

大分市
大分スポーツ公園　レゾナックグラウンド・
レゾナックサッカー・ラグビー場A・Ｂ

競 技 名 種別・種目

８月

九州
代表数

会 場 地 競技会場 練習会場
１６
（水）

１７
（木）

１８
（金）

１９
（土）

２０
（日）

２１
（月）

□ ○ ◎

□ ○ ◎

□ ○ ◎

□ ○ ◎

□○ ◎

□○ ◎

□○ ◎ ◎ ◎

□○ ◎ ◎ ◎

□○ ◎ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□○ ◎ ◎

□○ ◎ ◎

□○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ○ ◎

□ ○ ◎ ○ ◎

□ ○ ◎ ○ ◎

□ ○ ◎ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎

○ ◎ ◎
アイスホッケー

成 年 男 子

令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会

冬季大会　日程及び会場一覧

令和５年１２月２日（土）～１２月３日(日）　　　（競技日◎　練習日○　予備日△）

競 技 名 種別・種目

九
州
代
表
数

会 場 地 競技会場 練習会場

１２月11月

２９
（水）

福岡県
福岡市

福岡県立総合プール　スケートリンク 同左

少 年 男 子

（木）
１
（金）

２
（土）

３
（日）

４
（月）

少 年 男 子

ラグビーフットボール

成 年 男 子

由布市
由布市湯布院スポ－ツセンタ－
人工芝競技場

由布市湯布院スポーツセンター女 子

少 年 男 子

大分市
大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

大分県立鶴崎工業高等学校　体育館

少 年 女 子

バドミントン

成 年 男 子

中津市
ダイハツ九州アリーナ
メインアリーナ・サブアリーナ

同左成 年 女 子

バレーボール

成 年 男 子 大分市
サイクルショップコダマ大洲アリーナ
メインアリーナ

同左

成 年 女 子 杵築B&G海洋センター体育館

少 年 男 子

練習会場
２３
（水）

２４
（木）

２５
（金）

２６
（土）

２７
（日）

２８
（月）

競 技 名 種別・種目

８月

九州
代表数

会 場 地 競技会場

ボクシング

成 年 男 子

大分市
大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

同左成 年 女 子

少 年 男 子

練習会場
２０
（日）

２１
（月）

２２
（火）

２３
（水）

２４
（木）

２５
（金）

競 技 名 種別・種目

８月

九州
代表数

会 場 地 競技会場

銃剣道 少 年 男 子 別府市 別府市民体育館　アリーナ 同左

なぎなた 少 年 女 子 大分市
大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナック武道場

アーチェリー

成 年 男 子

由布市
由布市湯布院スポーツセンター
第一競技場

同左

成 年 女 子

少 年 男 子

少 年 女 子

少 年 女 子

ホッケー

成 年 男 子

同左

成 年 女 子

少 年 男 子

同左

玖珠町

九重町

メルヘンの森スポーツ公園ホッケー場・
玖珠町総合運動公園陸上競技場

九重町活きいきランド多目的グラウンド
（九重町立ここのえ緑陽中学校）

杵築市 杵築市文化体育館　アリーナ

－ 2－



□○ ◎ ◎

□○ ◎ ◎ ◎

□○ ◎ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎ ※10

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎ △

□ ○ ◎ ◎ △

□ ○ ◎ ◎ △

□○ ◎ ◎

□○ ◎ ◎

□○ ◎ ◎

□○ ◎ ◎

□○ ◎ ◎

□○ ◎ ◎

□○ ◎

□○ ◎

□ ○ ◎ ◎ △

□ ○ ◎ ◎ △

□ ○ ◎ ◎ △

□ ○ ◎ ◎ △

□○ ○ ◎ ◎

□○ ○ ◎ ◎

□○ ○ ◎ ◎

□○ ○ ◎ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

□○ ◎

□○ ◎

□○ ◎

竹田市立竹田中学校グラウンド
竹田市立竹田南部中学校グラウンド
竹田市立竹田小学校グラウンド
竹田市立南部小学校グラウンド
竹田市立荻小学校グラウンド

剣道

成 年 女 子

大分市
大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナック武道場

少 年 男 子

少 年 女 子

大分県立庄内屋内競技場 同左

FR６０PR

ＡＰ６０

成年女子

R３P

ＡＰ６０W

少年男子

ライフル射撃

成年男子

FR３P

由布市

少年女子

成 年 男 子

竹田市

竹田丸福多目的広場Ｂ成 年 女 子

竹田市飛田川野球場少 年 男 子

竹田丸福スタジアム

少 年 男 子

少 年 女 子

ＡR６０W

柔道

成 年 男 子

大分市
大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナック武道場女 子

フェンシング

成 年 女 子

日田市 日田市総合体育館　体育室 同左少 年 男 子

少 年 女 子

少 年 女 子 竹田丸福多目的広場A

弓道

成 年 男 子

大分市 大洲総合運動公園　弓道場 同左

成 年 女 子

ソフトボール

同左

少 年 男 子

少 年 女 子

軟式野球 成 年 男 子 □○ ◎ ◎ △
大分市 大洲総合運動公園　別大興産スタジアム 大洲総合運動公園　軟式野球場

別府市 別府市民球場 別府市営実相寺球場

同左
※九州代表数は、1位から5位までの
県に2名ずつ

少 年 女 子

卓球

成 年 女 子

杵築市 杵築市文化体育館　アリーナ 杵築B&G海洋センター体育館

同左

少 年 女 子
大分県立大分鶴崎高等学校
多目的競技場

同左

ソフトテニス

成 年 男 子

大分市 大分スポーツ公園　レゾナックテニスコート 同左少 年 男 子

ハンドボール

成 年 男 子

大分市

コンパルホール　体育室 同左

成 年 女 子
サイクルショップコダマ大洲アリーナ
メインアリーナ

バスケットボール

成 年 男 子

中津市
ダイハツ九州アリーナ
メインアリーナ・サブアリーナ

同左成 年 女 子

少 年 男 子

少 年 女 子 中津市

少 年 男 子 大分県立大分雄城台高等学校　体育館

大分県立中津南高等学校　体育館 同左

ウエイトリフティング 成 年 男 子 宇佐市 三和酒類スポーツセンター

大分県サッカー協会人工芝グラウンド

少 年 女 子 中津市
三光総合運動公園多目的広場・
永添運動公園天然芝・人工芝グラウンド

禅海ふれあい広場
永添運動公園人工芝グラウンド

サッカー

成 年 男 子 別府市
別府市営実相寺多目的グラウンド・
別府市営実相寺サッカー競技場北

別府市営実相寺サッカー競技場南

少 年 男 子

令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会

秋季大会　日程及び会場一覧

令和５年8月17日（木）～８月２７日(日）　　　（競技日◎　練習日○　予備日△設営日□）

競 技 名 種別・種目

８月

九州
代表数

会 場 地 競技会場 練習会場
１６
（水）

１７
（木）

１８
（金）

１９
（土）

２０
（日）

２１
（月）

大分市
大分スポーツ公園　レゾナックグラウンド・
レゾナックサッカー・ラグビー場A・Ｂ

競 技 名 種別・種目

８月

九州
代表数

会 場 地 競技会場 練習会場
１６
（水）

１７
（木）

１８
（金）

１９
（土）

２０
（日）

２１
（月）

□ ○ ◎

□ ○ ◎

□ ○ ◎

□ ○ ◎

□○ ◎

□○ ◎

□○ ◎ ◎ ◎

□○ ◎ ◎ ◎

□○ ◎ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎

□○ ◎ ◎

□○ ◎ ◎

□○ ◎ ◎

□ ○ ◎ ○ ◎

□ ○ ◎ ○ ◎

□ ○ ◎ ○ ◎

□ ○ ◎ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎ ◎

□ ○ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ◎

○ ◎ ◎
アイスホッケー

成 年 男 子

令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会

冬季大会　日程及び会場一覧

令和５年１２月２日（土）～１２月３日(日）　　　（競技日◎　練習日○　予備日△）

競 技 名 種別・種目

九
州
代
表
数

会 場 地 競技会場 練習会場

１２月11月

２９
（水）

福岡県
福岡市

福岡県立総合プール　スケートリンク 同左

少 年 男 子

（木）
１
（金）

２
（土）

３
（日）

４
（月）

少 年 男 子

ラグビーフットボール

成 年 男 子

由布市
由布市湯布院スポ－ツセンタ－
人工芝競技場

由布市湯布院スポーツセンター女 子

少 年 男 子

大分市
大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

大分県立鶴崎工業高等学校　体育館

少 年 女 子

バドミントン

成 年 男 子

中津市
ダイハツ九州アリーナ
メインアリーナ・サブアリーナ

同左成 年 女 子

バレーボール

成 年 男 子 大分市
サイクルショップコダマ大洲アリーナ
メインアリーナ

同左

成 年 女 子 杵築B&G海洋センター体育館

少 年 男 子

練習会場
２３
（水）

２４
（木）

２５
（金）

２６
（土）

２７
（日）

２８
（月）

競 技 名 種別・種目

８月

九州
代表数

会 場 地 競技会場

ボクシング

成 年 男 子

大分市
大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

同左成 年 女 子

少 年 男 子

練習会場
２０
（日）

２１
（月）

２２
（火）

２３
（水）

２４
（木）

２５
（金）

競 技 名 種別・種目

８月

九州
代表数

会 場 地 競技会場

銃剣道 少 年 男 子 別府市 別府市民体育館　アリーナ 同左

なぎなた 少 年 女 子 大分市
大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

大分スポーツ公園
レゾナック武道スポーツセンター
レゾナック武道場

アーチェリー

成 年 男 子

由布市
由布市湯布院スポーツセンター
第一競技場

同左

成 年 女 子

少 年 男 子

少 年 女 子

少 年 女 子

ホッケー

成 年 男 子

同左

成 年 女 子

少 年 男 子

同左

玖珠町

九重町

メルヘンの森スポーツ公園ホッケー場・
玖珠町総合運動公園陸上競技場

九重町活きいきランド多目的グラウンド
（九重町立ここのえ緑陽中学校）

杵築市 杵築市文化体育館　アリーナ

－ 3－



会場地 競技会場 住　　所 電話番号

豊後大野市 リバーパーク犬飼　特設カヌーコース 豊後大野市犬飼町田原７１４－３３

別府市 別府市営青山プール 別府市大字別府３０８８番地の１

大分市 大分スポーツ公園　レゾナックテニスコート 大分市大字横尾１３５１（大分スポーツ公園内）

熊本県
菊池市

菊池市斑蛇口湖　ボート場 熊本県菊池市班蛇口５２５－５

大分市 サイクルショップコダマ大洲アリーナ　メインアリーナ 大分市青葉町１－１（大洲総合運動公園内）

豊後大野市 豊後大野市営　三重総合グランド三重馬術場 豊後大野市三重町赤嶺２６９３番地

大分市
サイクルショップコダマ大洲アリーナ
館内ボルダリング場・クライミングウォール

大分市青葉町１－１（大洲総合運動公園内）

豊後高田市 豊後高田市真玉B＆G海洋センター　カヌー場 豊後高田市西真玉６６３６

大分市 大分スポーツ公園　レゾナック武道スポーツセンター　レゾナックメイン競技場 大分市大字横尾１３５１（大分スポーツ公園内）

大分市 ＯＢＳボウル 大分市明野東１丁目１番地１号

大分市 大分富士見カントリー倶楽部 大分市大字横瀬１４７３

大分市 大分県立大分商業高等学校　プール 大分市西浜４－２

会場地 競技会場 住所 電話番号

別府市営実相寺多目的グラウンド 別府市大字鶴見３７６３番地の１ 0977-2７-３４５０

別府市営実相寺サッカー競技場北 別府市大字鶴見３７０５番地 0977-2７-３４５０

大分スポーツ公園　レゾナックグラウンド 大分市大字横尾１３５１（大分スポーツ公園内）

大分スポーツ公園　レゾナックサッカー・ラグビー場A・Ｂ 大分市大字横尾１３５１（大分スポーツ公園内）

三光総合運動公園多目的広場 中津市三光成恒５１０ 0979-４３-６４４０

永添運動公園天然芝・人工芝グラウンド 中津市大字永添２０６５－１

大分県立中津南高等学校　体育館 中津市高畑２０９３

宇 佐 市 三和酒類スポーツセンター 宇佐市川部１５７１－１（はちまんの郷宇佐内）

コンパルホール　体育室 大分市府内町１丁目５番３８号

サイクルショップコダマ大洲アリーナ　メインアリーナ 大分市青葉町１－１（大洲総合運動公園内）

大分県立大分雄城台高等学校　体育館 大分市大字玉沢１２５０番地

大分県立大分鶴崎高等学校　多目的競技場 大分市南鶴崎３丁目５番地１号

大分市 大分スポーツ公園　レゾナックテニスコート 大分市大字横尾１３５１（大分スポーツ公園内）

杵築市 杵築市文化体育館　アリーナ 杵築市大字本庄２００５番地

大分市 大洲総合運動公園　別大興産スタジアム 大分市青葉町１－１（大洲総合運動公園内）

別府市 別府市民球場 別府市鶴見３７４７

日田市 日田市総合体育館　体育室 日田市田島３丁目２９番

大分市 大分スポーツ公園　レゾナック武道スポーツセンター　レゾナックメイン競技場 大分市大字横尾１３５１（大分スポーツ公園内）

竹田丸福スタジアム

竹田丸福多目的広場Ｂ

竹田市飛田川野球場 竹田市大字飛田川２２３９番地２

竹田丸福多目的広場A 竹田市大字竹田１３２０（竹田総合運動公園内）

大分市 大洲総合運動公園　弓道場 大分市青葉町１－１（大洲総合運動公園内）

由布市 大分県立庄内屋内競技場 由布市本庄町大龍１３１４

大分市 大分スポーツ公園　レゾナック武道スポーツセンター　レゾナックメイン競技場 大分市大字横尾１３５１（大分スポーツ公園内）

由布市 由布市湯布院スポーツセンター　第一競技場 由布市湯布院町川西１２００番地１

別府市 別府市民体育館　アリーナ 別府大字別府３０１６番地の１

大分市 大分スポーツ公園　レゾナック武道スポーツセンター　レゾナックメイン競技場 大分市大字横尾１３５１（大分スポーツ公園内）

大分市 大分スポーツ公園　レゾナック武道スポーツセンター　レゾナックメイン競技場 大分市大字横尾１３５１（大分スポーツ公園内）

大分市 サイクルショップコダマ大洲アリーナ　メインアリーナ 大分市青葉町１－１（大洲総合運動公園内）

杵築市 杵築市文化体育館　アリーナ 杵築市大字本庄２００５番地

中津市 ダイハツ九州アリーナ　メインアリーナ・サブアリーナ 中津市大貞３７７－１

由布市 由布市湯布院スポ－ツセンタ－　人工芝競技場 由布市湯布院町川西１２００番地１

玖珠町総合運動公園　陸上競技場 玖珠郡玖珠町大字山田９０

メルヘンの森スポーツ公園　ホッケー場 玖珠郡玖珠町大字岩室１２２６－７

会場地 競技会場 住所 電話番号

福岡県
福岡市

福岡県立総合プール　スケートリンク 福岡県福岡市博多区東平尾公園２丁目１－３

少年男子 大分市

競技名 種別

玖珠町

成年男子 別府市

サッカー

少年女子 中津市

全種別ホッケー

九重町
九重町活きいきランド　多目的グラウンド
（九重町立ここのえ緑陽中学校）

玖珠郡九重町大字後野上１７番地の３

ダイハツ九州アリーナ　メインアリーナ・サブアリーナ 中津市大貞３７７－１
バスケットボール

少年男子

ウエイトリフティング 成年男子

成年男子

少年女子

大分市

成年女子

少年男子

ハンドボール

成年男子

成年女子

少年女子

中津市

軟式野球 成年男子

ソフトテニス

卓　　球 全種別

全種別

少年男子

全種別

全種別

ソフトボール

成年男子

成年女子

少年女子

剣　　道

アーチェリー

全種別

全種別

フェンシング

柔　　道

竹田市

弓　　道

全種別

少年男子

全種別ライフル射撃

竹田市大字竹田１３２０（竹田総合運動公園内）

ボクシング

バドミントン

【冬　季　大　会】

ラグビーフットボール

アイスホッケー

競技名

バレーボール

銃剣道

全種別

少年男子
大分市 大分スポーツ公園　レゾナック武道スポーツセンター　レゾナックメイン競技場 大分市大字横尾１３５１（大分スポーツ公園内）

なぎなた 少年女子

少年女子

全種別

全種別

全種別

成年男子

成年女子

種別

令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会　　　競技会場　　〈所在地一覧〉

【夏　季　大　会】

競技名 種別

少年女子

ゴルフ 少年男子

全種別ボウリング

全種別

全種別

全種別

全種別馬　　術

スポーツクライミング

カヌー スプリント

空手道

ローイング 全種別

体操 競技

【秋　季　大　会】

テニス 全種別

全種別

全種別水球

アーティスティックスイミング 少年女子

カヌー
スラローム

ワイルドウォーター
全種別

体操
トランポリン 全種別

新体操

水泳

水泳

大分市 サイクルショップコダマ大洲アリーナ　メインアリーナ 大分市青葉町１－１（大洲総合運動公園内）
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乗車駅 降車駅 運賃（片道） 降車後 乗車バス停 行先/経由 降車バス停 運賃（片道） 降車後

豊後大野市 リバーパーク犬飼　特設カヌーコース 大分駅 犬飼駅 500円
（車で９分）

別府市 別府市営青山プール 大分駅 別府駅 ２８０円
（車で６分）

別府駅西口 鉄輪行 朝日橋 170円
５００m
（徒歩６分）

大分市 大分スポーツ公園　レゾナックテニスコート
大分駅前
3番のりば

米良バイパス
入り口経由

公園西
インター入口 370円

６００m
（徒歩７分）

熊本県
菊池市

菊池市斑蛇口湖　ボート場 熊本駅前 菊池温泉行
菊池温泉・
市民広場前

９5０円
（車で１5分）

大分市
サイクルショップコダマ大洲アリーナ
メインアリーナ

大分駅前
６番のりば

－
大洲運動
公園前

170円
３５０m
（徒歩４分）

豊後大野市
豊後大野市営
三重総合グランド三重馬術場

大分駅 三重町駅 ７６０円
９５０m

（徒歩１３分）

大分市
サイクルショップコダマ大洲アリーナ
館内ボルダリング場・クライミングウォール

大分駅前
６番のりば

－
大洲運動
公園前

170円
３５０m
（徒歩４分）

豊後高田市 豊後高田市真玉B＆G海洋センター　カヌー場 大分駅 宇佐駅 １,１３０円
（車で２４分）

宇佐駅前 伊美行 東金屋 ５１０円
７５０m
（徒歩９分）

大分市
大分スポーツ公園　レゾナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

大分駅前
3番のりば

米良バイパス
入り口経由

大分スポーツ
公園東 370円

８５０m
（徒歩１２分）

大分市 ＯＢＳボウル
大分駅前
３番のりば

旭町行 アクロス前 ２８０円
１２０m
（徒歩１分）

大分市 大分富士見カントリー倶楽部 大分駅 豊後国分駅 ２６０円
（車で１２分）

大分駅前
５番のりば

南営業所行 上横瀬 ４６０円
９００m

（徒歩１２分）

大分市 大分県立大分商業高等学校　プール
大分駅前
６番のりば

－ 商業高校前 170円
１３０m
（徒歩１分）

乗車駅 降車駅 運賃（片道） 降車後 乗車バス停 行先/経由 降車バス停 運賃（片道） 降車後

別府市営実相寺多目的グラウンド 大分駅 別府駅 ２８０円
３km

（車で１０分）
別府駅前

鶴見病院経由
鉄輪行

市営
サッカー場前 ２４０円 －

別府市営実相寺サッカー競技場北 大分駅 別府駅 ２８０円
３km

（車で１０分）
別府駅前

鶴見病院経由
鉄輪行

市営
サッカー場前 ２４０円 －

大分スポーツ公園　レゾナックグラウンド
大分駅前
3番のりば

米良バイパス
入り口経由

大分スポーツ
公園東 370円

95０m
（徒歩12分）

大分スポーツ公園
レゾナックサッカー・ラグビー場A・Ｂ

大分駅前
3番のりば

米良バイパス
入り口経由

公園西
インター入口 370円

５００m
（徒歩５分）

三光総合運動公園多目的広場 大分駅 中津駅 １,６８０円
（車で１6分）

中津駅前
野路・池永
経由

三光中学校
入口

４１０円
５0０m

（徒歩10分）

永添運動公園天然芝・人工芝グラウンド 大分駅 中津駅 １,６８０円
（車で１５分）

中津駅前 － 大貞車庫前 ３４０円
３５０m
（徒歩４分）

大分県立中津南高等学校　体育館 大分駅 中津駅 １,６８０円
（徒歩１４分）

宇 佐 市 三和酒類スポーツセンター 大分駅 宇佐駅 １,１３０円
（車で１５分）

宇佐駅前 大分空港行
はちまんの郷

宇佐 370円 －

コンパルホール　体育室 － 大分駅 －
５００m
（徒歩７分）

サイクルショップコダマ大洲アリーナ
メインアリーナ

大分駅前
６番のりば

－
大洲運動
公園前

170円
３５０m
（徒歩４分）

大分県立大分雄城台高等学校　体育館
大分駅前
５番のりば

木の上行
緑が丘行

雄城台
高校入口

２８０円
６００m
（徒歩９分）

大分県立大分鶴崎高等学校　多目的競技場 大分駅 鶴崎駅 ２３０円
８５０m

（徒歩１２分）

大分市 大分スポーツ公園　レゾナックテニスコート
大分駅前
3番のりば

米良バイパス
入り口経由

公園西
インター入口 370円

６００m
（徒歩７分）

杵築市 杵築市文化体育館　アリーナ 大分駅 杵築駅 ６６０円
３km

（車で８分）
杵築駅前 国東行 穴井 ２１０円

６００m
（徒歩８分）

大分市 大洲総合運動公園　別大興産スタジアム
大分駅前
６番のりば

－
大洲運動
公園前

170円
３５０m
（徒歩４分）

別府市 別府市民球場 大分駅 別府駅 ２８０円
（車で１４分）

別府駅
西口２

別府医療
センター行

是定 ２４０円
３００m
（徒歩４分）

日田市 日田市総合体育館　体育室 大分駅 日田駅 2,170円
（車で５分）

日田バス
ターミナル

Bコース
左回り

総合運動公園 １００円 －

大分市
大分スポーツ公園　レゾナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

大分駅前
3番のりば

米良バイパス
入り口経由

大分スポーツ
公園東 370円

８５０m
（徒歩１２分）

竹田丸福スタジアム

竹田丸福多目的広場B

竹田市飛田川野球場 大分駅 豊後竹田駅 1,310円
（徒歩２４分）

竹田駅前 長湯線
グランツ
たけた

１６０円
（徒歩１７分）

竹田丸福多目的広場A 大分駅 豊後竹田駅 1,310円
（徒歩２１分）

竹田駅前 長湯線
グランツ
たけた

１６０円
（徒歩１２分）

大分市 大洲総合運動公園　弓道場
大分駅前
６番のりば

－
大洲運動
公園前

170円
３５０m
（徒歩４分）

由布市 大分県立庄内屋内競技場 大分駅 天神山駅 ５７０円
（車で５分）

天神山駅
上切畑
コース

庄内
公民館

200円 －

大分市
大分スポーツ公園　レゾナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

大分駅前
3番のりば

米良バイパス
入り口経由

大分スポーツ
公園東 370円

８５０m
（徒歩１２分）

由布市 由布市湯布院スポーツセンター　第一競技場 大分駅 由布院駅 ９５０円
（車で９分）

由布院駅前
バスセンター

牧の戸峠線 ゆふの丘プラザ 260円
450ｍ
（徒歩１分）

別府市 別府市民体育館　アリーナ 大分駅 別府駅 ２８０円
（車で５分）

別府駅西口 扇山団地行
ビーコン
プラザ前

170円
２００m
（徒歩２分）

大分市
大分スポーツ公園　レゾナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

大分駅前
3番のりば

米良バイパス
入り口経由

大分スポーツ
公園東 370円

８５０m
（徒歩１２分）

大分市
大分スポーツ公園　レゾナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

大分駅前
3番のりば

米良バイパス
入り口経由

大分スポーツ
公園東 370円

８５０m
（徒歩１２分）

大分市
サイクルショップコダマ大洲アリーナ
メインアリーナ

大分駅前
６番のりば

－
大洲運動
公園前

170円
３５０m
（徒歩４分）

杵築市 杵築市文化体育館　アリーナ 大分駅 杵築駅 ６６０円
３km

（車で８分）
杵築駅前 国東行 穴井 ２１０円

６００m
（徒歩８分）

中津市
ダイハツ九州アリーナ
メインアリーナ・サブアリーナ

大分駅 中津駅 １,６８０円
（車で１５分）

中津駅前 大貞車庫行 大貞公園南 ３４０円
２９０m
（徒歩４分）

由布市 由布市湯布院スポ－ツセンタ－　人工芝競技場 大分駅 由布院駅 ９５０円
（車で９分）

由布院駅前
バスセンター

牧の戸峠線 ゆふの丘プラザ 260円
450ｍ
（徒歩１分）

玖珠町総合運動公園　陸上競技場 大分駅 豊後森駅 1,500円
１．９ｋｍ
（車で６分）

メルヘンの森スポーツ公園　ホッケー場 大分駅 豊後森駅 1,500円
３km

（車で８分）

乗車駅 降車駅 運賃（片道） 降車後 乗車バス停 行先/経由 降車バス停 運賃（片道） 降車後

福岡県
福岡市

福岡県立総合プール　スケートリンク
地下鉄
博多駅

地下鉄
福岡空港駅 260円

2.7ｋｍ
（徒歩35分）

博多バス
ターミナル

上宇美行
アクシオン
福岡前

３６０円
３５０m
（徒歩４分）

グランツ
たけた

１６０円
９００m

（徒歩１２分）

８５０m
（徒歩１２分）

370円

大分駅

成年女子 中津駅前
（車で１５分）

１,６８０円中津駅

８５０m
（徒歩１２分）

1,310円
九重町活きいきランド　多目的グラウンド
（九重町立ここのえ緑陽中学校）

玖珠町

大分スポーツ公園　レゾナック武道スポーツセンター
レゾナックメイン競技場

大分駅 豊後竹田駅 1,310円
（徒歩２１分）

竹田駅前

水泳

水泳

ゴルフ 少年男子

全種別ボウリング

種別 会場地 競技会場

アーティスティック
スイミング

少年女子

ローイング 全種別

体操 競技

全種別

全種別

全種別

全種別馬　　術

スポーツクライミング

カヌー スプリント

空手道

ボクシング

バドミントン

バレーボール

銃剣道

競技名 種別 会場地 競技会場

軟式野球 成年男子

競技名

令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会　　　競技会場　　〈交通手段一覧〉

【夏　季　大　会】

カヌー
スラローム

ワイルドウォーター
全種別

体操
トランポリン 全種別

新体操

競技名 種別 会場地 競技会場
路線バス

大分駅前
６番のりば

－
大洲運動
公園前

170円
少年女子

大分市

全種別

全種別

成年男子

成年女子

大分スポーツ
公園東

米良バイパス
入り口経由

大分駅前
3番のりば

【冬　季　大　会】

ラグビーフットボール

アイスホッケー

JR・西鉄・地下鉄 路線バス

大分市

少年男子

なぎなた 少年女子

剣　　道

アーチェリー

全種別

全種別

全種別ライフル射撃

全種別

ソフトボール

成年男子

成年女子

少年女子

フェンシング

柔　　道

竹田市

弓　　道

全種別

少年男子

全種別

長湯線

少年男子

引治駅

全種別

全種別

ダイハツ九州アリーナ
メインアリーナ・サブアリーナ

大分駅
２９０m
（徒歩４分）

少年女子

全種別

成年女子

３４０円大貞公園南大貞車庫行

ホッケー

中津市バスケットボール

少年男子

ウエイトリフティング 成年男子

成年男子

少年女子

大分市

九重町

ソフトテニス

卓　　球

少年男子

少年女子

全種別

ハンドボール

成年男子

全種別

サイクルショップコダマ大洲アリーナ
メインアリーナ

３５０m
（徒歩４分）

【秋　季　大　会】

テニス

中津市

サッカー

少年女子

全種別

全種別

全種別水球

少年男子 大分市

成年男子 別府市

路線バス
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国民体育大会九州ブロック大会開催基準要項

１ 名 称
本大会は、令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会（以下「大会」という。）と称する。

２ 主 旨
九州地区住民のスポーツに対する関心を高め、スポーツ活動を通して、健康増進と体力の向上を図

り、相互の友好と親善を深め、健康で文化的な生活の確立に寄与するとともに国民体育大会九州ブロ
ック代表を選出する。

３ 主 催
主催は、公益財団法人日本スポーツ協会、九州各県、九州各県スポーツ協会、九州各県教育委員会、

九州関係競技団体、開催市町及び教育委員会とする。

４ 後 援
後援は、スポーツ庁、九州高等学校体育連盟、九州中学校体育連盟とする。

５ 主 管
主管は、大会の開催県実行委員会、開催県関係競技団体とする。

６ 大会の開催
（１）大会は、昭和５６年度から毎年開催し、福岡県、宮崎県、熊本県、大分県、長崎県、佐賀県、鹿

児島県、沖縄県の順序で各県持ち回り開催とする。ただし、三巡目からは、福岡県、熊本県、宮崎
県、大分県、長崎県、鹿児島県、佐賀県、沖縄県の順序とする。四巡目からは、福岡県、熊本県、
大分県、宮崎県、長崎県、鹿児島県、佐賀県、沖縄県の順序とする。なお、開催方式、順序につい
ては、九州地区スポーツ協会連絡協議会の了承を得て変更することができる。

（２）主管県で開催困難な競技については、他県の会場で実施することができる。

７ 開催の時期と期間
時期は、当該年度の国民体育大会本大会並びに冬季大会の参加申込み等の締切り期日を考慮して設

定し、原則として夏季大会、冬季大会は２日間、秋季大会は３日間とする。

８ 実施競技
国民体育大会ブロック予選会のある競技で、夏季大会及び秋季大会並びに冬季大会を原則とする

が、将来、県単独大会出場競技も含めて開催するようにする。

９ 参加人員
各競技の参加人員は、当該年度の国民体育大会実施要項に準ずる。

１０ 競技方法
（１）競技方法は、別に定める実施要項による。
（２）夏季大会・秋季大会実施競技は、競技別実施要項において、熱中症事故防止のための具体的な予

防対策を明記する。

１１ 参加資格
監督、選手の参加資格については、国民体育大会実施要項総則の５に示された資格とする。

１２ 大会役員
大会役員は、開催県が決定する。但し、基準は別に定める。

１３ 選手団役員編成基準
団長、副団長、総監督、総務とし、夏季大会、冬季大会は５名以内、秋季大会は１５名以内とす

るが、他に顧問として、夏季大会、冬季大会は３名以内、秋季大会は５名以内を加えることができ
る。
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国民体育大会九州ブロック大会開催基準要項

１ 名 称
本大会は、令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会（以下「大会」という。）と称する。

２ 主 旨
九州地区住民のスポーツに対する関心を高め、スポーツ活動を通して、健康増進と体力の向上を図

り、相互の友好と親善を深め、健康で文化的な生活の確立に寄与するとともに国民体育大会九州ブロ
ック代表を選出する。

３ 主 催
主催は、公益財団法人日本スポーツ協会、九州各県、九州各県スポーツ協会、九州各県教育委員会、

九州関係競技団体、開催市町及び教育委員会とする。

４ 後 援
後援は、スポーツ庁、九州高等学校体育連盟、九州中学校体育連盟とする。

５ 主 管
主管は、大会の開催県実行委員会、開催県関係競技団体とする。

６ 大会の開催
（１）大会は、昭和５６年度から毎年開催し、福岡県、宮崎県、熊本県、大分県、長崎県、佐賀県、鹿

児島県、沖縄県の順序で各県持ち回り開催とする。ただし、三巡目からは、福岡県、熊本県、宮崎
県、大分県、長崎県、鹿児島県、佐賀県、沖縄県の順序とする。四巡目からは、福岡県、熊本県、
大分県、宮崎県、長崎県、鹿児島県、佐賀県、沖縄県の順序とする。なお、開催方式、順序につい
ては、九州地区スポーツ協会連絡協議会の了承を得て変更することができる。

（２）主管県で開催困難な競技については、他県の会場で実施することができる。

７ 開催の時期と期間
時期は、当該年度の国民体育大会本大会並びに冬季大会の参加申込み等の締切り期日を考慮して設

定し、原則として夏季大会、冬季大会は２日間、秋季大会は３日間とする。

８ 実施競技
国民体育大会ブロック予選会のある競技で、夏季大会及び秋季大会並びに冬季大会を原則とする

が、将来、県単独大会出場競技も含めて開催するようにする。

９ 参加人員
各競技の参加人員は、当該年度の国民体育大会実施要項に準ずる。

１０ 競技方法
（１）競技方法は、別に定める実施要項による。
（２）夏季大会・秋季大会実施競技は、競技別実施要項において、熱中症事故防止のための具体的な予

防対策を明記する。

１１ 参加資格
監督、選手の参加資格については、国民体育大会実施要項総則の５に示された資格とする。

１２ 大会役員
大会役員は、開催県が決定する。但し、基準は別に定める。

１３ 選手団役員編成基準
団長、副団長、総監督、総務とし、夏季大会、冬季大会は５名以内、秋季大会は１５名以内とす

るが、他に顧問として、夏季大会、冬季大会は３名以内、秋季大会は５名以内を加えることができ
る。

１４ 実施要項並びに参加申込み
（１）実施要項は、開催県スポーツ協会が開催競技団体と協議のうえ原案を作成し、大会開催当該年度

の九州地区スポーツ協会連絡協議会で決定する。
（２）実施要項及び参加申込書は、開催県が作成し、大会開催の２ヶ月前までに各県スポーツ協会あて

送付する。
（３）参加申込書は、所定の用紙を用い、各県スポーツ協会が一括して開催県実行委員会事務局あてに

申込むものとする。
（４）申込み期限は、大会開催の３週間前を原則とする。

１５ 参加料
（１）大会に参加する選手団は、所定の参加料を納入する。
（２）参加料は、申込みと同時に各県スポーツ協会が一括して納入する。

１６ 大会の式典
開閉会式は、競技毎に各会場で行う。

１７ 表 彰
表彰は、大会会長名で行う。

１８ プログラム
プログラムは、開催県実行委員会で作成する。総合プログラム及び競技別プログラムは、九州ブ

ロック大会専用ホームページに掲載する。また、競技別プログラムは、各競技の参加申込み締め切
り後１０日以内に各県スポーツ協会に送付する。

１９ 経 費
大会の経費は、各県分担金、各県競技団体負担金、公益財団法人日本スポーツ協会委託金、参加

料並びに寄付金等をもって充てる。

２０ 宿 泊
宿泊要項は、開催県で作成し、各県に通知する。

２１ 大会実行委員会の設置
（１）開催県スポーツ協会に、大会実行委員会を設置する。
（２）大会実行委員会の組織構成等については、別に定める。

２２ 実績報告書
開催県スポーツ協会は、大会終了後、大会実績報告書を作成する。

［付 則］
・ 本要項は、昭和５５年 ８月 ７日制定

昭和６１年 ４月１８日改定
昭和６２年１２月 ３日改定 ただし、夏季大会については平成元年度から実施する。
平成 ４年 ４月１６日改定
平成 ５年１１月２４日改定 ただし、冬季大会については平成６年度から実施する。
平成 ７年１１月２７日改定
平成１４年 ４月１１日改定
平成１９年 ４月１３日改訂（参加章の廃止）
平成２０年 ４月１０日改定（九州中学校体育連盟の役員編成基準の変更）
平成２４年１１月 ８日改訂
平成３１年 ４月 ４日改定
令和 ３年 ４月 ９日改定
令和 ５年 ４月１２日改定
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令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会 

総 則 
 

（開催の趣旨） 
九州地区住民のスポーツに対する関心を高め、スポーツ活動を通して、健康増進と体力の向上を図

り、相互の友好と親善を深め、健康で文化的な生活の確立に寄与するとともに、特別国民体育大会及
び第７８回国民スポーツ大会冬季大会の九州ブロック代表を選出する。 
 
１ 主 催 

  公益財団法人日本スポーツ協会、九州各県、九州各県スポーツ協会、九州各県教育委員会、 
九州関係競技団体、開催市町及び教育委員会 

 
２ 後 援 
    スポーツ庁、九州高等学校体育連盟、九州中学校体育連盟 
 
３ 主 管 
    令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会大分県実行委員会、大分県関係競技団体 
 
４ 大 会 

大会を夏季大会、秋季大会及び冬季大会に分ける。 
 
５ 実施競技 

  季 別 競 技 名 

夏季大会 
カヌー（スラローム・ワイルドウォータ－・スプリント）、水泳（アーティスティック

スイミング・水球）、体操（トランポリン・新体操・競技）、テニス、ローイング、 
馬術、スポーツクライミング、空手道、ボウリング、ゴルフ  （１０競技） 

秋季大会 

サッカー、バスケットボール、ウエイトリフティング、ハンドボール、ソフトテニス、 
卓球、軟式野球、フェンシング、柔道、ソフトボール、弓道、ライフル射撃、 
剣道、アーチェリー、銃剣道、なぎなた、ボクシング、バレーボール、バドミントン、

ラグビーフットボール、ホッケー                      （２１競技） 

冬季大会 アイスホッケー                                                   （  １競技） 
 
６ 競技日と会場地                                                               

夏季大会 
競技日 

令和５年５月２８日（日） カヌー（スラローム・ワイルドウォータ－） 
令和５年６月２５日（日）   水泳（アーティスティックスイミング） 
令和５年７月１１日（火）～１４日（金）体操（トランポリン・新体操） 
令和５年７月１５日（土）～１６日（日）テニス 他  ８競技 
令和５年８月１１日（金）～１３日（日）水泳（水球）  

会場地 豊後大野市･大分市･別府市･豊後高田市･熊本県菊池市 

秋季大会 
競技日 

令和５年８月１７日（木）～２１日（月）サッカー         他１５競技 
令和５年８月２２日（火）～２４日（木）ボクシング 
令和５年８月２５日（金）～２７日（日）バレーボール      他  ３競技 

会場地 別府市･大分市･中津市･宇佐市･杵築市 
日田市･竹田市･由布市･玖珠町･九重町  

冬季大会 
競技日 令和５年１２月２日（土）～ ３日（日） アイスホッケー 

会場地 福岡県福岡市 
 
７ 競技方法 

競技別実施要項に示す方法とする。 
 
８ 参加資格 
    監督・選手の参加資格については、特別国民体育大会及び第７８回国民スポーツ大会冬季大会実

施要項総則５に示された資格とする。 
 
９ 表 彰 
    各競技の各種別（部）又は、各種目の第１位から第３位までに賞状を授与する。 
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令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会 
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夏季大会 
カヌー（スラローム・ワイルドウォータ－・スプリント）、水泳（アーティスティック

スイミング・水球）、体操（トランポリン・新体操・競技）、テニス、ローイング、 
馬術、スポーツクライミング、空手道、ボウリング、ゴルフ  （１０競技） 

秋季大会 

サッカー、バスケットボール、ウエイトリフティング、ハンドボール、ソフトテニス、 
卓球、軟式野球、フェンシング、柔道、ソフトボール、弓道、ライフル射撃、 
剣道、アーチェリー、銃剣道、なぎなた、ボクシング、バレーボール、バドミントン、

ラグビーフットボール、ホッケー                      （２１競技） 

冬季大会 アイスホッケー                                                   （  １競技） 
 
６ 競技日と会場地                                                               

夏季大会 
競技日 

令和５年５月２８日（日） カヌー（スラローム・ワイルドウォータ－） 
令和５年６月２５日（日）   水泳（アーティスティックスイミング） 
令和５年７月１１日（火）～１４日（金）体操（トランポリン・新体操） 
令和５年７月１５日（土）～１６日（日）テニス 他  ８競技 
令和５年８月１１日（金）～１３日（日）水泳（水球）  

会場地 豊後大野市･大分市･別府市･豊後高田市･熊本県菊池市 

秋季大会 
競技日 

令和５年８月１７日（木）～２１日（月）サッカー         他１５競技 
令和５年８月２２日（火）～２４日（木）ボクシング 
令和５年８月２５日（金）～２７日（日）バレーボール      他  ３競技 

会場地 別府市･大分市･中津市･宇佐市･杵築市 
日田市･竹田市･由布市･玖珠町･九重町  

冬季大会 
競技日 令和５年１２月２日（土）～ ３日（日） アイスホッケー 

会場地 福岡県福岡市 
 
７ 競技方法 

競技別実施要項に示す方法とする。 
 
８ 参加資格 
    監督・選手の参加資格については、特別国民体育大会及び第７８回国民スポーツ大会冬季大会実
施要項総則５に示された資格とする。 

 
９ 表 彰 
    各競技の各種別（部）又は、各種目の第１位から第３位までに賞状を授与する。 

 

 
１０ 参加申込み方法 
（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、下記の申込み期限までに手続きを完了すること。 
 
（２）申込み期限 

  季 別        期 限      競 技 名 

夏季大会 

令和 ５年 ５月 ２日（火） カヌー（スラローム・ワイルドウォーター） 

令和 ５年 ６月 ２日（金） 水泳（アーティスティックスイミング） 

令和 ５年 ６月１６日（金） 体操競技（トランポリン・新体操） 

令和 ５年 ６月２３日（金） 
テニス、ローイング、体操（競技）、馬術、 
スポーツクライミング、カヌー（スプリント）、 
空手道、ボウリング、ゴルフ 

令和 ５年 ７月２１日（金） 水泳（水球） 

秋季大会 
令和 ５年 ７月２８日（金） 

サッカー、バスケットボール、 
ウエイトリフティング、ハンドボール、 
ソフトテニス、卓球、軟式野球、フェンシング、 
柔道、ソフトボール、弓道、ライフル射撃、剣道、
アーチェリー、銃剣道、なぎなた、ボクシング 

令和 ５年 ８月 ４日（金） バレーボール、バドミントン、 
ラグビーフットボール、ホッケー 

冬季大会 令和 ５年１１月１０日（金） アイスホッケー 

 
（３）申込み後の選手交代は、特別な事情がない限り認めない。なお、特別な事情で選手を交代する 

 場合は、大分県実行委員会及び大分県関係競技団体あて所定の様式で届けなければならない。 
 
１１ 参加料 

各県スポーツ協会は、各県選手団の参加料一人５００円を取りまとめ、参加申込みと同時に一
括して、下記あてに納入すること。 
なお、本部役員の参加料については、九州ブロック大会の夏季大会と秋季大会を１大会、冬季

大会を１大会とし、２大会とする。よって、夏季大会、秋季大会、冬季大会に参加しても、２大
会分の参加料（１，０００円）を徴収することとする。 

 
 
 
 
 
１２ 宿泊申込み方法 

宿泊要項に従い、申込むこと。 
 
１３ 宿泊料等 

宿泊料（監督・選手・役員・その他） 
９，３５０円（１泊２食）（税込み） 昼食は、７５６円（税込み）で斡旋する。 

 
１４ 各県選手団、本部役員編成 

団長、副団長、総監督及び総務とし、夏季大会・冬季大会は５名以内、秋季大会は１５名以内
とする。他に顧問として、夏季大会・冬季大会は３名以内、秋季大会は５名以内を加えることが
できる。 

 
１５ 各県分担金及び各県競技団体負担金 

各県分担金（２５０万円）の納入は、令和５年５月８日（月）までとする。また、各県競技団
体負担金（１種別３，０００円）については、各県スポーツ協会でとりまとめ、参加申込みと同
時に一括して下記あてに納入すること。 

 

  大分銀行 県庁内支店 普通預金口座 No.７５２９０９０ 
  第４３回九州ブロック大会大分県実行委員会 事務局長 佐保 宏二 

 

  大分銀行 県庁内支店 普通預金口座 No.７５２９０９０ 
  第４３回九州ブロック大会大分県実行委員会 事務局長 佐保 宏二 

－ 9－



 

 

１６ 参加上の注意 
（１）各県監督、選手は競技に際し、所属県名を明示しなければならない。 
（２）健康診断は、事前に全選手に実施しておくこと。 
 
１７ 個人情報及び肖像権に関わる取り扱い 

個人情報及び肖像権に関わる取り扱いについては、特別国民体育大会実施要項総則１６及び
第７８回国民スポーツ大会冬季大会実施要項総則１６に準ずるものとする。 

 
１８ 開始式・閉会式 
    競技別開始式並びに表彰式は、競技毎に会場で行う。 

※ただし、実施の可否や参加人数等は特別国民体育大会の新型コロナウィルス感染症対策に準ず
るものとする。

１９ 競技会実施  
※有観客を前提とするが、特別国民体育大会の新型コロナウィルス感染症対策に準ずるものとす
る。

 
２０ プログラム編成・組合せ 

プログラム編成は、大分県各競技団体、また、組合せは九州競技団体の責任において行い、次
の期日までに大分県実行委員会事務局へ提出すること。 

 

季 別 期 日 競 技 名 

夏季大会 

令和 ５年 ５月 ８日（月） カヌー（スラローム・ワイルドウォーター） 

令和 ５年 ６月 ５日（月） 水泳（アーティスティックスイミング） 

令和 ５年 ６月１９日（月） 体操競技（トランポリン・新体操） 

令和 ５年 ６月２６日（月） 
テニス、ローイング、体操（競技）、馬術、 
スポーツクライミング、カヌー（スプリント）、 
空手道、ボウリング、ゴルフ 

令和 ５年 ７月２４日（月） 水泳（水球） 

秋季大会 
令和 ５年 ７月３１日（月） 

サッカー、バスケットボール、 
ウエイトリフティング、ハンドボール、 
ソフトテニス、卓球、軟式野球、フェンシング、 
柔道、ソフトボール、弓道、ライフル射撃、剣道、
アーチェリー、銃剣道、なぎなた、ボクシング 

令和 ５年 ８月 ７日（月） バレーボール、バドミントン、 
ラグビーフットボール、ホッケー 

冬季大会 令和 ５年１１月１３日（月） アイスホッケー 

 
２１ その他 

参加申込み、参加料、宿泊申込みが、定められた期限までに到着しない場合は、原則として本
大会への参加を認めない。 
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１６ 参加上の注意 
（１）各県監督、選手は競技に際し、所属県名を明示しなければならない。 
（２）健康診断は、事前に全選手に実施しておくこと。 
 
１７ 個人情報及び肖像権に関わる取り扱い 

個人情報及び肖像権に関わる取り扱いについては、特別国民体育大会実施要項総則１６及び
第７８回国民スポーツ大会冬季大会実施要項総則１６に準ずるものとする。 

 
１８ 開始式・閉会式 
    競技別開始式並びに表彰式は、競技毎に会場で行う。 

※ただし、実施の可否や参加人数等は特別国民体育大会の新型コロナウィルス感染症対策に準ず
るものとする。

１９ 競技会実施  
※有観客を前提とするが、特別国民体育大会の新型コロナウィルス感染症対策に準ずるものとす

る。
 
２０ プログラム編成・組合せ 

プログラム編成は、大分県各競技団体、また、組合せは九州競技団体の責任において行い、次
の期日までに大分県実行委員会事務局へ提出すること。 

 

季 別 期 日 競 技 名 

夏季大会 

令和 ５年 ５月 ８日（月） カヌー（スラローム・ワイルドウォーター） 

令和 ５年 ６月 ５日（月） 水泳（アーティスティックスイミング） 

令和 ５年 ６月１９日（月） 体操競技（トランポリン・新体操） 

令和 ５年 ６月２６日（月） 
テニス、ローイング、体操（競技）、馬術、 
スポーツクライミング、カヌー（スプリント）、 
空手道、ボウリング、ゴルフ 

令和 ５年 ７月２４日（月） 水泳（水球） 

秋季大会 
令和 ５年 ７月３１日（月） 

サッカー、バスケットボール、 
ウエイトリフティング、ハンドボール、 
ソフトテニス、卓球、軟式野球、フェンシング、 
柔道、ソフトボール、弓道、ライフル射撃、剣道、
アーチェリー、銃剣道、なぎなた、ボクシング 

令和 ５年 ８月 ７日（月） バレーボール、バドミントン、 
ラグビーフットボール、ホッケー 

冬季大会 令和 ５年１１月１３日（月） アイスホッケー 

 
２１ その他 

参加申込み、参加料、宿泊申込みが、定められた期限までに到着しない場合は、原則として本
大会への参加を認めない。 

 

 
令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会 

宿 泊 要 項 
 
１ 総 則 
（１）令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会（以下「大会」という。）大分県実行員会

（以下「委員会」という。）は、大会宿泊基本方針に基づき、大会の宿泊に関する必要な事項

をこの要項に定める。 
（２）この要項の適用対象者は、大会に参加する監督・選手・役員・視察員・報道（以下「参加者」 

という。）とし、参加者がそれぞれの分野で十分な活躍が出来るような快適な宿舎を提供する。 
（３）宿泊に関する紛議等が生じた場合は、委員会が調停斡旋にあたることとする。 
 
２ 宿舎の選定と宿泊 
（１）参加者の宿舎は、原則として旅館・ホテル及び公共の宿泊施設とし、風紀、衛生上支障がある 

と認められる施設は使用しない。 
（２）参加者の宿舎は、なるべく実施会場に近い周辺に選定する。 
（３）宿舎の斡旋は、委員会指定の「株式会社JTB大分支店」が行う。 
（４）指定した宿舎の変更は、原則として認めない。任意に変更したことによって生じた全ての紛議 

及び損失は、任意に変更したものが責任を負う。 
 
３ 宿泊料金等 

宿泊料金、適用期間等は、次のとおりとする。 
（１）宿泊料金    ※ただし、入湯税・宿泊税は含まれないので、精算時に支払うこと。 
 

料金等 
区分 

税抜き 宿泊料金（消費税１０％込み）  
１泊２食 １泊２食 １泊夕食 １泊朝食 素泊料金 

 
監督・選手・

大会参加者 

 
8,500円 

 
9,350円 

 
8,470円 

 
7,480円 

 
6,600円 

 
入湯税及び

宿泊税別 

 
（２）宿泊、素泊及び半泊料金 

 ア 宿泊とは、入宿日の１５時以降、出発日の１０時までとする。 
 イ 素泊とは、食事を伴わない宿泊をいう。 
 ウ 半泊とは、朝食又は夕食のいずれかを除いた宿泊をいう。この場合の料金は、素泊料金に飲

食した食事料金を加算した額とする。 
（３）欠食控除 

朝食を欠食する場合は前日の１８時までに、夕食を欠食する場合は当日の９時までに宿舎に申 
し出た場合に限り、それぞれの食事料金を控除する。 

（４）宿泊料金等の精算 
      宿泊責任者は、本人が原則として毎日宿舎に支払うものとする。ただし、監督、選手及び県本 

部役員にあっては、出発日に精算することができる。 
（５）適用期間 

宿泊料金等の適用期間は、原則として大会開催３日前から終了後２日までとする。 
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４ 宿泊申込み 
各競技団体責任者は、Ｗｅｂ入力により期限内に申込むこと。各県スポーツ協会は、各競技団体

の申込みについて承認し、把握すること。 
季別 競 技 名 申 込 期 限 申 込 先 

夏季
 

大会
 

カヌー（スラローム・ワイルドウォーター） 令和５年 ５月 ２日（火） 

宿泊申込専用アドレス 
http://kyushu-kokutai.net/ 
 
上記HPの二次元コード 
 
 
 
 
（問い合わせ先） 
 
株式会社JTB大分支店 
 
〒870-0026 
大分県大分市金池町1-1
-17 JTBビル2階 
Tel : 097-537-5200 
（営業時間 10:00～17:
00 土日祝日を除く） 
Mail:

 
【国体担当デスク】 
【担当：比良】 

水泳（アーティスティックスイミング） 令和５年 ６月 ２日（金） 

体操（トランポリン・新体操） 令和５年 ６月１６日（金） 

テニス、ローイング、 
体操（競技）、馬術、 
スポーツクライミング、 
カヌー（スプリント）、 
空手道、ボウリング、ゴルフ 

令和５年 ６月２３日（金） 

水泳（水球） 令和５年 ７月２１日（金） 

秋季 
大会 

サッカー、 
バスケットボール、 
ウエイトリフティング、 
ハンドボール、ソフトテニス、 
卓球、軟式野球、 
フェンシング、柔道、 
ソフトボール、弓道、 
ライフル射撃、剣道、 
アーチェリー、銃剣道、 
なぎなた、ボクシング 

令和５年 ７月２８日（金）
 

バレーボール、バドミントン、 
ラグビーフットボール、ホッケー 

令和５年 ８月 ４日（金） 

冬季 
大会 

アイスホッケー 令和５年１１月１０日（金） 

 
５ 宿泊の変更及び取消し 
（１）宿泊申込み期限までは、宿泊申込み代表者がWeb入力により変更及び取消しを行うこととする。 
（２）宿泊申込み締切後から配宿決定通知受領までの期間は変更及び取消は受付不可とする。 
（３）配宿決定通知受領後においては、宿泊責任者が直接当該宿舎へ申し出ることとし、その効力の

発生は、申し出のあった日時とする。 
 

６ 宿泊取消料 
（１）宿泊取消料は次のとおりとし、宿泊責任者又は本人が当該宿舎へ直接支払うものとする。 

取 消 し 申 出 区 分 取 消 料 
宿泊予定日の１週間前まで ０円  

  宿泊予定日の４日前まで  １人 １，５００円 
  宿泊予定日の前日まで  １人 ２，５００円 
  宿泊予定日の１２時まで  １人 ３，０００円 
  宿泊予定日当日の１２時までに申し出がない場合 宿泊料全額 

（注）取り消した泊数にかかわらず、一人につき１泊分の取り消し料のみとする。
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４ 宿泊申込み 
各競技団体責任者は、Ｗｅｂ入力により期限内に申込むこと。各県スポーツ協会は、各競技団体

の申込みについて承認し、把握すること。 
季別 競 技 名 申 込 期 限 申 込 先 

夏季
 

大会
 

カヌー（スラローム・ワイルドウォーター） 令和５年 ５月 ２日（火） 

宿泊申込専用アドレス 
http://kyushu-kokutai.net/ 
 
上記HPの二次元コード 
 
 
 
 
（問い合わせ先） 
 
株式会社JTB大分支店 
 
〒870-0026 
大分県大分市金池町1-1
-17 JTBビル2階 
Tel : 097-537-5200 
（営業時間 10:00～17:
00 土日祝日を除く） 
Mail:

 
【国体担当デスク】 
【担当：比良】 

水泳（アーティスティックスイミング） 令和５年 ６月 ２日（金） 

体操（トランポリン・新体操） 令和５年 ６月１６日（金） 

テニス、ローイング、 
体操（競技）、馬術、 
スポーツクライミング、 
カヌー（スプリント）、 
空手道、ボウリング、ゴルフ 

令和５年 ６月２３日（金） 

水泳（水球） 令和５年 ７月２１日（金） 

秋季 
大会 

サッカー、 
バスケットボール、 
ウエイトリフティング、 
ハンドボール、ソフトテニス、 
卓球、軟式野球、 
フェンシング、柔道、 
ソフトボール、弓道、 
ライフル射撃、剣道、 
アーチェリー、銃剣道、 
なぎなた、ボクシング 

令和５年 ７月２８日（金）
 

バレーボール、バドミントン、 
ラグビーフットボール、ホッケー 

令和５年 ８月 ４日（金） 

冬季 
大会 

アイスホッケー 令和５年１１月１０日（金） 

 
５ 宿泊の変更及び取消し 
（１）宿泊申込み期限までは、宿泊申込み代表者がWeb入力により変更及び取消しを行うこととする。 
（２）宿泊申込み締切後から配宿決定通知受領までの期間は変更及び取消は受付不可とする。 
（３）配宿決定通知受領後においては、宿泊責任者が直接当該宿舎へ申し出ることとし、その効力の

発生は、申し出のあった日時とする。 
 

６ 宿泊取消料 
（１）宿泊取消料は次のとおりとし、宿泊責任者又は本人が当該宿舎へ直接支払うものとする。 

取 消 し 申 出 区 分 取 消 料 
宿泊予定日の１週間前まで ０円  

  宿泊予定日の４日前まで  １人 １，５００円 
  宿泊予定日の前日まで  １人 ２，５００円 
  宿泊予定日の１２時まで  １人 ３，０００円 
  宿泊予定日当日の１２時までに申し出がない場合 宿泊料全額 

（注）取り消した泊数にかかわらず、一人につき１泊分の取り消し料のみとする。

 

（２）監督、選手が競技会開始後において、競技の都合により宿泊を取消す場合及び各県本部役 
 員が当該県の競技結果において取消す場合は、上記の定めにかかわらず次のとおりとする。 

取 消 し 申 出 区 分 取 消 料 
  宿泊予定日の１２時まで           無 料 
  宿泊予定日の１２時以降１５時まで  １人 ２，５００円 
  宿泊予定日の１５時以降 宿泊料全額 

（注）取り消した泊数にかかわらず、一人につき１泊分の取り消し料のみとする。

 
（３）荒天及び新型コロナウィルス感染症により、全ての宿泊を取り消す場合は、上記の定めに 

かかわらず次のとおりとする。 

（注）取り消した泊数にかかわらず、一人につき１泊分の取り消し料のみとする。

 
（４）宿泊責任者又は本人が取消料を支払うことができない場合は、宿泊申込み代表者が最終責任を

 負うものとする。 
 
７ 食 事 
    参加者に提供する食事は、衛生的で栄養的にも調和がとれ、しかも郷土色を加味したものとする。 
（１）昼 食 
     ア 原則として折り詰め弁当とし、７５６円〈お茶付き、消費税（軽減税率８％）込み〉で斡旋

する。 
        ※ただし、弁当の対応については、試合日のみとし練習日の対応は行わない。 

 イ 弁当の調達については、「株式会社JTB大分支店」に一任する。 
 ウ 食中毒防止の観点から弁当業者が指定する時間までに摂ること。 
 エ 荒天及び新型コロナウィルス感染症により、全ての弁当を取り消す場合は次のとおりとする。 

 
（２）食事時間 

 食事の時間は次のとおりとし、競技の都合で時間外にする場合は、宿舎に申し出ること。 
  ■ 朝食：７時～９時 ■ 夕食：１８時～２０時 

 
８ その他 
（１）宿泊の決定については、Web上で通知する。 
（２）指定宿舎は、大会名、競技名、県名を明記した表示をする。 
（３）宿泊料金，昼食弁当料金ともに，消費税及び地方消費税の税率に変更があった場合は，変更後

の税率を適用するものとする。 
（４）朝食・夕食については、新型コロナウィルス感染症の拡大状況によっては、弁当形式とするこ 

ともあり得る。 
（５）新型コロナウィルス感染症感染拡大防止の観点から、シングルタイプの斡旋を基本とするが、 

競技会場との移動を考慮し、状況によっては相部屋等を斡旋する場合もあり得る。 

取 消 し 申 出 区 分 取 消 料 
  宿泊予定日の１２時まで           無 料 
  宿泊予定日の１２時以降１５時まで  １人 ２，５００円 
  宿泊予定日の１５時以降 宿泊料全額 

取 消 し 申 出 区 分 取 消 料 
  昼食予定日の３日前の１６時まで           無 料 
  昼食予定日の３日前の１６時以降から前日の１６時まで  １個 ３７８円 
  昼食予定日の前日１６時以降から当日 昼食代全額 
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納入金 納入期限 金　額

各県分担金 ５月８日（月） 2,500,000円

参　加　料
1人500円

×　参加者数

各県競技団体
負担金

1種別3,000円
×　参加種別

令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会
諸納入金振込口座一覧

【事務局所在地】

〒８７０ ８５０３ 大分市府内町３丁目１０番１号 大分県教育庁体育保健課内

メールアドレス：jikumaru-kouhei@oen.ed.jp

・夏季大会
　７月２１日（金）

・秋季大会
　８月４日（金）

・冬季大会
　１１月１０日（金）

大 分 銀 行 県 庁 内 支 店

普 通 預 金 口 座

７ ５ ２ ９ ０ ９ ０

第４３回九州ブロック大会

大 分 県 実 行 委 員 会

事 務 局 長 佐 保 宏 二

令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会大分県実行委員会事務局

ＴＥＬ：０９７－５０６－５６５６ ＦＡＸ：０９７－５０６－１８１２
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特別国民体育大会総則抜粋

５ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準
選手及び監督の参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準は、次のとおりとする。

なお、参加資格については、「特別国民体育大会参加資格、所属都道府県及び年齢基準等の解釈・説明」
を併せて確認すること。

【 公益財団法人日本スポーツ協会ホームページ 】
⑴ 参加資格

ア 日本国籍を有する者であることとするが、選手及び監督のうち、次の者については、日本国籍
を有しない者であっても、大会に参加することができる。
ｱ 「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち「永住者」（「日本国との平和条約

に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法」に定める「特別永住者」を
含む。）

ｲ 少年種別年齢域に該当し、次の要件をいずれも満たす者
ａ 「学校教育法」第１条に規定する学校に在籍する学生又は生徒で、「８ 参加申込方法」で

定めた参加申込締切時に１年以上在籍していること。
ｂ 「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち、「留学」、「家族滞在」又は「定

住者」に該当していること。
ｳ 成年種別年齢域に該当し、次の要件をいずれも満たす者
ａ 少年種別年齢域にあった時点において前号 ｲ に該当していた者であること。
ｂ 「出入国管理及び難民認定法」に定める在留資格のうち、大会参加時から終了時まで「留

学」に該当しないこと。
［注］ 上記 ｳ について、大学及び専修学校等に在籍する成年種別の年齢域に該当する者

は、「出入国管理及び難民認定法」に定める「留学」以外の在留資格を有する場合も「留
学」と同等に扱う。

イ 選手及び監督は、所属都道府県の当該競技団体会長（代表者）と体育・スポーツ協会会長（代
表者）が代表として認め、選抜した者であること。

ウ 第 回又は第 回大会（都道府県大会及びブロック大会を含む）において選手又は監督と
して参加した者は、次の場合を除き、第 回又は第 回大会と異なる都道府県から参加する
ことはできない。
ｱ 成年種別
ａ 「学校教育法」第１条に規定する学校を卒業した者
ｂ 結婚又は離婚に係る者
［注］ 及び は当該要件発生後、初めて参加するものに限る。

ｃ ふるさと選手制度を活用する者（別記１「国民体育大会ふるさと選手制度」による。）
［注］ 別記３「 エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」の適用を受け、

ふるさと選手として参加する者を含む。
ｄ 東日本大震災に係る参加資格特例措置を活用する者（別記５「東日本大震災に係る選手及
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び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」による。）
ｲ 少年種別
ａ 「学校教育法」第１条に規定する学校を卒業した者
ｂ 結婚又は離婚に係る者
ｃ 一家転住に係る者（別記２「『一家転住等』に伴う特例措置」による。）
［注］ から は当該要件発生後、初めて参加するものに限る。
ｄ エリートアカデミーに在籍する者（別記３「 エリートアカデミーに係る選手の

参加資格の特例措置」による。）
ｅ 東日本大震災に係る参加資格特例措置を活用する者（別記５「東日本大震災に係る選手及

び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」による。）
エ 選手と監督の兼任は、同一種別内に限る。
オ 選手及び監督は、回数を同じくする大会において、冬季大会及び本大会にそれぞれ１競技に限
り参加できる。

カ 選手及び監督は、回数を同じくする大会において、異なる都道府県から参加することはできな
い。

キ 選手、監督並びに本部役員帯同のスポーツドクター及びアスレティックトレーナーは、大会参
加前の１年以内に公益財団法人日本スポーツ協会（以下「日本スポーツ協会」という。）が指定す
るアンチ・ドーピング教育を受講し、「国体本戦出場前のアンチ・ドーピング教育履歴」に記載し
た者であること。

ク 上記のほか、選手については次のとおりとする。
ｱ 都道府県大会及びブロック大会に参加し、これを通過した者であること。
ｲ 健康診断を受け、競技会への参加に支障がない者であること。
ｳ ドーピング検査対象に選定された場合は、検査を受けなければならない。

ケ 上記のほか、監督については日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく競技別指導者
資格を有する者とし、監督が不在の場合選手は参加することができない。各競技における対象資
格については当該競技実施要項によるものとする。

⑵ 所属都道府県
所属都道府県は、当該競技団体が限定する場合を除き、次のいずれかが属する都道府県から

選択することができる。
ア 成年種別

ｱ 居住地を示す現住所
ｲ 勤務地
ｳ ふるさと（別記１「国民体育大会ふるさと選手制度」による。）
［注］ 別記３「 エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」の適用を受け、

ふるさと選手として参加する者を含む。
イ 少年種別

ｱ 居住地を示す現住所
ｲ 「学校教育法」第１条に規定する学校の所在地（以下「学校所在地」という。）
ｳ 勤務地
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び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」による。）
ｲ 少年種別
ａ 「学校教育法」第１条に規定する学校を卒業した者
ｂ 結婚又は離婚に係る者
ｃ 一家転住に係る者（別記２「『一家転住等』に伴う特例措置」による。）
［注］ から は当該要件発生後、初めて参加するものに限る。
ｄ エリートアカデミーに在籍する者（別記３「 エリートアカデミーに係る選手の

参加資格の特例措置」による。）
ｅ 東日本大震災に係る参加資格特例措置を活用する者（別記５「東日本大震災に係る選手及

び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」による。）
エ 選手と監督の兼任は、同一種別内に限る。
オ 選手及び監督は、回数を同じくする大会において、冬季大会及び本大会にそれぞれ１競技に限
り参加できる。

カ 選手及び監督は、回数を同じくする大会において、異なる都道府県から参加することはできな
い。

キ 選手、監督並びに本部役員帯同のスポーツドクター及びアスレティックトレーナーは、大会参
加前の１年以内に公益財団法人日本スポーツ協会（以下「日本スポーツ協会」という。）が指定す
るアンチ・ドーピング教育を受講し、「国体本戦出場前のアンチ・ドーピング教育履歴」に記載し
た者であること。

ク 上記のほか、選手については次のとおりとする。
ｱ 都道府県大会及びブロック大会に参加し、これを通過した者であること。
ｲ 健康診断を受け、競技会への参加に支障がない者であること。
ｳ ドーピング検査対象に選定された場合は、検査を受けなければならない。

ケ 上記のほか、監督については日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく競技別指導者
資格を有する者とし、監督が不在の場合選手は参加することができない。各競技における対象資
格については当該競技実施要項によるものとする。

⑵ 所属都道府県
所属都道府県は、当該競技団体が限定する場合を除き、次のいずれかが属する都道府県から

選択することができる。
ア 成年種別

ｱ 居住地を示す現住所
ｲ 勤務地
ｳ ふるさと（別記１「国民体育大会ふるさと選手制度」による。）
［注］ 別記３「 エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」の適用を受け、

ふるさと選手として参加する者を含む。
イ 少年種別

ｱ 居住地を示す現住所
ｲ 「学校教育法」第１条に規定する学校の所在地（以下「学校所在地」という。）
ｳ 勤務地

ｴ 別記３「 エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」に定める小学校の所在
地

※ 「居住地を示す現住所」、「勤務地」、「学校所在地」のいずれかから参加する場合は、 年４
月 日以前から本大会終了時（ 年 月 日）まで、引き続き当該地に、それぞれ居住、
勤務、又は通学していなければならない。ただし、次の者はこの限りではない。
［成年種別］
ａ 別記４「トップアスリートの国民体育大会参加資格の特例措置」の適用を受ける者
ｂ 別記５「東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」の適用を受

ける者
［少年種別］
ａ 別記２「『一家転住等』に伴う特例措置」の適用を受ける者
ｂ 別記４「トップアスリートの国民体育大会参加資格の特例措置」の適用を受ける者
ｃ 別記５「東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」の適用を受

ける者
⑶ 選手の年齢基準
ア 選手の年齢基準については、下記を原則とする。
ｱ 成年種別に参加する者は、 年４月１日以前に生まれた者とする。
ｲ 少年種別に参加する者は、 年４月２日から 年４月１日までに生まれた者とする。
ｳ 年齢を区分している種別へ参加する者の年齢計算は、 年４月１日を基準とする。

イ 日本スポーツ協会が特に認める場合は、上記アにかかわらず、競技ごとに年齢区分を設定する
ことができる。ただし、年齢の下限は中学３年生（ 年４月２日から 年４月１日までに
生まれた者）とする。

⑷ 前記の各事項に疑義のあるときは、日本スポーツ協会及び当該競技団体が調査・審議のうえ、日
本スポーツ協会がその可否を決定する。

６ 各正式競技の総合成績決定方法
各正式競技の総合成績決定方法は次のとおりとする。
⑴ 次のア、イの得点を合計したものを男女総合成績（天皇杯得点）及び女子総合成績（皇后杯得点）

とする。
ア 競技得点

競技得点は、各種別、種目などの第１位から第８位までの都道府県に与え、次のとおりとする。
ただし、同順位の場合は、次の順位のものを加え、当該都道府県で等分し、割り切れない場合は、
小数第３位以下を切り捨てる。

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位

種別
４人以下 点 点 点 点 点 ９点 ６点 ３点
５人以上７人以下 点 点 点 点 点 点 点 ５点
８人以上 点 点 点 点 点 点 点 ８点

種目 ８点 ７点 ６点 ５点 ４点 ３点 ２点 １点
［注］ 「種別」：種別などに与える競技得点 「種目」：種目などに与える競技得点
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イ 参加得点
参加得点は 点とし、大会（ブロック大会を含む。）に参加した都道府県に与える。

ただし、ブロック大会で本大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加しなかった場合は
与えない。

⑵ 各競技の総合成績は、当該競技団体が決定する。
ただし、天候その他の事情により一部競技が中止になった場合は、当該競技団体と大会総務委員
会が協議する。

⑶ 参加資格違反等に関わる得点等の取り扱いについては、「国民体育大会における違反に対する処
分に関する規程」によるものとする。

７ 表 彰
⑴ 冬季大会及び本大会で実施した全正式競技の男女総合成績第１位の都道府県に天皇杯を、同じく
女子総合成績第１位の都道府県に皇后杯をそれぞれ授与する。

⑵ 冬季大会及び本大会で実施した全正式競技の男女総合成績及び女子総合成績の第１位から第８
位までの都道府県に、それぞれ表彰状を授与する。

⑶ 各正式競技の男女総合成績第１位の都道府県に、国民体育大会会長トロフィーを授与する。
⑷ 各正式競技の男女総合成績及び女子総合成績の第１位から第８位までの都道府県に、それぞれ表
彰状を授与する。

⑸ 各競技の各種別及び各種目などの第１位から第８位までに賞状を授与する。団体競技の場合は、
その都道府県名とチーム全員（監督を含む）の氏名を記載したものを都道府県用に１枚、更にその
都道府県名と個人名を記載したもの、又は都道府県名とチーム全員（監督を含む）の氏名を記載し
たものをチーム全員に授与する。

８ 参加申込方法
⑴ 参加申込

都道府県体育・スポーツ協会会長（代表者）及び競技団体会長（代表者）は、連署の上、都道府
県大会又はブロック大会において選抜された者及び公益財団法人日本高等学校野球連盟が選出し
たチームを、大会会長宛に申込むものとする。

⑵ 参加申込締切
参加申込は、定められた締切日までに国民体育大会参加申込システムにより行う。

⑶ 参加申込締切日
締 切 日 競 技
年

８月 日（水）
【 競技】

水泳、ローイング、バレーボール（ビーチバレーボール）、体操、レスリング、
セーリング、自転車、相撲、カヌー、ボウリング、ゴルフ、トライアスロン

年
９月７日（木）

【 競技】

陸上競技、サッカー、テニス、ホッケー、ボクシング、
バレーボール（６人制）、バスケットボール、ウエイトリフティング、
ハンドボール、ソフトテニス、卓球、軟式野球、馬術、
フェンシング、柔道、ソフトボール、バドミントン、弓道、

－ 18 －



イ 参加得点
参加得点は 点とし、大会（ブロック大会を含む。）に参加した都道府県に与える。

ただし、ブロック大会で本大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加しなかった場合は
与えない。

⑵ 各競技の総合成績は、当該競技団体が決定する。
ただし、天候その他の事情により一部競技が中止になった場合は、当該競技団体と大会総務委員
会が協議する。

⑶ 参加資格違反等に関わる得点等の取り扱いについては、「国民体育大会における違反に対する処
分に関する規程」によるものとする。

７ 表 彰
⑴ 冬季大会及び本大会で実施した全正式競技の男女総合成績第１位の都道府県に天皇杯を、同じく
女子総合成績第１位の都道府県に皇后杯をそれぞれ授与する。

⑵ 冬季大会及び本大会で実施した全正式競技の男女総合成績及び女子総合成績の第１位から第８
位までの都道府県に、それぞれ表彰状を授与する。

⑶ 各正式競技の男女総合成績第１位の都道府県に、国民体育大会会長トロフィーを授与する。
⑷ 各正式競技の男女総合成績及び女子総合成績の第１位から第８位までの都道府県に、それぞれ表
彰状を授与する。

⑸ 各競技の各種別及び各種目などの第１位から第８位までに賞状を授与する。団体競技の場合は、
その都道府県名とチーム全員（監督を含む）の氏名を記載したものを都道府県用に１枚、更にその
都道府県名と個人名を記載したもの、又は都道府県名とチーム全員（監督を含む）の氏名を記載し
たものをチーム全員に授与する。

８ 参加申込方法
⑴ 参加申込

都道府県体育・スポーツ協会会長（代表者）及び競技団体会長（代表者）は、連署の上、都道府
県大会又はブロック大会において選抜された者及び公益財団法人日本高等学校野球連盟が選出し
たチームを、大会会長宛に申込むものとする。

⑵ 参加申込締切
参加申込は、定められた締切日までに国民体育大会参加申込システムにより行う。

⑶ 参加申込締切日
締 切 日 競 技
年

８月 日（水）
【 競技】

水泳、ローイング、バレーボール（ビーチバレーボール）、体操、レスリング、
セーリング、自転車、相撲、カヌー、ボウリング、ゴルフ、トライアスロン

年
９月７日（木）

【 競技】

陸上競技、サッカー、テニス、ホッケー、ボクシング、
バレーボール（６人制）、バスケットボール、ウエイトリフティング、
ハンドボール、ソフトテニス、卓球、軟式野球、馬術、
フェンシング、柔道、ソフトボール、バドミントン、弓道、

ライフル射撃、剣道、ラグビーフットボール、スポーツクライミング、
アーチェリー、空手道、銃剣道、なぎなた、高等学校野球

⑷ 参加申込様式
参加申込様式は、日本スポーツ協会が実施競技団体と協議の上、作成する。

⑸ 公開競技の参加申込
公開競技については、別途当該中央競技団体が定める所定の手続きにより行う。

⑹ 選手の交代
参加申込締切後の選手の交代は、特別な事情がない限り認めない。特別な事情で選手を交代する
場合は、所定の様式、方法により次のア～ウ宛に届け出なければならない。
ア 全国を統轄する各中央競技団体事務局
イ 燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会事務局
ウ 燃ゆる感動かごしま国体各競技会場地市町村実行委員会事務局

なお、日本スポーツ協会に対しては、大会終了後、所定の手続きにより参加申込情報を修正す
ること。

９ 棄権手続
参加申込締切後から競技初戦までの間において、特別な事情で選手が競技会を棄権する場合に

は、所定の棄権手続きをとらなければならない。
なお、棄権手続きに係る届出については選手交代届と同じ様式を用いること。

大会参加負担金
⑴ 大会に参加選手団（視察員を除く）を派遣する都道府県体育・スポーツ協会は、大会参加負担金
を納入する。一人当たりの大会参加負担金の額は下記のとおりとする。

［注］ 地震、風水害、感染症およびその他主催者の責によらない事由により大会を中止した場合、
大会参加負担金の返金は行わない。

⑵ 大会参加負担金は、都道府県体育・スポーツ協会で取りまとめ、次のとおり納入する。
ア 納入期限 年９月８日（金）
イ 納 入 先 みずほ銀行 渋谷支店 普通預金口座

公益財団法人日本スポーツ協会

宿泊申込
大会参加者は、燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会が指定した所定の様式によ

り、定められた締切日までに申込む。

都道府県選手団本部役員編成

区 分 負 担 金
少年の種別に参加する選手 ２，０００円
上記以外の者（本部役員、監督、成年の種別に参加する選手等） ４，０００円
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⑴ 都道府県選手団本部役員は、次のとおりとする。
ア 参加選手 名以上の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計 名以内とする。
イ 参加選手 名以上 名未満の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計 名以内とする。
ウ 参加選手 名未満の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計 名以内とする。

⑵ 上記役員のほか、５名以内の顧問を設けることができる。
⑶ 上記⑴及び⑵による本部役員総数の範囲内で、スポーツドクターを帯同するものとする。なお、
帯同するスポーツドクターは日本スポーツ協会公認スポーツドクター資格を有する者とする。

⑷ 上記⑴及び⑵による本部役員総数の範囲内で、原則としてアスレティックトレーナーを帯同する
ものとする。
なお、帯同するアスレティックトレーナーは日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー資
格を有する者とする。

⑸ 都道府県選手団本部役員の１日あたりの編成人数については、上記⑴及び⑵による人数を上限と
する。

⑹ 都道府県選手団本部役員の参加申込は、 年９月７日（木）までに国民体育大会参加申込シ
ステムにより行う。

視察員
⑴ 視察員は、１都道府県３名以内とする。ただし、 年以降の国民スポーツ大会の開催が決定
又は内定している県については、佐賀県 名以内、滋賀県及び青森県 名以内、宮崎県及び長
野県 名以内とする。

⑵ 都道府県の視察員の参加申込は、 年９月７日（木）までに国民体育大会参加申込システム
により行う。

大会参加章、記念章及び カードの交付
大会参加章、記念章及び カードは、次の者に交付する。

⑴ 大会参加章
都道府県選手団本部役員、監督及び選手並びに大会役員、競技会役員及び競技団体が指定した競

技役員
⑵ 記念章

公開競技・デモンストレーションスポーツ参加者
※ 公開競技参加者への交付は、中央競技団体との協議による。

⑶ カード
都道府県選手団、公開競技に参加する選手・監督及び役員、大会役員・競技会役員及び競技団体

が指定した競技役員、大会主催者及び競技会主催者が認めた者には カード（ ）
を交付する。

参加上の注意
⑴ 大会期間中は、交付された カードを携帯しなければならない。
⑵ 各都道府県の代表選手は、競技に際し、「国民体育大会ユニフォーム規程」に基づき、ユニフォー
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⑴ 都道府県選手団本部役員は、次のとおりとする。
ア 参加選手 名以上の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計 名以内とする。
イ 参加選手 名以上 名未満の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計 名以内とする。
ウ 参加選手 名未満の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計 名以内とする。

⑵ 上記役員のほか、５名以内の顧問を設けることができる。
⑶ 上記⑴及び⑵による本部役員総数の範囲内で、スポーツドクターを帯同するものとする。なお、
帯同するスポーツドクターは日本スポーツ協会公認スポーツドクター資格を有する者とする。

⑷ 上記⑴及び⑵による本部役員総数の範囲内で、原則としてアスレティックトレーナーを帯同する
ものとする。
なお、帯同するアスレティックトレーナーは日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー資
格を有する者とする。

⑸ 都道府県選手団本部役員の１日あたりの編成人数については、上記⑴及び⑵による人数を上限と
する。

⑹ 都道府県選手団本部役員の参加申込は、 年９月７日（木）までに国民体育大会参加申込シ
ステムにより行う。

視察員
⑴ 視察員は、１都道府県３名以内とする。ただし、 年以降の国民スポーツ大会の開催が決定
又は内定している県については、佐賀県 名以内、滋賀県及び青森県 名以内、宮崎県及び長
野県 名以内とする。

⑵ 都道府県の視察員の参加申込は、 年９月７日（木）までに国民体育大会参加申込システム
により行う。

大会参加章、記念章及び カードの交付
大会参加章、記念章及び カードは、次の者に交付する。

⑴ 大会参加章
都道府県選手団本部役員、監督及び選手並びに大会役員、競技会役員及び競技団体が指定した競

技役員
⑵ 記念章

公開競技・デモンストレーションスポーツ参加者
※ 公開競技参加者への交付は、中央競技団体との協議による。

⑶ カード
都道府県選手団、公開競技に参加する選手・監督及び役員、大会役員・競技会役員及び競技団体

が指定した競技役員、大会主催者及び競技会主催者が認めた者には カード（ ）
を交付する。

参加上の注意
⑴ 大会期間中は、交付された カードを携帯しなければならない。
⑵ 各都道府県の代表選手は、競技に際し、「国民体育大会ユニフォーム規程」に基づき、ユニフォー

ムを着用しなければならない。

個人情報及び肖像権に関わる取り扱い
日本スポーツ協会、燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会、燃ゆる感動かごしま国体

各競技会場地市町村実行委員会及び国民体育大会実施競技中央競技団体（以下「国体関係機関・団体」
という。）は、参加申込等を通じて取得する個人情報及び肖像権の取り扱いに関して以下のとおり対
応するものとする。
⑴ 個人情報の取り扱い
ア 利用目的

大会参加申込として国民体育大会参加申込システムへ登録された個人情報は、国体関係機関・
団体において、参加資格の確認や競技組合せなどをはじめとする大会運営業務のために利用し、
目的以外に利用しない。

イ 公表の範囲と方法
個人情報のうち、所属都道府県、氏名、性別、年齢、学校名、チーム名等、所属と個人を識別

するために必要な情報については、以下の方法等により公表することがある。
ｱ 総合プログラム及び競技別プログラムへの掲載
ｲ 競技会場内におけるアナウンス等による紹介
ｳ 競技会場内外の掲示板等への掲載
ｴ 大会関連ホームページへの掲載
ｵ 報道機関への提供

ウ 競技結果（記録）等
競技結果（記録）については、上記イで定めた個人情報とともに、以下の方法等により公表す

ることがある。
ｱ 燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会が設置する記録本部を通じた公開
ｲ 国体関係機関・団体及び報道機関等による新聞・雑誌及び関連ホームページ等への掲載
ｳ 国体関係機関・団体が作成する大会報告書等への掲載
ｴ 次回以降の大会プログラムへの掲載【新記録、優勝及び上位入賞結果（記録）等】

⑵ 肖像権に関する取り扱い
ア 写真

国体関係機関・団体又はこれらに認められた報道機関等によって撮影された写真が、新聞・雑
誌・報告書及び関連ホームページ等で公開されることがある。

イ 写真（写真撮影企業等）
国体関係機関・団体に認められた写真撮影企業等によって撮影された写真等が販売されること

がある。
なお、各競技・会場における販売の有無等の詳細は、当該中央競技団体を中心に対応する。

ウ 映像
国体関係機関・団体又はこれらに認められた報道機関等によって撮影された映像が、中継・録

画放映及びインターネットによって配信されることがある。また、 等に編集され、販売・
配付されることがある。
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なお、各競技における販売の有無等の詳細は、当該中央競技団体を中心に対応する。
⑶ 対応
ア 承諾の確認

大会参加申込として国民体育大会参加申込システムへ登録された時点で、上記取り扱いに関す
る承諾を得たものとして対応する。
なお、各競技会における取り扱いに伴い、別途、当該中央競技団体等によって個別に承諾を確

認することがある。
イ 役員等

大会役員、競技役員、運営役員、その他各種委員や補助員、国体関係機関・団体と大会に関す
る契約をしている者及び大会運営関係者については、上記取り扱いに関する承諾を得たものとし
て対応する。

都道府県大会及びブロック大会
正式競技については、本大会の予選として次のとおり都道府県大会（ブロック大会）を開催しなけ

ればならない。
⑴ 都道府県の主催団体は、必要に応じて日本スポーツ協会及び中央競技団体等関係団体と協議の上、
本要項に基づき実施要項を作成する。
なお、日本スポーツ協会及び中央競技団体は、その内容に不備がある場合、適宜指導を行うもの

とする。
⑵ 都道府県大会の実施にあたり、当該都道府県主催団体は、適正な手続きに則り決定した代表選手
の選抜方法・選考基準について、予め関係者に周知徹底を図るものとする。

⑶ 参加者は、実施要項に基づき当該主催団体に申込む。
なお、参加は１人１競技に限る。

⑷ ブロック大会の申込みは、原則として国民体育大会参加申込システムにより行い、様式は日本ス
ポーツ協会及び当該主催団体が協議の上、作成する。
なお、参加申込システムを使用しない場合の様式については、当該主催団体において別途作成する。

⑸ 都道府県大会の参加申込様式は、当該主催団体において作成する。
⑹ 参加料を徴収する場合の金額は、当該主催団体が中央競技団体と協議の上、定める。
⑺ 競技運営に差し支えない限り、鹿児島県選手は当該競技ブロック大会を経ることなく本大会に参
加することができる。

国民体育大会参加者傷害補償制度
日本スポーツ協会及び都道府県体育・スポーツ協会は、国民体育大会参加者に対する社会的責任体

制を整えるとともに、大会参加者の相互扶助の精神に基づいた補償制度として大会参加者による国民
体育大会参加者傷害補償制度を運営する。
⑴ 本制度の対象となる参加者は、ブロック大会及び本大会に参加する本制度給付規定に定められた
選手、監督、選手団本部役員（顧問を含む）、視察員並びにその他選手団役員とする。

⑵ 大会参加の都道府県体育・スポーツ協会は、国民体育大会参加者傷害補償制度の対象となる参加
者数に応じた制度負担金（一人あたり 円）を、日本スポーツ協会に納入する。
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なお、各競技における販売の有無等の詳細は、当該中央競技団体を中心に対応する。
⑶ 対応
ア 承諾の確認

大会参加申込として国民体育大会参加申込システムへ登録された時点で、上記取り扱いに関す
る承諾を得たものとして対応する。
なお、各競技会における取り扱いに伴い、別途、当該中央競技団体等によって個別に承諾を確

認することがある。
イ 役員等

大会役員、競技役員、運営役員、その他各種委員や補助員、国体関係機関・団体と大会に関す
る契約をしている者及び大会運営関係者については、上記取り扱いに関する承諾を得たものとし
て対応する。

都道府県大会及びブロック大会
正式競技については、本大会の予選として次のとおり都道府県大会（ブロック大会）を開催しなけ

ればならない。
⑴ 都道府県の主催団体は、必要に応じて日本スポーツ協会及び中央競技団体等関係団体と協議の上、
本要項に基づき実施要項を作成する。
なお、日本スポーツ協会及び中央競技団体は、その内容に不備がある場合、適宜指導を行うもの

とする。
⑵ 都道府県大会の実施にあたり、当該都道府県主催団体は、適正な手続きに則り決定した代表選手
の選抜方法・選考基準について、予め関係者に周知徹底を図るものとする。

⑶ 参加者は、実施要項に基づき当該主催団体に申込む。
なお、参加は１人１競技に限る。

⑷ ブロック大会の申込みは、原則として国民体育大会参加申込システムにより行い、様式は日本ス
ポーツ協会及び当該主催団体が協議の上、作成する。
なお、参加申込システムを使用しない場合の様式については、当該主催団体において別途作成する。

⑸ 都道府県大会の参加申込様式は、当該主催団体において作成する。
⑹ 参加料を徴収する場合の金額は、当該主催団体が中央競技団体と協議の上、定める。
⑺ 競技運営に差し支えない限り、鹿児島県選手は当該競技ブロック大会を経ることなく本大会に参
加することができる。

国民体育大会参加者傷害補償制度
日本スポーツ協会及び都道府県体育・スポーツ協会は、国民体育大会参加者に対する社会的責任体

制を整えるとともに、大会参加者の相互扶助の精神に基づいた補償制度として大会参加者による国民
体育大会参加者傷害補償制度を運営する。
⑴ 本制度の対象となる参加者は、ブロック大会及び本大会に参加する本制度給付規定に定められた
選手、監督、選手団本部役員（顧問を含む）、視察員並びにその他選手団役員とする。

⑵ 大会参加の都道府県体育・スポーツ協会は、国民体育大会参加者傷害補償制度の対象となる参加
者数に応じた制度負担金（一人あたり 円）を、日本スポーツ協会に納入する。

⑶ 納入締切日及び納入先については、別途日本スポーツ協会から都道府県体育・スポーツ協会へ通
知する。

その他
⑴ 参加申込及び宿泊申込が、定められた締切日までに行われない場合、又は、参加負担金が定めら
れた納入期限までに納入されない場合は、本大会への参加を認めない。

⑵ その他の事項については、国民体育大会開催基準要項及び同細則による。
⑶ 大会の実施にあたっては、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、政府方針をはじめ、
日本スポーツ協会策定の「国民体育大会開催における新型コロナウイルス感染拡大防止に関する基
本方針」、開催地版ガイドライン、競技別ガイドライン、業種別ガイドライン等を基に大会運営に必
要な対策を十分に講じた上で開催することとする。なお、感染拡大防止対策として個人の健康管理
の記録に際しては、体調管理アプリケーション又は体調管理チェックシートを利用するものとし、
使用する体調管理アプリケーション又は体調管理チェックシートで取得した個人情報については、
大会への出場・参加・来場資格の確認および大会運営業務のために利用し、目的以外に利用しない。

別記１ 「国民体育大会ふるさと選手制度」
１ 成年種別年齢域の選手は、国民体育大会開催基準要項細則第３項〔国民体育大会開催基準要項第８
項第１号及び第 項第４号（参加資格及び年齢基準等）〕に基づき、下記のいずれかを拠点とした都
道府県から参加することができる。
⑴ 居住地を示す現住所
⑵ 勤務地
⑶ ふるさと

２ 「ふるさと」とは、卒業小学校、卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都道府
県とする。
ただし、 エリートアカデミーに係る選手については、別に定める「 エリートアカデミー

に係る選手の参加資格の特例措置」第３項により取り扱うものとする。
３ 我が国の競技力向上を支援する観点より、日本国籍を有する者及び「永住者」については、日本に
おける滞在期間に関わらず、本制度を活用できるものとする。

４ 「ふるさと選手制度」を活用し参加を希望する選手は、予め所定の方法により「ふるさと」を登録
しなければならない。なお、一度登録した「ふるさと」は変更できないものとする。

５ 「ふるさと」から参加する選手は、国民体育大会開催基準要項細則第３項－⑴－ －③（国内移動
選手の制限）に抵触しないものとする。

６ ふるさと選手制度の活用については、原則として、１回につき２年以上連続とし、利用できる回数
は２回までとする。

７ 参加都道府県は「ふるさと選手」を所定の様式、方法により、当該大会実施要項で定めた参加申込
締切期日までに、日本スポーツ協会宛に提出する。

別記２ 「『一家転住等』に伴う特例措置」

－ 23 －



転校への特例
１ 次の内容をすべて満たすことにより、国内移動選手の制限（国民体育大会開催基準要項細則第３項
－⑴－ －③）に抵触しないものとする。
⑴ この特例の対象は、「少年種別」への参加者に限る。
⑵ 本特例を受けることができるのは、一家転住等やむを得ない理由に限ることとする。
なお「一家転住等」とは概ね次のことを言う。
ア 親の転勤による一家の転居
イ 親の結婚、離婚による一家の転居
ウ 上記以外に、やむを得ない理由による一家の転居

⑶ 転居した時点に応じて、以下の手続きを終了していること。
ア 本特例を受けようとする参加者は、下記２⑴の場合は転居元、下記２⑵の場合は転居先が属す
る都道府県体育・スポーツ協会及び都道府県競技団体に対し、その旨報告すること。

イ 報告を受けた都道府県体育・スポーツ協会及び都道府県競技団体は、下記２⑴の場合は転居先、
下記２⑵の場合は転居元が属する都道府県体育・スポーツ協会及び都道府県競技団体に対し、そ
の旨報告し了承を得ること。

２ 本特例を受ける当該大会において、参加することができる都道府県は以下のとおりとする。
⑴ 転居した時点において、以下に該当する場合は転居元が属する都道府県から参加することができ
る。
ア 転居先が属する都道府県の代表が既に決定している場合
イ 当該参加者が、転居元が属する都道府県の代表として既に決定している場合
ウ 当該参加者が、転居元が属する都道府県の代表選考過程にある場合

⑵ 転居した時点において、以下に該当する場合は転居先が属する都道府県から参加することができ
る。
ア 転居元が属する都道府県において、当該大会における都道府県代表の選考が開始されていない
場合

別記３ 「 エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」
公益財団法人日本オリンピック委員会が実施する「 エリートアカデミー」に係る選手のうち、下

記１に該当する者については、国民体育大会開催基準要項細則第３項〔国民体育大会開催基準要項第８
項第１号及び第 項第４号（参加資格及び年齢基準等）〕及び別記１「国民体育大会ふるさと選手制度」
に関し、次の２～４の特例を適用する。
１ 対象者
⑴ 少年種別年齢域の選手で エリートアカデミーに在籍する者
⑵ 成年種別年齢域の選手で エリートアカデミーを修了した者、または同アカデミーに在籍す
る者

２ 少年種別年齢域の選手の所属都道府県
本特例第１項－⑴に定める少年種別年齢域の選手は、その所属都道府県について、国民体育大会開

催基準要項細則第３項－⑴－2)‐②に定める「居住地を示す現住所」、「学校教育法第１条に規程する
学校の所在地」、「勤務地」のほか、卒業小学校の所在地が属する都道府県を選択することができる。

－ 24 －



転校への特例
１ 次の内容をすべて満たすことにより、国内移動選手の制限（国民体育大会開催基準要項細則第３項
－⑴－ －③）に抵触しないものとする。
⑴ この特例の対象は、「少年種別」への参加者に限る。
⑵ 本特例を受けることができるのは、一家転住等やむを得ない理由に限ることとする。
なお「一家転住等」とは概ね次のことを言う。
ア 親の転勤による一家の転居
イ 親の結婚、離婚による一家の転居
ウ 上記以外に、やむを得ない理由による一家の転居

⑶ 転居した時点に応じて、以下の手続きを終了していること。
ア 本特例を受けようとする参加者は、下記２⑴の場合は転居元、下記２⑵の場合は転居先が属す
る都道府県体育・スポーツ協会及び都道府県競技団体に対し、その旨報告すること。

イ 報告を受けた都道府県体育・スポーツ協会及び都道府県競技団体は、下記２⑴の場合は転居先、
下記２⑵の場合は転居元が属する都道府県体育・スポーツ協会及び都道府県競技団体に対し、そ
の旨報告し了承を得ること。

２ 本特例を受ける当該大会において、参加することができる都道府県は以下のとおりとする。
⑴ 転居した時点において、以下に該当する場合は転居元が属する都道府県から参加することができ
る。
ア 転居先が属する都道府県の代表が既に決定している場合
イ 当該参加者が、転居元が属する都道府県の代表として既に決定している場合
ウ 当該参加者が、転居元が属する都道府県の代表選考過程にある場合

⑵ 転居した時点において、以下に該当する場合は転居先が属する都道府県から参加することができ
る。
ア 転居元が属する都道府県において、当該大会における都道府県代表の選考が開始されていない
場合

別記３ 「 エリートアカデミーに係る選手の参加資格の特例措置」
公益財団法人日本オリンピック委員会が実施する「 エリートアカデミー」に係る選手のうち、下

記１に該当する者については、国民体育大会開催基準要項細則第３項〔国民体育大会開催基準要項第８
項第１号及び第 項第４号（参加資格及び年齢基準等）〕及び別記１「国民体育大会ふるさと選手制度」
に関し、次の２～４の特例を適用する。
１ 対象者
⑴ 少年種別年齢域の選手で エリートアカデミーに在籍する者
⑵ 成年種別年齢域の選手で エリートアカデミーを修了した者、または同アカデミーに在籍す
る者

２ 少年種別年齢域の選手の所属都道府県
本特例第１項－⑴に定める少年種別年齢域の選手は、その所属都道府県について、国民体育大会開

催基準要項細則第３項－⑴－2)‐②に定める「居住地を示す現住所」、「学校教育法第１条に規程する
学校の所在地」、「勤務地」のほか、卒業小学校の所在地が属する都道府県を選択することができる。

なお、同アカデミーへの入校時において小学生であった場合には、入校する直前まで通学していた
小学校の所在地が属する都道府県を選択することができる。

３ 成年種別年齢域の選手の「ふるさと」
本特例第１項－⑵に定める成年種別年齢域の選手は、別記１「国民体育大会ふるさと選手制度」第

２項に定める卒業小学校、卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都道府県のほか、
同アカデミーでの入校時において小学生であった場合には、入校する直前まで通学していた小学校の
所在地が属する都道府県を「ふるさと」とすることができる。

４ 国内移動選手の制限に係る例外適用
本特例第１項－⑴に定める少年種別年齢域の選手が前回の大会（都道府県大会を含む）と異なる都

道府県から参加する場合、国民体育大会開催基準要項細則第３項－⑴－ －③（国内移動選手の制限）
に抵触しないものとする。
［注］ 本特例第１項－⑵に定める成年種別年齢域の選手については、国民体育大会開催基準要項細

則第３項－⑴－ －③（国内移動選手の制限）の規定に従い取り扱うものとする。

別記４ 「トップアスリートの国民体育大会参加資格の特例措置」
我が国の競技力向上を支援する観点より、一定の競技力を有する選手に対して、「トップアスリー

トの国民体育大会参加資格の特例措置（以下「本特例」という。）」を下記のとおり定める。
１ 特例の対象となる選手

本特例の対象となる選手は、下記の条件のいずれかを満たす者とする。
⑴ 第 回オリンピック競技大会（ 年・東京）に参加した者。
⑵ 年４月 日時点で、下記のいずれかに該当し、各中央競技団体が本特例の対象として認
めた者
ア オリンピック強化指定選手
イ 各競技（種目）における国内ランキング上位 位以内の者
ウ 中央競技団体が定めた強化指定選手
※ 強化指定ランクについては、各競技における全日本選手権大会入賞レベル以上のカテゴリーを
対象とする。

２ 特例の内容
⑴ 予選会の免除

本特例の対象となる選手については、都道府県予選会及びブロック大会を経ずに国民体育大会本
大会に参加することができるものとする。ただし、ブロック大会実施競技種目・種別においては、
当該都道府県代表選手又はチームがブロック大会に参加し、本大会参加枠を獲得している場合とす
る。

⑵ 資格要件（日数要件の緩和）
本特例の対象となる選手が所属都道府県として「居住地を示す現住所」又は「勤務地」を選択す

る場合は、日数に関する要件を定めないこととし、以下のとおりとする。
ア 居住地を示す現住所

次の要件をいずれも満たすものとする。
ｱ 年４月 日以前から大会終了時（ 年 月 日）まで引き続き、住民票記載
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の住所に存する都道府県において生活している実態があり、当該都道府県以外（海外を含む）
において生活している実態がないこと。
なお、生活の実態については、下記要件により判断する。

ａ 自ら所有する住居、又は自らの名義で住居を賃借していること
ｂ 当該住居に生計を一にする家族と共に住んでいること
ｃ 当該住居の水道光熱費など費用を自ら負担していること
ｄ 当該住居に主要な家財道具が存すること

ｲ 合宿、試合等により当該都道府県外で活動を行う場合、当該都道府県を移動の起点としてい
ること。

イ 勤務地
次の要件をいずれも満たすものとする。

ｱ 年４月 日以前から大会終了時（ 年 月 日）まで引き続き、雇用主と雇
用契約を締結した上で、当該都道府県内に存する雇用主の会社や事業所等に現実に通勤し、勤
務していること。

ｲ 当該都道府県内で、競技普及活動等の事業に参加すること。
３ 国内移動選手の制限

本特例の対象となる選手の国内移動選手の制限については、国民体育大会開催基準要項細則第
３項－⑴－ －③のとおりとする。

別記５ 「東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」
１ 特例の対象となる被災地域都道府県

震災による被害状況及び影響等を総合的に勘案し、青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県、千
葉県の６県を本特例の適用対象となる被災地域都道府県（以下「特例対象県」という。）とする。
なお、特例対象県以外の都道府県において対応が必要となった場合は、個別に取り扱うこととする。

２ 特例の内容
⑴ 特例対象県を所属都道府県とする場合の要件緩和

以下の選手及び監督は、「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務地」の各要件を満たし
ていなくとも、当該特例対象県から参加することができる。
【特例の対象者】
被災地域からの避難等、災害の影響によるやむを得ない事情によって、当該特例対象県における

「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務地」の各要件を満たすことができなくなった者。
ただし、以下の事項のいずれにも該当していること。
ア 年３月 日（震災発生時）時点において、当該特例対象県内に居住又は勤務していた
者。もしくは当該特例対象県内の「学校教育法」第１条に規定する学校に在籍していた者である
こと。

イ 災害が発生しなかったと仮定した場合、 年４月 日以前から大会終了時（ 年
月 日）まで継続して当該特例対象県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務地」
とする要件を満たしていたと合理的に推測される者であること。

⑵ 避難等による移動先の都道府県を所属都道府県とする場合の要件緩和
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の住所に存する都道府県において生活している実態があり、当該都道府県以外（海外を含む）
において生活している実態がないこと。
なお、生活の実態については、下記要件により判断する。

ａ 自ら所有する住居、又は自らの名義で住居を賃借していること
ｂ 当該住居に生計を一にする家族と共に住んでいること
ｃ 当該住居の水道光熱費など費用を自ら負担していること
ｄ 当該住居に主要な家財道具が存すること

ｲ 合宿、試合等により当該都道府県外で活動を行う場合、当該都道府県を移動の起点としてい
ること。

イ 勤務地
次の要件をいずれも満たすものとする。

ｱ 年４月 日以前から大会終了時（ 年 月 日）まで引き続き、雇用主と雇
用契約を締結した上で、当該都道府県内に存する雇用主の会社や事業所等に現実に通勤し、勤
務していること。

ｲ 当該都道府県内で、競技普及活動等の事業に参加すること。
３ 国内移動選手の制限

本特例の対象となる選手の国内移動選手の制限については、国民体育大会開催基準要項細則第
３項－⑴－ －③のとおりとする。

別記５ 「東日本大震災に係る選手及び監督の国民体育大会参加資格の特例措置」
１ 特例の対象となる被災地域都道府県

震災による被害状況及び影響等を総合的に勘案し、青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県、千
葉県の６県を本特例の適用対象となる被災地域都道府県（以下「特例対象県」という。）とする。
なお、特例対象県以外の都道府県において対応が必要となった場合は、個別に取り扱うこととする。

２ 特例の内容
⑴ 特例対象県を所属都道府県とする場合の要件緩和

以下の選手及び監督は、「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務地」の各要件を満たし
ていなくとも、当該特例対象県から参加することができる。
【特例の対象者】
被災地域からの避難等、災害の影響によるやむを得ない事情によって、当該特例対象県における

「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務地」の各要件を満たすことができなくなった者。
ただし、以下の事項のいずれにも該当していること。
ア 年３月 日（震災発生時）時点において、当該特例対象県内に居住又は勤務していた
者。もしくは当該特例対象県内の「学校教育法」第１条に規定する学校に在籍していた者である
こと。

イ 災害が発生しなかったと仮定した場合、 年４月 日以前から大会終了時（ 年
月 日）まで継続して当該特例対象県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務地」
とする要件を満たしていたと合理的に推測される者であること。

⑵ 避難等による移動先の都道府県を所属都道府県とする場合の要件緩和

ア 被災地域からの避難等により、当該特例対象県と異なる都道府県に移動した以下の選手及び監
督については、移動先の都道府県から参加することができる。

なお、この場合、第 回及び第 回大会に当該特例対象県から参加していても、国民体育
大会開催基準要項細則第３項－⑴－ －③（国内移動選手の制限）には抵触しないものとする。

【特例の対象者】
被災地域からの避難等、災害の影響によるやむを得ない事情によって、当該特例対象県から移動

せざるを得なかった者。
ただし、以下の事項のいずれにも該当していること。

ｱ 年３月 日時点において、当該特例対象県内に居住又は勤務していた者。もしくは当
該特例対象県内の「学校教育法」第１条に規定する学校に在籍していた者であること。

ｲ 移動先の都道府県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務地」とする要件を満
たしていること。

なお、移動が生じた時期が 年４月 日以降の場合は、移動先の都道府県の予選会開始
までに要件を満たしていることとする。

注 「居住地を示す現住所」及び「学校所在地」として参加を希望する者については、当該
自治体への住所に関する届出又は学籍に係る要件を満たしていなくとも、それに準ずる公
的な証明書類を提出でき、かつ移動先の都道府県に居住あるいは通学している実態を有し
ていると日本スポーツ協会が認めた場合、移動先の都道府県から出場することができる。

イ 本項アを適用して避難等による移動先の都道府県から第 回大会または 年開催の特別
大会に参加した者が、第 回大会において、以下のような震災にかかる理由により再度都道府
県を移動して参加する場合は、国民体育大会開催基準要項細則第３項－⑴－ －③（国内移動選
手の制限）には抵触しないものとする。
＜例＞ ○ 避難先を離れ、当該特例対象県に戻る場合

○ 避難先を離れ、他の都道府県を「居住地を示す現住所」、「学校所在地」又は「勤務地」
とする場合

○ 他の都道府県に避難先を移す場合
⑶ 避難等による移動先の属する都道府県において学校を卒業した場合の「ふるさと」選択要件の緩

和
避難等による移動先の属する都道府県において小学校、中学校または高等学校を卒業した者が、

成年種別年齢域に達した際、「国民体育大会ふるさと選手制度」を活用して参加する場合、以下のい
ずれかを「ふるさと」として登録することができる。
ア 卒業小学校、卒業中学校または卒業高等学校の所在地
イ 災害の発生した時点で在籍していた小学校、中学校または高等学校の所在地

なお、本特例を適用して上記イの学校所在地を「ふるさと」登録した場合についても、卒業小
学校、卒業中学校または卒業高等学校の所在地を「ふるさと」とする場合と同様、一度登録した
「ふるさと」は変更できない。

【特例の対象者】
年度から 年度（小学校は 年度）までに、避難等による移動先の属する都道府県

において小学校、中学校または高等学校を卒業した者。
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の�和�難等による���の属する都道府県において�学校、中学校または�等学校を卒業し

た者が、成年種別年齢域に�した�、「国民体育大会ふるさと選手制度」を活用して参加する

場合、以�のいずれかを「ふるさと」として��することができる。 

ア  卒業�学校、卒業中学校または卒業�等学校の所在� 

イ  災�の発生した時点で在籍していた�学校、中学校または�等学校の所在� 

なお、本特例を適用して上記イの学校所在�を「ふるさと」��した場合についても、卒業

�学校、卒業中学校または卒業�等学校の所在�を「ふるさと」とする場合と同�、一度��

した「ふるさと」は��できない。 

【特例の��者】 

2011 年度から 2012 年度（�学校は 2015 年度）までに、�難等による���の属する都道

府県において�学校、中学校または�等学校を卒業した者。 

　

競技別実施要項

夏　季　大　会





（１）カヌー競技

１ 期 日 カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター 令和５年５月２８日（日）

カヌースプリント 令和５年７月１６日（日）

２ 会 場 大分県豊後大野市、豊後高田市

（１）競技会場 ・ カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター

：大分県豊後大野市 リバーパーク犬飼特設カヌーコース

・ カヌースプリント ：大分県豊後高田市 豊後高田市真玉Ｂ＆Ｇ海洋センターカヌー場

（２）練習会場 ・ 同 上

３ 種別及び参加人員

● カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター

種 別 種 目 監督
小計

監督
選手

参加

県数

小計

選手
合計

本大会

代表数

成 年 男 子

スラロームカヤックシングル

１ ７

１ ７ ７

４９

４

スラロームカナディアンシングル １ ７ ７ １

ワイルドウォーターカヤックシングル １ ７ ７ １

成 年 女 子

スラロームカヤックシングル １ ７ ７ ３

スラロームカナディアンシングル １ ７ ７ １

ワイルドウォーターカヤックシングル １ ７ ７ １

● カヌースプリント

種 別 種 目 監督
小計

監督
選手 参加県数

小計

選手
合計

本大会

代表数

成年男子
カ ヤ ッ ク シ ン グ ル

１ ７

１ ７

２８

１３３

４

カナディアンシングル １ ７ ４

成年女子
カ ヤ ッ ク シ ン グ ル １ ７ ３

カナディアンシングル １ ７ １

少年男子

カ ヤ ッ ク シ ン グ ル

１ ７

１ ７

９１

４

カ ヤ ッ ク ペ ア ２ ７ ２

カナディアンシングル １ ７ ４

カ ナ デ ィ ア ン ペ ア ２ ７ ２

少年女子

カ ヤ ッ ク シ ン グ ル １ ７ ４

カ ヤ ッ ク ペ ア ２ ７ ２

カ ヤ ッ ク フ ォ ア ４ ７ ２

種 別 種 目 ５月２８日（日）

成年男子 カヌースラローム・

カヌーワイルドウォーター
決 勝

成年女子

種 別 種 目 ７月１６日（日）

成年男子

カヌースプリント 決 勝
成年女子

少年男子

少年女子
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４ 競技上の規程及び方法

（１）競技上の規程 レース運営は（公社）日本カヌー連盟競技規則による。

（２）競技方法 ※特別国民体育大会実施要項を参照

・ カヌースラローム（１５～２５ゲート）

・ カヌーワイルドウォーター（１５００ｍ）

・ カヌースプリント（５００ｍ

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１）連盟賛助会員Ａ登録者であること。

（２）出場は１人１種目までとする。

（３）カヌースプリント種目の少年種別に参加できる選手には、２００８年４月２日から２００９年４月１日

までの間に生まれた中学３年生を含むものとする。

カヌースラローム及びカヌーワイルドウォーター 成年男子種別・成年女子種別 に参加できる選手には、

中学３年生を含む２００９年４月１日以前に生まれたものとする。

（４）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認カヌーコーチ１、公認

カヌーコーチ２、または公認カヌーコーチ３、公認カヌーコーチ４のいずれかの資格を有する者である

こと。

（５）成年選手は監督を兼任することができる。カヌースプリント種目とカヌースラローム種目及びカヌーワ

イルドウォーター種目の監督を兼任することはできない。

６ 表 彰

各種目の第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込受付窓口）へアクセスし、必要項目を入力の上、当該県ス

ポーツ協会を通じて、指定した期日までに申込手続きを完了すること。

・カヌースラローム・ワイルドウォーター 令和５年５月 ２日（火）

・カヌースプリント 令和５年６月２３日（金）

（２）申込後の選手の交代等

参加申込締切り後の選手変更は、疾病，傷害等特別な場合に限り認め、大会総則１０（３）の手続きに

より届け出ることとし、締切りは監督会議開催前までとする。

８ 参加上の注意

用艇及び配艇

（１）カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター

（公社）日本カヌー連盟の検艇を経た参加県の持ち込み艇とする。

※公式練習は，５月２７日（土）１５時３０分までとする。これ以降はコースを閉鎖し、違反者は

失格とする。

（２）カヌースプリント

（公社）日本カヌー連盟の検艇を経た参加県の持ち込み艇とする。

※少年のレースに使用するライフジャケットは，参加県の持ち込みとする。

※公式練習は、７月１５日（土）１７時までとする。

９ 熱中症対策について

こまめに水分補給をする。なお、随時、注意喚起のアナウンスを行う。
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４ 競技上の規程及び方法

（１）競技上の規程 レース運営は（公社）日本カヌー連盟競技規則による。

（２）競技方法 ※特別国民体育大会実施要項を参照

・ カヌースラローム（１５～２５ゲート）

・ カヌーワイルドウォーター（１５００ｍ）

・ カヌースプリント（５００ｍ

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１）連盟賛助会員Ａ登録者であること。

（２）出場は１人１種目までとする。

（３）カヌースプリント種目の少年種別に参加できる選手には、２００８年４月２日から２００９年４月１日

までの間に生まれた中学３年生を含むものとする。

カヌースラローム及びカヌーワイルドウォーター 成年男子種別・成年女子種別 に参加できる選手には、

中学３年生を含む２００９年４月１日以前に生まれたものとする。

（４）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認カヌーコーチ１、公認

カヌーコーチ２、または公認カヌーコーチ３、公認カヌーコーチ４のいずれかの資格を有する者である

こと。

（５）成年選手は監督を兼任することができる。カヌースプリント種目とカヌースラローム種目及びカヌーワ

イルドウォーター種目の監督を兼任することはできない。

６ 表 彰

各種目の第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込受付窓口）へアクセスし、必要項目を入力の上、当該県ス

ポーツ協会を通じて、指定した期日までに申込手続きを完了すること。

・カヌースラローム・ワイルドウォーター 令和５年５月 ２日（火）

・カヌースプリント 令和５年６月２３日（金）

（２）申込後の選手の交代等

参加申込締切り後の選手変更は、疾病，傷害等特別な場合に限り認め、大会総則１０（３）の手続きに

より届け出ることとし、締切りは監督会議開催前までとする。

８ 参加上の注意

用艇及び配艇

（１）カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター

（公社）日本カヌー連盟の検艇を経た参加県の持ち込み艇とする。

※公式練習は，５月２７日（土）１５時３０分までとする。これ以降はコースを閉鎖し、違反者は

失格とする。

（２）カヌースプリント

（公社）日本カヌー連盟の検艇を経た参加県の持ち込み艇とする。

※少年のレースに使用するライフジャケットは，参加県の持ち込みとする。

※公式練習は、７月１５日（土）１７時までとする。

９ 熱中症対策について

こまめに水分補給をする。なお、随時、注意喚起のアナウンスを行う。

１０ そ の 他

● カヌースラローム・カヌーワイルドウォーター

（１） 検 艇

・ 日 時 令和５年５月２７日（土） １３：００～１５：３０

・ 会 場 リバーパーク犬飼特設カヌーコース（競技本部横）

（２） 監督会議

・ 日 時 令和５年５月２７日（土） １６：００～１７：００

・ 会 場 リバーパーク犬飼カヌー艇庫

（３） 開始式

・ 日 時 令和５年５月２８日（日） ９：００～９：３０

・ 会 場 リバーパーク犬飼特設カヌーコース（競技本部前）

● カヌースプリント

（１） 検 艇

・ 日 時 令和５年７月１５日（土） １３：００～１６：００

・ 会 場 豊後高田市真玉カヌー場（検艇所）

（２） 監督会議

・ 日 時 令和５年７月１５日（土） １６：００～１７：００

・ 会 場 豊後高田市真玉カヌー場艇庫（管理棟２階多目的室）

（３） 開始式

・ 日 時 令和５年７月１６日（日） ９：００～９：３０

・ 会 場 豊後高田市真玉カヌー場（管理棟前）
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（２）水泳競技

１ 期 日 ・水 球 令和５年８月１１日（金）～１３日（日）

・アーティスティックスイミング 令和５年６月２５日（日）

●水球日程

種 別 ８月１１日（金） ８月１２日（土） ８月１３日（日）

少年男子 １・２回戦・敗者復活戦
敗者復活戦・決勝

３位（代表）決定戦
―

女子 ― １回戦 準決勝・決勝

●アーティスティックスイミング日程

種 別 種 目 ６月２５日（日）

少年女子 デュエット テクニカルルーティン・フリールーティン競技

２ 会 場 大分市・別府市

（１）競技会場 ・ 水 球 ：大分県立大分商業高等学校プール

・ アーティスティックスイミング：別府市営青山プール

（２）練習会場 ・ 水 球 ：大分県立大分舞鶴高等学校プール

・ アーティスティックスイミング：別府市営青山プール

３ 種別及び参加人員

●水 球

種 別 監 督 選 手 参加県数 参加人員 本大会代表数

少年男子 １ １１ ７ ８４ ３

女子 １ １１ ７ ８４ １

●アーティスティックスイミング

種 別 種 目 監 督 選 手 参加県数 参加人員 本大会代表数

少年女子 デュエット １ ２ ７ ２１ １

４ 競技上の規程及び方法

●水 球

（１）（公財）日本水泳連盟水球競技規則による。

（２）競技方法

＊少年男子

ア 全試合トーナメントで行い、敗者復活戦・３位決定戦も行う。

イ 前年度のブロック予選上位４県をシードする。

＊女 子

ア 全試合トーナメントで行う。

イ 前年度のブロック予選上位２県をシードする。

●アーティスティックスイミング

（１）（公財）日本水泳連盟アーティスティックスイミング競技規則による。

（２）競技方法

ア テクニカルルーティン競技

特別国民体育大会実施要項のとおり

イ フリールーティン競技

特別国民体育大会実施要項のとおり
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５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほかに次による。

（１）選手は２０２３年度（公財）日本水泳連盟競技者登録を完了したものであること。

（２）監督は（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認水泳コーチ１、公認

水泳コーチ２、公認水泳コーチ３、公認水泳コーチ４、または、公認水泳教師、公認水泳上級

教師のいずれかの資格を有するものとする。

６ 表 彰

第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

●水 球

（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込受付窓口）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２１日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２）申し込み後の選手の交代は、特別な事情がない限り認めない。なお、特別な事情で選手を交代

する場合は、監督会議の前日までに、大分県実行委員会及び大分県水泳連盟あて所定の様式で

届けなければならない。

（３）申込時に補欠登録選手４名を認める。

●アーティスティックスイミング

（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込受付窓口）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年６月２日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２）（公財）日本水泳連盟所定のフリールーティン用紙（４通複写）・テクニカルルーティン用紙

（４通複写）・コーチカードを作成し、上記参加申込書と同時に送付すること。

（３）申込時に補欠登録選手１名を認める。

（４）選手の氏名等の個人情報は２０２３年度において（公財）日本水泳連盟に登録した情報と同じ

ものであること。

８ 参加上の注意

（１）大会期間中、役員・監督・選手は参加章を着用しなければならない。

（２）各県監督・選手は競技に際し、所属県名を明示しなければならない。

（３）健康診断は、事前に全選手に実施しておくこと。

９ 熱中症対策について

（１）注意喚起の掲示、放送を行う。

（２）審判員・競技役員に対する飲料提供を行う。

（３）避暑用教室を設け選手等の体調管理を行う。

１０ その他

（１）監督会議

●水 球

＊少年男子

・ 日 時 令和５年８月１０日（木） １５：００～１６：００

・ 会 場 大分県立大分商業高等学校内 会議室

＊女子

・ 日 時 令和５年８月１１日（金） １５：００～１６：００

・ 会 場 大分県立大分商業高等学校内 会議室

●アーティスティックスイミング

・ 日 時 令和５年６月２４日（土） １２：００～１２：３０

・ 会 場 別府市営青山プール 会議室

（２）水泳競技

１ 期 日 ・水 球 令和５年８月１１日（金）～１３日（日）

・アーティスティックスイミング 令和５年６月２５日（日）

●水球日程

種 別 ８月１１日（金） ８月１２日（土） ８月１３日（日）

少年男子 １・２回戦・敗者復活戦
敗者復活戦・決勝

３位（代表）決定戦
―

女子 ― １回戦 準決勝・決勝

●アーティスティックスイミング日程

種 別 種 目 ６月２５日（日）

少年女子 デュエット テクニカルルーティン・フリールーティン競技

２ 会 場 大分市・別府市

（１）競技会場 ・ 水 球 ：大分県立大分商業高等学校プール

・ アーティスティックスイミング：別府市営青山プール

（２）練習会場 ・ 水 球 ：大分県立大分舞鶴高等学校プール

・ アーティスティックスイミング：別府市営青山プール

３ 種別及び参加人員

●水 球

種 別 監 督 選 手 参加県数 参加人員 本大会代表数

少年男子 １ １１ ７ ８４ ３

女子 １ １１ ７ ８４ １

●アーティスティックスイミング

種 別 種 目 監 督 選 手 参加県数 参加人員 本大会代表数

少年女子 デュエット １ ２ ７ ２１ １

４ 競技上の規程及び方法

●水 球

（１）（公財）日本水泳連盟水球競技規則による。

（２）競技方法

＊少年男子

ア 全試合トーナメントで行い、敗者復活戦・３位決定戦も行う。

イ 前年度のブロック予選上位４県をシードする。

＊女 子

ア 全試合トーナメントで行う。

イ 前年度のブロック予選上位２県をシードする。

●アーティスティックスイミング

（１）（公財）日本水泳連盟アーティスティックスイミング競技規則による。

（２）競技方法

ア テクニカルルーティン競技

特別国民体育大会実施要項のとおり

イ フリールーティン競技

特別国民体育大会実施要項のとおり
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（２）開 始 式

●水 球

＊少年男子

・ 実施しない。

＊女子

・ 実施しない。

●アーティスティックスイミング

・ 実施しない

（３）表 彰 式

●水 球

＊少年男子

・ 実施しない。

＊女子

・ 実施しない。

●アーティスティックスイミング

・ 実施しない。
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（３）体操競技

１ 期 日 トランポリン：令和５年７月１１日（火）

新 体 操：令和５年７月１３日（木）・１４日（金）

競 技：令和５年７月１６日（日）

種 別 種 目 ７月１０日（月） ７月１１日（火）

男 子 トランポリン 公式練習 開始式・自由

女 子 トランポリン 公式練習 開始式・自由

種 別 種 目 ７月１２日（水） ７月１３日（木） ７月１４日（金）

少年女子 新体操 公式練習 開始式・個人 団 体

種 別 種 目 ７月１５日（土） ７月１６日（日）

成年男子 競 技 公式練習 自 由

成年女子 競 技 公式練習 自 由

少年男子 競 技 公式練習 開始式・自由

少年女子 競 技 公式練習 開始式・自由

２ 会 場 大分市

（１）競技会場

・トランポリン：サイクルショップコダマ大洲アリーナ メインアリーナ

・新 体 操 ：同 上

・競 技 ：同 上

（２）練習会場

・トランポリン：サイクルショップコダマ大洲アリーナメインアリーナ

・新 体 操 ：大分県身体障害者福祉センター体育室

・競 技 ：サイクルショップコダマ大洲アリーナメインアリーナ

３ 種別及び参加人数

種 別 種 目 監督
小 計

監督
選 手

参加

県数

小 計

選手
合 計

本大会

代表数

男子 トランポリン
１ ７

１ ７ ７

２３１

３

女子 トランポリン １ ７ ７ ３

少年女子 新体操 １ ７ ５ ７ ３５ ４

成年男子 競 技 １ ７ ５ ７ ３５ ２

成年女子 競 技 １ ７ ５ ７ ３５ １

少年男子 競 技 １ ７ ５ ７ ３５ ４

少年女子 競 技 １ ７ ５ ７ ３５ ４

※成年選手は監督を兼任することができる

４ 競技上の規程及び方法

（１）公益財団法人日本体操協会制定の競技規則による。

（２）新体操の競技方法

（２）開 始 式

●水 球

＊少年男子

・ 実施しない。

＊女子

・ 実施しない。

●アーティスティックスイミング

・ 実施しない

（３）表 彰 式

●水 球

＊少年男子

・ 実施しない。

＊女子

・ 実施しない。

●アーティスティックスイミング

・ 実施しない。
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適用ルールについては、別途、公益財団法人日本体操協会から都道府県協会に通達する。

ア 競技内容

・団体競技（２０２３年度全国高校総体で採用された種目と同一とする。）

・個人競技（フープ・ボール・クラブ・リボン）

成績順位は、団体競技の得点及び個人競技の得点（４種目４演技×１／４）の合計得点に

よって決める。

イ 団体競技について

・各県ごとに団体を編成し、演技者は５名とする。

ウ 個人競技について

・個人競技の演技者として、団体５名のうちから４名だけが出場できる。

（３）トランポリンの競技方法

（１）公益財団法人日本体操協会制定の競技規則及び採点規則による。

（２）競技方法（男女共通）

ア 競技内容

・男女とも成年・少年はそれぞれ共通とし、個人競技で行う。

・第１自由演技と第２自由演技を行い２つの合計得点により順位を決定する。

※国体ブロック予選はこの試技結果で決定する。

※九州トランポリン競技選手権はこの試技を予選とし、１～８位までの選手が決勝に

進出し、リフレッシュスタートにて決勝自由演技を実施する。

イ 第１自由演技について

・演技得点（Ｅスコア）＋跳躍時間点（Ｔスコア）＋移動減点（Ｈスコア）の３つの合計が

第１自由演技の得点となる。

【特別要求】

演技は１０種目の異なった種目で構成し、「前方の２７０度以上の宙返り」と「後方の２７０

度以上の宙返り」をそれぞれ１回以上行わなければならない。これらの要求種目が欠如した

場合は、合計点から２．０の減点がなされる。

（注）「よつんばい落ち」と「膝落ち」は実施種目には認められず、これを実施した時点で演技

は中断となる。

ウ 第２自由演技及び決勝自由演技について

・１０種目を自由に構成し、演技得点（Ｅスコア）＋難易度（Ｄスコア）＋跳躍時間点

（Ｔスコア）＋移動減点（Ｈスコア）の４つの合計が第２自由演技の得点となる。

エ 器具について

・国際体操連盟公認トランポリン器具（ユーロトランプ４ｍｍ×４ｍｍ）１台を使用する。

（４）体操競技の競技方法

成年男女及び少年男女ともに１チームの選手は５名とする。（５－５－４方式）

ア 成 年（団体総合競技）

男子は、ゆか、あん馬、つり輪、跳馬、平行棒、鉄棒の６種目の自由演技を行う。成績順

位は、６種目の各種目ベスト４の得点総合計によって決定する。

女子は、跳馬、段違い平行棒、平均台、ゆかの４種目の自由演技を行う。成績順位は、４

種目の各種目ベスト４の得点総合計によって決定する。

なお、成年男女の詳細な適用ルールについては、別途、公益財団法人日本体操協会から都

道府県協会に通達する。
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イ 少 年（団体総合競技）

男子は、ゆか、あん馬、つり輪、跳馬、平行棒、鉄棒の６種目の自由演技を行う。成績順

位は、６種目の各種目ベスト４の得点総合計によって決定する。

女子は、跳馬、段違い平行棒、平均台、ゆかの４種目の自由演技を行う。成績順位は、４

種目の各種目ベスト４の得点総合計によって決定する。

なお、少年男女の詳細な適用ルールについては、別途、公益財団法人日本体操協会から都

道府県協会に通達する。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１）競技種別などを重複して出場することはできない。なお、少年（競技）種別に参加できる選手

には、２００８年４月２日から２００９年４月１日までの間に生まれた中学３年生を含むもの

とする。

（２）監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認体操コーチ３（体操

競技・新体操・トランポリン）、または、公認体操コーチ４（体操競技・新体操）のいずれかの

資格を有するものであること。

（平成２７年度まで認められていた年度内終了予定者の特例は認められない。）

６ 表 彰

各種別、団体総合３位までを表彰する。ただし、表彰式は行わずに後日、各県協会宛に賞状ならび

にメダル等を郵送します。

７ 参加申込方法

所定の ページ（国民体育大会参加申込受付窓口）へアクセスし、必要事項を入力の上、当該県

スポーツ協会を通じて、指定した期日までに申込手続きを完了すること。

・トランポリン：令和５年６月１６日（金）

・新 体 操：令和５年６月１６日（金）

・競 技：令和５年６月２３日（金）

８ 選手の最終決定

（１）参加申込締切後の選手交代は、特別な事情がない限り認めない。なお特別な事情で選手を交代す

る場合は、所定の交代届を下記期日までに大分県実行委員会と大分県体操協会へ提出すること。

なお、新体操の選手については、選手と予備登録選手との交代とする。

・提出期限

トランポリン 令和５年７月１０日（月）監督会議まで

新体操 令和５年７月１２日（水）監督会議まで

競 技 令和５年７月１５日（土）監督会議まで

（２）各県の監督は、出場選手の確定名簿を監督会議開始前までに監督会議受付に提出すること。

（３）メンバーの最終決定は、新体操・トランポリン・競技それぞれの監督会議で行われる。

（４）新体操の交代要員は、申込時に予備登録をすること。（２名まで登録可能）

競技は各種別２名、トランポリンは各種別１名まで予備登録ができる。

適用ルールについては、別途、公益財団法人日本体操協会から都道府県協会に通達する。

ア 競技内容

・団体競技（２０２３年度全国高校総体で採用された種目と同一とする。）

・個人競技（フープ・ボール・クラブ・リボン）

成績順位は、団体競技の得点及び個人競技の得点（４種目４演技×１／４）の合計得点に

よって決める。

イ 団体競技について

・各県ごとに団体を編成し、演技者は５名とする。

ウ 個人競技について

・個人競技の演技者として、団体５名のうちから４名だけが出場できる。

（３）トランポリンの競技方法

（１）公益財団法人日本体操協会制定の競技規則及び採点規則による。

（２）競技方法（男女共通）

ア 競技内容

・男女とも成年・少年はそれぞれ共通とし、個人競技で行う。

・第１自由演技と第２自由演技を行い２つの合計得点により順位を決定する。

※国体ブロック予選はこの試技結果で決定する。

※九州トランポリン競技選手権はこの試技を予選とし、１～８位までの選手が決勝に

進出し、リフレッシュスタートにて決勝自由演技を実施する。

イ 第１自由演技について

・演技得点（Ｅスコア）＋跳躍時間点（Ｔスコア）＋移動減点（Ｈスコア）の３つの合計が

第１自由演技の得点となる。

【特別要求】

演技は１０種目の異なった種目で構成し、「前方の２７０度以上の宙返り」と「後方の２７０

度以上の宙返り」をそれぞれ１回以上行わなければならない。これらの要求種目が欠如した

場合は、合計点から２．０の減点がなされる。

（注）「よつんばい落ち」と「膝落ち」は実施種目には認められず、これを実施した時点で演技

は中断となる。

ウ 第２自由演技及び決勝自由演技について

・１０種目を自由に構成し、演技得点（Ｅスコア）＋難易度（Ｄスコア）＋跳躍時間点

（Ｔスコア）＋移動減点（Ｈスコア）の４つの合計が第２自由演技の得点となる。

エ 器具について

・国際体操連盟公認トランポリン器具（ユーロトランプ４ｍｍ×４ｍｍ）１台を使用する。

（４）体操競技の競技方法

成年男女及び少年男女ともに１チームの選手は５名とする。（５－５－４方式）

ア 成 年（団体総合競技）

男子は、ゆか、あん馬、つり輪、跳馬、平行棒、鉄棒の６種目の自由演技を行う。成績順

位は、６種目の各種目ベスト４の得点総合計によって決定する。

女子は、跳馬、段違い平行棒、平均台、ゆかの４種目の自由演技を行う。成績順位は、４

種目の各種目ベスト４の得点総合計によって決定する。

なお、成年男女の詳細な適用ルールについては、別途、公益財団法人日本体操協会から都

道府県協会に通達する。
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９ 参加上の注意

（１）各県派遣審判について

九州体操協会資料（令和５年３月５日九州理事会決定）に記載されている審判編成表による。

（２）体操競技に出場する選手は、下記の背番号を各県で用意すること。

背番号の寸法（縦１３ｃｍ×横１８ｃｍ）・字（男子は黒色・女子は赤色）

福岡県 １～５ 佐賀県 ６～ 長崎県 ～ 熊本県 ～

大分県 ～ 宮崎県 ～ 鹿児島県 ～ 沖縄県 ～

（３）各県の選手のユニフォームには、県マークを統一して付けること。

（４）プレーヤーは大会側で準備したものを使用し、 （ ）は各県で準備すること。

１０ 熱中症対策について

サイクルショップコダマ大洲アリーナの競技場内はエアコンを使用する。競技場外の場所に

ついては、熱中症予防対策を十分にとること。（こまめな水分補給等）。

１１ その他

諸 会 議 新体操・トランポリン 競技

審判会議

ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ 令和５年７月１０日（月）

時間：１５：００

場所：ｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟｺﾀﾞﾏ大洲ｱﾘｰﾅ

（会議室）

新体操 令和５年７月１２日（水）

時間：１４：００

場所：ｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟｺﾀﾞﾏ大洲ｱﾘｰﾅ

（会議室）

令和５年７月１５日（土）

時間：１４：００

場所：ｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟｺﾀﾞﾏ大洲ｱﾘｰﾅ

（会議室）

監督会議

ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ 令和５年７月１０日（月）

時間：１５：３０

場所：ｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟｺﾀﾞﾏ大洲ｱﾘｰﾅ

（会議室）

新体操 令和５年７月１２日（水）

時間：１６：００

場所：ｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟｺﾀﾞﾏ大洲ｱﾘｰﾅ

（会議室）

令和５年７月１５日（土）

時間：１６：００

場所：ｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟｺﾀﾞﾏ大洲ｱﾘｰﾅ

（会議室）

開 始 式

ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ 令和５年７月１１日（火）

時間：個人競技開始前

場所：ｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟｺﾀﾞﾏ大洲ｱﾘｰﾅ

（メインアリーナ）

新体操 令和５年７月１３日（木）

時間：予選開始前

場所：ｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟｺﾀﾞﾏ大洲ｱﾘｰﾅ

（メインアリーナ）

令和５年７月１６日（日）

時間：少年競技公式練習開始前

場所：ｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟｺﾀﾞﾏ大洲ｱﾘｰﾅ

（メインアリーナ）

九州理事会

令和５年７月１５日（土）

時間：１８：００

場所：大分市内のホテルで調整中
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（４）テニス競技

１ 期 日 令和５年７月１５日（土）・１６日（日）

種 別 ７月１４日（金） ７月１５日（土） ７月１６日（日）

成年男子

（練習日）

１０：００

～１７：００

１回戦・準決勝

ﾌｨｰﾄﾞｲﾝｺﾝｿﾚｰｼｮﾝ１回戦

決勝

ﾌｨｰﾄﾞｲﾝｺﾝｿﾚｰｼｮﾝ 決定戦

成年女子

（練習日）

１０：００

～１７：００

１回戦・準決勝

ﾌｨｰﾄﾞｲﾝｺﾝｿﾚｰｼｮﾝ１回戦

決勝

ﾌｨｰﾄﾞｲﾝｺﾝｿﾚｰｼｮﾝ 決定戦

２ 会 場 大分市

（１） 競技会場 大分スポーツ公園レゾナックテニスコート 砂入り人工芝

（２） 練習会場 同 上 練習コート配置は会場本部で確認のこと

３ 種別及び参加人員

種 別 監督 選手 参加県数 小 計 計 本大会代表数

成年男子 １
または １

２ ７ １４～２１
２８～４２

５

成年女子 １ ２ ７ １４～２１ ５

４ 競技上の規程及び方法

ア 競技規則は、（公財）日本テニス協会発行「ＪＴＡテニスルールブック２０２３」を適用する。

イ 使用ボールは、（公財）日本テニス協会公認ボールとする。

ウ 競技は、各種別それぞれ３ポイント 単２・複１ とし、その勝敗は獲得したポイント数の多少

によって決める。

エ 試合は全て８ゲームプロセット、ノーアドバンテージ方式とする。

オ エンド交替 ９０秒

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１）選手について

・（公財）日本テニス協会の登録選手（一般、プロフェッショナル）若しくは、都道府県テニス

協会及び傘下組織に登録した選手であること。

（２） 監督について

・監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認テニスコーチ２、

公認テニスコーチ３、公認テニスコーチ４、公認テニス教師、公認テニス上級教師のいずれ

かの資格を有する者であること。 教師はＪＰＴＡ資格保有者も含む。

９ 参加上の注意

（１）各県派遣審判について

九州体操協会資料（令和５年３月５日九州理事会決定）に記載されている審判編成表による。

（２）体操競技に出場する選手は、下記の背番号を各県で用意すること。

背番号の寸法（縦１３ｃｍ×横１８ｃｍ）・字（男子は黒色・女子は赤色）

福岡県 １～５ 佐賀県 ６～ 長崎県 ～ 熊本県 ～

大分県 ～ 宮崎県 ～ 鹿児島県 ～ 沖縄県 ～

（３）各県の選手のユニフォームには、県マークを統一して付けること。

（４）プレーヤーは大会側で準備したものを使用し、 （ ）は各県で準備すること。

１０ 熱中症対策について

サイクルショップコダマ大洲アリーナの競技場内はエアコンを使用する。競技場外の場所に

ついては、熱中症予防対策を十分にとること。（こまめな水分補給等）。

１１ その他

諸 会 議 新体操・トランポリン 競技

審判会議

ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ 令和５年７月１０日（月）

時間：１５：００

場所：ｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟｺﾀﾞﾏ大洲ｱﾘｰﾅ

（会議室）

新体操 令和５年７月１２日（水）

時間：１４：００

場所：ｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟｺﾀﾞﾏ大洲ｱﾘｰﾅ

（会議室）

令和５年７月１５日（土）

時間：１４：００

場所：ｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟｺﾀﾞﾏ大洲ｱﾘｰﾅ

（会議室）

監督会議

ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ 令和５年７月１０日（月）

時間：１５：３０

場所：ｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟｺﾀﾞﾏ大洲ｱﾘｰﾅ

（会議室）

新体操 令和５年７月１２日（水）

時間：１６：００

場所：ｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟｺﾀﾞﾏ大洲ｱﾘｰﾅ

（会議室）

令和５年７月１５日（土）

時間：１６：００

場所：ｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟｺﾀﾞﾏ大洲ｱﾘｰﾅ

（会議室）

開 始 式

ﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝ 令和５年７月１１日（火）

時間：個人競技開始前

場所：ｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟｺﾀﾞﾏ大洲ｱﾘｰﾅ

（メインアリーナ）

新体操 令和５年７月１３日（木）

時間：予選開始前

場所：ｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟｺﾀﾞﾏ大洲ｱﾘｰﾅ

（メインアリーナ）

令和５年７月１６日（日）

時間：少年競技公式練習開始前

場所：ｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟｺﾀﾞﾏ大洲ｱﾘｰﾅ

（メインアリーナ）

九州理事会

令和５年７月１５日（土）

時間：１８：００

場所：大分市内のホテルで調整中
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・選手との兼任は認めない。ただし、監督１名で２種別兼任は可能とする。

（３） その他

・参加資格や年齢基準の解釈については、（公財）日本スポーツ協会ホームページを参照する

こと。

６ 表 彰

各種別の第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年６月２３日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 申込後の選手交代は、特別な事情がない限り認めない。なお、特別な事情で選手を交代する場

合は、監督会議までに大分県実行委員会及び大分県テニス協会あて所定の文書で届け出なけ

ればならない。

８ 参加上の注意

（１）選手はテニスウェアを着用のこと。（ 公財 日本テニス協会服装規定を遵守すること。）

ロゴマーク等に注意すること。

９ 熱中症対策について

（１） 競技運営上の対策

・試合は全ての対戦において勝敗決定後に打ち切る。

・同一の日に２つ以上の試合をする場合は所定の休憩を与える。

（２） 会場運営上の対策

・ドクター、看護師を会場に常駐する。

・注意喚起の掲示や放送等を行う。

１０ そ の 他

（１） 監督会議

・日時 令和５年７月１４日（金）１６：００～１７：００

・場所 大分スポーツ公園レゾナックテニスコート

※新型コロナウイルスの感染状況により実施しない場合がある。

（２） 開始式

・日時 令和５年７月１５日（土）９：００～

・場所 大分スポーツ公園レゾナックテニスコート

※新型コロナウイルスの感染状況により実施しない場合がある。
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（５）ローイング競技

１ 期 日 令和５年７月１５日 土 ・１６日 日

種 別 ７月１４日（金） ７月１５日（土） ７月１６日（日）

成年男子

公式練習
予 選

敗者復活
決 勝

成年女子

少年男子

少年女子

２ 会 場 菊池市

（１）競技会場 斑蛇口湖ボート場

※開催不可 競漕会は天候にかかわらず行うことを原則とする。ただし、豪雨・強風等のため

に競技開催が不可能な場合は、下記により国体出場県を決定する。

（１）コロナ感染症の拡大により、大会が開催できないときは、漕手のローイングマ

シーン（距離１，０００ｍ）の合計タイムで国体出場県を決定する。

（２）荒天のため大会途中で中止となるときは、予選の終了している種目は、予選の

タイム順とし、予選の終了していない種目は、原則として再レースを行う。

（３）再レースの開催方法は、大分県実行委員会と競漕委員会が協議して決定する。

ただし、成年種目は、漕手のローイングマシーン（距離１，０００ｍ）の合計

タイムで国体出場県を決定する。

（２）練習会場 同 上

３ 種別・種目及び参加人員

種 別 種 目 監督
小計

監督
選手

参加

県数

小計

選手
計

本大会

代表数

成年男子
舵手つきフォア

１ ７
６ ７ ４２

２８０

２

シングルスカル １ ７ ７ ３

成年女子

舵手つきクォドルプル １ ７ ６ ７ ４２ ３

ダブルスカル
兼任

２ ７ １４ ２

シングルスカル １ ７ ７ ３

少年男子

舵手つきクォドルプル １ ７ ６ ７ ４２ ２

ダブルスカル １ ７ ２ ７ １４ ３

シングルスカル 兼任 １ ７ ７ ２

少年女子

舵手つきクォドルプル １ ７ ６ ７ ４２ ３

ダブルスカル １ ７ ２ ７ １４ １

シングルスカル 兼任 １ ７ ７ ２

・選手との兼任は認めない。ただし、監督１名で２種別兼任は可能とする。

（３） その他

・参加資格や年齢基準の解釈については、（公財）日本スポーツ協会ホームページを参照する

こと。

６ 表 彰

各種別の第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年６月２３日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 申込後の選手交代は、特別な事情がない限り認めない。なお、特別な事情で選手を交代する場

合は、監督会議までに大分県実行委員会及び大分県テニス協会あて所定の文書で届け出なけ

ればならない。

８ 参加上の注意

（１）選手はテニスウェアを着用のこと。（ 公財 日本テニス協会服装規定を遵守すること。）

ロゴマーク等に注意すること。

９ 熱中症対策について

（１） 競技運営上の対策

・試合は全ての対戦において勝敗決定後に打ち切る。

・同一の日に２つ以上の試合をする場合は所定の休憩を与える。

（２） 会場運営上の対策

・ドクター、看護師を会場に常駐する。

・注意喚起の掲示や放送等を行う。

１０ そ の 他

（１） 監督会議

・日時 令和５年７月１４日（金）１６：００～１７：００

・場所 大分スポーツ公園レゾナックテニスコート

※新型コロナウイルスの感染状況により実施しない場合がある。

（２） 開始式

・日時 令和５年７月１５日（土）９：００～

・場所 大分スポーツ公園レゾナックテニスコート

※新型コロナウイルスの感染状況により実施しない場合がある。
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４ 競技上の規程及び方法

（１） 競技上の規程

ア （公社）日本ローイング協会制定の「競漕規則・細則及びコース規格規定」による。

イ 舵手の性別は問わない。

（２） 競技方法

ア 予選、決勝により優勝クルー及び国体出場資格クルーを決定する。

イ 決勝にいたるまで敗者復活戦の方法を採用する。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１） 選手は、当該県ローイング（ボート）協会及び（公社）日本ローイング協会に対し、本年度の

団体登録、選手登録完了の者。

（２） クルーの県別構成は、単一団体または当該県ローイング（ボート）協会に所属する２チーム以

上の混成でもよい。ただし、クルー名は県名又は、本年度の団体登録名（代表団体、１団体名

のみ）とする。

（３） 選手の本大会エントリーは、１人１種別１種目とする。

（４） 監督は、成年男子１人、成年女子舵手つきクォドルプル、少年男子・少年女子の舵手つきクォ

ドルプルとダブルスカルに各１人の各県６人以内とし、成年女子のダブルスカルとシングルス

カル、少年男子・少年女子のシングルスカルの兼任を認める。

（５） 選手と監督の兼任はできない。

（６） 監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ローイングコーチ１、

公認ローイングコーチ２、公認ローイングコーチ３、公認ローイングコーチ４のいずれかの資

格を有する者であること。

（７） 選手は、県名が表示されたユニフォームを着用すること。クルー名の表示の場合は、クルー名

の一部に県名があれば、県名表示として認める。

６ 競 漕 艇

（１） 競漕艇は、（公社）日本ローイング協会競漕規則・細則第１１条（艇最小重量等）細則に定める

艇を使用する。

（２） 参加県は舵手つきフォア、舵手つきクォドルプル、ダブルスカルについて、必要数を持参し使

用する。ただし、沖縄県については開催県から借用できるものとする。

（３） シングルスカルは、配艇で実施する。

（４） 持参艇については、艇計量を行う。

７ 表 彰

各種目の第１位から第３位までに賞状を授与する。

８ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年６月２３日（金）までに申込手続きを完了すること。
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（２） 参加申込後の選手の交代は、特別な事情がない限り認めない。なお、特別な事情で選手を交

代する場合は、大分県実行委員会及び大分県ボート協会あて所定の様式で届けなければなら

ない。

９ 参加上の注意

オールなどを送るクルーは、次の所へ７月１３日 木 ９：００～１７：００指定で送付すること。上

記日程以外は受け取り不可。なお、配艇場へのオール等の移動、帰りの発送手続きについては、各ク

ルーでお願いします。※オールを送る団体は事前に大分県ボート協会事務局（梶原）までご連絡くだ

さい（０９０－３３２２－２５０５）。

送り先 菊池市斑蛇口湖ボート場艇庫

住 所 〒８６１－１６７１ 熊本県菊池市班蛇口５２５－５

０９６８－２７－１６８０

１０ そ の 他

（１） 九州ローイング連盟役員会・理事会

・日 時 令和５年７月１４日（金）１５：３０～１６：３０

・場 所 斑蛇口湖ボート場艇庫

（２） 開始式・代表者会議

・開会式及び代表者会議は実施しない。審判上の注意、トラフィックルール等の資料を事前に送

付し、質問や要望などについては大会前に受け付ける。

（３） 審判員会議

・日 時 令和５年７月１５日（土）７：００～

・場 所 斑蛇口湖ボート場艇庫

（４） 表彰式

・日 時 令和５年７月１６日（日）競技終了後

・場 所 斑蛇口湖ボート場艇庫

※表彰式はレース終了後、各種目ごとに表彰を行う。

レース終了後、１位から３位に入賞したクルーは艇庫前に集合すること。

４ 競技上の規程及び方法

（１） 競技上の規程

ア （公社）日本ローイング協会制定の「競漕規則・細則及びコース規格規定」による。

イ 舵手の性別は問わない。

（２） 競技方法

ア 予選、決勝により優勝クルー及び国体出場資格クルーを決定する。

イ 決勝にいたるまで敗者復活戦の方法を採用する。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１） 選手は、当該県ローイング（ボート）協会及び（公社）日本ローイング協会に対し、本年度の

団体登録、選手登録完了の者。

（２） クルーの県別構成は、単一団体または当該県ローイング（ボート）協会に所属する２チーム以

上の混成でもよい。ただし、クルー名は県名又は、本年度の団体登録名（代表団体、１団体名

のみ）とする。

（３） 選手の本大会エントリーは、１人１種別１種目とする。

（４） 監督は、成年男子１人、成年女子舵手つきクォドルプル、少年男子・少年女子の舵手つきクォ

ドルプルとダブルスカルに各１人の各県６人以内とし、成年女子のダブルスカルとシングルス

カル、少年男子・少年女子のシングルスカルの兼任を認める。

（５） 選手と監督の兼任はできない。

（６） 監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ローイングコーチ１、

公認ローイングコーチ２、公認ローイングコーチ３、公認ローイングコーチ４のいずれかの資

格を有する者であること。

（７） 選手は、県名が表示されたユニフォームを着用すること。クルー名の表示の場合は、クルー名

の一部に県名があれば、県名表示として認める。

６ 競 漕 艇

（１） 競漕艇は、（公社）日本ローイング協会競漕規則・細則第１１条（艇最小重量等）細則に定める

艇を使用する。

（２） 参加県は舵手つきフォア、舵手つきクォドルプル、ダブルスカルについて、必要数を持参し使

用する。ただし、沖縄県については開催県から借用できるものとする。

（３） シングルスカルは、配艇で実施する。

（４） 持参艇については、艇計量を行う。

７ 表 彰

各種目の第１位から第３位までに賞状を授与する。

８ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年６月２３日（金）までに申込手続きを完了すること。
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（６）馬術競技

１ 期 日 令和５年７月１５日（土）・１６日（日）

２ 会 場 豊後大野市

（１） 競技会場 豊後大野市営三重総合グラウンド三重馬術場

（２） 練習会場 同 上

３ 種別及び参加人員

人数及び頭数 参加人員 参加馬数

区 分 １県あたり 合 計 １県あたり 合 計

監督（ホースマネージャー） ２×（７） １４

選

手

個 人

成年男子 ３×（７） ２１

７×（７） ４９
成年女子 ２×（７） １４

少 年 ３×（７） ２１

団 体 少 年 ３×（７） ２１

合 計 １３×（７） ９１ ７×（７） ４９

（注） ・監督（ホースマネージャー）２名のうち１名はホースマネージャーとする。

・監督及びホースマネージャーは、選手を兼ねることができるが各種別１名以下とする。

・予備選手は、各種別（成年男子、成年女子、少年）にそれぞれ２名登録することができる。

・予備馬は、１県３頭とする。

４ 競技日程並びに競技種目及び実施要項

【 第１日 ７月１５日（土） 】 ７：００～

競 技 種 目 実 施 要 項

第 １ 競 技 成年男子馬場馬術競技

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。

国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課目を実施す

る。

第 ２ 競 技 成年女子馬場馬術競技

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。

国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課目を実施す

る。

第３－１競技
成年男子国体総合馬術競技

（ 馬 場 馬 術 ）

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。ＦＥＩ総合馬術競

技３スター 馬場馬術課目Ｂを実施する。

第 ４ 競 技 少年馬場馬術競技
日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。

国際馬術連盟制定のジュニアライダー個人を実施する。

第 ５ 競 技
成年男子スピードアンド

ハンディネス競技

日本馬術連盟競技会規程最新版 基準Ｃ，２６３条を適用する。

高さ１．３０ｍ以下、幅１．５０ｍ以下、１２障害以内、全長約

６５０ｍ以内とする。

第 ６ 競 技 少年標準障害飛越競技

日本馬術連盟競技会規程最新版 基準Ａ，２３８条２．２を適用

する。高さ１．２０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、水濠幅３．５０

ｍ以下、１０障害以内、速度３５０ｍ／分、全長約５００ｍ以内

とする。

第 ７ 競 技 成年女子二段階障害飛越競技

日本馬術連盟競技会規程最新版 ２７４条５．３を適用する。高

さ１．２０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、速度３５０ｍ／分、全長

約６００ｍ、第１段階７障害、第２段階５障害以内とする。

第８－１競技
少年団体障害飛越競技

（ １ 回 戦 ）

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。

高さ１．１０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、１０障害以内、速度３

５０ｍ／分、全長約５００ｍ以内とする。
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【 第２日 ７月１６日（日） 】 ８：００～

競 技 種 目 実 施 要 項

第３－２競技
成年男子国体総合馬術競技

（ 障 害 飛 越 ）

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。

高さ１．２０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、障害数１０～１１

最大飛越数１４以内、速度３５０ｍ／分、全長約６００ｍ以内

とする。

第 ９ 競 技 成年男子トップスコア競技

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。

高さ０．９０～１．５０ｍ、幅１．８０ｍ以下、１０障害以内、

規定時間６０秒とする。

第１０競技 成年女子標準障害飛越競技

日本馬術連盟競技会規程最新版 基準Ａ，２３８条２．２を適

用する。高さ１．２０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、水濠幅３．

５０ｍ以下、１０障害以内、速度３５０ｍ／分、全長約５００

ｍ以内とする。

第１１競技
少年スピードアンド

ハンディネス競技

日本馬術連盟競技会規程最新版 基準Ｃ，２６３条を適用す

る。高さ１．１０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、１２障害以内、

全長約６５０ｍ以内とする。

第８－２競技
少年団体障害飛越競技

（ 準 決 勝 ）
（ １ 回 戦 と 同 じ ）

第８－３競技
少年団体障害飛越競技

（ 決 勝 ）
（ １ 回 戦 と 同 じ ）

５ 人馬の参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に基づいた条件を有することのほか、次による。

（１）少年種別に参加するには、中学３年生を含む２００９年４月１日以前に生まれた者から２００５年４月２

日以降に生まれた者とする。

（２）選手は、ブロック大会の参加申込みの時点で、公益社団法人日本馬術連盟の会員で、騎乗者資格Ｂ級以

上の取得者であること。ただし、少年種別に参加する選手で、騎乗者資格Ｂ級以上の資格がない場合は、

公益社団法人日本馬術連盟の会員であることのほか参加都道府県の馬術連盟会長が発行する技能証明書

を公益社団法人日本馬術連盟会長宛に提出すること。

（３）参加馬は、公益社団法人日本馬術連盟の登録馬であること。

（４）馬匹は、参加都道府県を重複して出場することはできない。ただし、団体障害飛越競技の対戦相手チーム

に提供する馬匹を除く。

（５）本大会に出場する選手は、ブロック大会に必ず登録していること。予備登録の選手も同様である。

（６）本項に定める参加資格は、ブロック大会にも適用する。

（７）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認馬術コーチ１、公認馬

術コーチ３のいずれかの資格を有する者であること。

（８）特別国民体育大会競技実施要項５の『（２）ア ブロック大会に参加する都道府県は、内国産馬を１頭以

上含めること。』については、本大会のとおり個人競技に５頭以上出場する場合、必ず１頭以上内国産馬

を出場させなければならない。なお、乗馬の変更がある場合も同様とする。また、個人競技に５頭以上出

場する場合は、予備登録馬に内国産馬を登録することが望ましい。

６ 競技規程

（１）この競技会は、日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。

（２）申込後の選手の変更は、登録選手内で監督会議までに文書で申請すること。馬の変更については、予備登

録馬の中から監督会議までに、診断書を添えて文書で申請すること。その出場の可否は、監督会議で決定

する。追加申請は認めない。

（３）団体障害飛越競技は、参加県が１頭馬匹を用意し、その前段に乗ることとする。団体障害飛越競技メンバ

ーは、３名の登録した選手の内２名で行う。

「順位決定」 ・３、４位は準決勝における提供馬の成績による。

・５～７位は１回戦における提供馬の成績による。

（４）選手は、個人競技と団体競技に重複して出場することができる。

 

（６）馬術競技

１ 期 日 令和５年７月１５日（土）・１６日（日）

２ 会 場 豊後大野市

（１） 競技会場 豊後大野市営三重総合グラウンド三重馬術場

（２） 練習会場 同 上

３ 種別及び参加人員

人数及び頭数 参加人員 参加馬数

区 分 １県あたり 合 計 １県あたり 合 計

監督（ホースマネージャー） ２×（７） １４

選

手

個 人

成年男子 ３×（７） ２１

７×（７） ４９
成年女子 ２×（７） １４

少 年 ３×（７） ２１

団 体 少 年 ３×（７） ２１

合 計 １３×（７） ９１ ７×（７） ４９

（注） ・監督（ホースマネージャー）２名のうち１名はホースマネージャーとする。

・監督及びホースマネージャーは、選手を兼ねることができるが各種別１名以下とする。

・予備選手は、各種別（成年男子、成年女子、少年）にそれぞれ２名登録することができる。

・予備馬は、１県３頭とする。

４ 競技日程並びに競技種目及び実施要項

【 第１日 ７月１５日（土） 】 ７：００～

競 技 種 目 実 施 要 項

第 １ 競 技 成年男子馬場馬術競技

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。

国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課目を実施す

る。

第 ２ 競 技 成年女子馬場馬術競技

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。

国際馬術連盟制定のセントジョージ賞典馬場馬術課目を実施す

る。

第３－１競技
成年男子国体総合馬術競技

（ 馬 場 馬 術 ）

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。ＦＥＩ総合馬術競

技３スター 馬場馬術課目Ｂを実施する。

第 ４ 競 技 少年馬場馬術競技
日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。

国際馬術連盟制定のジュニアライダー個人を実施する。

第 ５ 競 技
成年男子スピードアンド

ハンディネス競技

日本馬術連盟競技会規程最新版 基準Ｃ，２６３条を適用する。

高さ１．３０ｍ以下、幅１．５０ｍ以下、１２障害以内、全長約

６５０ｍ以内とする。

第 ６ 競 技 少年標準障害飛越競技

日本馬術連盟競技会規程最新版 基準Ａ，２３８条２．２を適用

する。高さ１．２０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、水濠幅３．５０

ｍ以下、１０障害以内、速度３５０ｍ／分、全長約５００ｍ以内

とする。

第 ７ 競 技 成年女子二段階障害飛越競技

日本馬術連盟競技会規程最新版 ２７４条５．３を適用する。高

さ１．２０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、速度３５０ｍ／分、全長

約６００ｍ、第１段階７障害、第２段階５障害以内とする。

第８－１競技
少年団体障害飛越競技

（ １ 回 戦 ）

日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。

高さ１．１０ｍ以下、幅１．４０ｍ以下、１０障害以内、速度３

５０ｍ／分、全長約５００ｍ以内とする。
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（５）個人競技では、１頭が合計５種目まで出場できる。

１県が同一競技で出場できる数は、馬場馬術が１人馬、障害競技と国体総合馬術競技は２人馬以内と

する。

（６）個人競技では、全種目を通じて出場は１人１種目１回、１人２種目までとする。団体障害飛越競技は

枠外とする。

（７）選手及び馬匹は、同一種目に１回限りしか出場できない。

（８）乗馬服はＦＥＩ規定を適用する。キュロットは男性、女性とも白またはオフホワイトとし、男性のネクタ

イは白、また女性はチョーカーを着用とする。（ＦＥＩ規定を適用）障害飛越競技の場合は、必ず固定式

顎紐付き乗馬用防護帽を着用すること。

なお、ブロック大会では所属する県名を明記しなくてもよいが、本国体では服装に必ず明記すること。

（９）天候による上着の着用の有無は、競技審判団の決定による。

７ 総合成績決定方法

（１） 各種目に次のとおり競技得点を与える。ただし、同順位の場合はその競技得点を共有し、次の順位を欠

位とする。

・１位＝７点 ・２位＝６点 ・３位＝５点 ・４位＝４点

・５位＝３点 ・６位＝２点 ・７位＝１点

（２）総合成績は、各県ごとに競技得点を合計しその得点の多い順に決めるが、同点の場合は当該県を比較し、

上位入賞個人種目を多くもっている県を上位とする。

８ 表 彰

総合成績及び各種目の第１位から第３位までに賞状を授与する。

９ 九州地区より本大会に出場できる人馬及び競技種目

・監督及びホースマネージャー １４人（２人×７県）

・選 手 ３５人（個人競技３３人＋団体競技２人）

・馬 匹 ２４頭（個人競技２２頭＋団体競技２頭）

・出 場 枠 数 ７８ （個人競技７６＋団体競技２）

１０ 本大会の決定方法

（１）総合成績上位より、次の表の範囲内でその実績を割り当てる。

（２）個人競技種目の各種目の優勝県に本大会出場の優先権を与える。

（３）少年団体障害競技の優勝県及び２位の県に本大会出場の優先権を与える。

（４）馬場馬術競技の優勝県は、当該馬場馬術種目への本大会出場を必須とし、出場なき場合、当該出場権は

消滅し、その権利を他の種目へ換えることはできない。

（５）出場競技種目に何らかの理由で空白が生じた場合、総合成績上位順位に権利を獲得できる。（監督及びホ

ースマネージャーを含む）

総合成績順位
個 人 団 体 （少年）

選 手 数 馬 匹 数 選 手 数 馬 匹 数

１ 位 ８ 人 ５ 頭 ２ 人 １ 頭

２ 位 ７ 人 ５ 頭 １ 頭

３ 位 ６ 人 ４ 頭

４ 位 ５ 人 ３ 頭

５ 位 ４ 人 ２ 頭

６ 位 ２ 人 ２ 頭

７ 位 １ 人 １ 頭

合 計 ３３ 人 ２２ 頭 ２ 人 ２ 頭

九州ブロックの本国体出場数
成年男子 成年女子 少年 計

１２人 １０人 １３人（１１人＋２人） ３５人
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１１ 参加申込方法

（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当該県ス

ポーツ協会を通じて、令和５年６月２３日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２）申込後の人馬の変更

ア 申込後は、人馬の変更をしない。ただし、申込みと同時に、予備登録選手を各種別（成年男子、成

年女子、少年。ただし、団体障害飛越競技を除く。）に各々２名登録でき、予備馬を 県３頭登録で

きる。

イ 申込後の人馬の変更は、大会総則１０（３）により、監督会議までに文書で申請する。

馬の変更は、予備登録馬の中から監督会議までに、診断書を添えて文書で申請する。

その出場の可否は、監督会議で決定する。追加申請は認めない。

１２ 参加上の注意

（１）個人競技の出場順番は、担当県が抽選によって決定する。

（２）団体障害飛越競技の組合せは、各県代表者による抽選で決定する。

（３）団体障害飛越競技に出場する県は、使用馬匹 頭を提供するものとする。

（４）馬匹の入厩は、令和５年７月１４日（金）午前６時からとする。

ア 入厩時に、乗馬登録証及び馬匹健康手帳を事務局に提出するものとする。

馬インフルエンザの予防接種は公益社団法人日本馬術連盟 馬インフルエンザ予防接種実施要領に基づき

実施し、獣医師の証明があること。要領に則って実施していない馬匹については、入厩できない。

イ 退厩時には、馬房掃除を行い、係員の確認を受けること。

（５）馬糧等の支給斡旋はしない。

（６）輸送費は補助しない。

（７）参加人馬の事故に対しては、応急手当はするが、主催者はその責任を負わない。

１３ 熱中症対策について

（１）避暑用のテントを設置し、休憩場所を準備する。

１４ そ の 他

（１） 監督会議

・日 時 令和５年７月１４日（金） １６：００～

・会 場 豊後大野市営三重総合グラウンド三重馬術場審判棟

（２） 監督会議（表彰式）

・日 時 令和５年７月１６日（日） 競技終了後

・会 場 豊後大野市営三重総合グラウンド三重馬術場審判棟

 

（５）個人競技では、１頭が合計５種目まで出場できる。

１県が同一競技で出場できる数は、馬場馬術が１人馬、障害競技と国体総合馬術競技は２人馬以内と

する。

（６）個人競技では、全種目を通じて出場は１人１種目１回、１人２種目までとする。団体障害飛越競技は

枠外とする。

（７）選手及び馬匹は、同一種目に１回限りしか出場できない。

（８）乗馬服はＦＥＩ規定を適用する。キュロットは男性、女性とも白またはオフホワイトとし、男性のネクタ

イは白、また女性はチョーカーを着用とする。（ＦＥＩ規定を適用）障害飛越競技の場合は、必ず固定式

顎紐付き乗馬用防護帽を着用すること。

なお、ブロック大会では所属する県名を明記しなくてもよいが、本国体では服装に必ず明記すること。

（９）天候による上着の着用の有無は、競技審判団の決定による。

７ 総合成績決定方法

（１） 各種目に次のとおり競技得点を与える。ただし、同順位の場合はその競技得点を共有し、次の順位を欠

位とする。

・１位＝７点 ・２位＝６点 ・３位＝５点 ・４位＝４点

・５位＝３点 ・６位＝２点 ・７位＝１点

（２）総合成績は、各県ごとに競技得点を合計しその得点の多い順に決めるが、同点の場合は当該県を比較し、

上位入賞個人種目を多くもっている県を上位とする。

８ 表 彰

総合成績及び各種目の第１位から第３位までに賞状を授与する。

９ 九州地区より本大会に出場できる人馬及び競技種目

・監督及びホースマネージャー １４人（２人×７県）

・選 手 ３５人（個人競技３３人＋団体競技２人）

・馬 匹 ２４頭（個人競技２２頭＋団体競技２頭）

・出 場 枠 数 ７８ （個人競技７６＋団体競技２）

１０ 本大会の決定方法

（１）総合成績上位より、次の表の範囲内でその実績を割り当てる。

（２）個人競技種目の各種目の優勝県に本大会出場の優先権を与える。

（３）少年団体障害競技の優勝県及び２位の県に本大会出場の優先権を与える。

（４）馬場馬術競技の優勝県は、当該馬場馬術種目への本大会出場を必須とし、出場なき場合、当該出場権は

消滅し、その権利を他の種目へ換えることはできない。

（５）出場競技種目に何らかの理由で空白が生じた場合、総合成績上位順位に権利を獲得できる。（監督及びホ

ースマネージャーを含む）

総合成績順位
個 人 団 体 （少年）

選 手 数 馬 匹 数 選 手 数 馬 匹 数

１ 位 ８ 人 ５ 頭 ２ 人 １ 頭

２ 位 ７ 人 ５ 頭 １ 頭

３ 位 ６ 人 ４ 頭

４ 位 ５ 人 ３ 頭

５ 位 ４ 人 ２ 頭

６ 位 ２ 人 ２ 頭

７ 位 １ 人 １ 頭

合 計 ３３ 人 ２２ 頭 ２ 人 ２ 頭

九州ブロックの本国体出場数
成年男子 成年女子 少年 計

１２人 １０人 １３人（１１人＋２人） ３５人
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特別国民体育大会馬術競技種目別九州ブロック出場枠一覧

 

種別 競技種目 出場枠
出場権枠

成

年

男

子

① 標準障害飛越競技

② スピードアンドハンディネス競技

③ ダービー競技

④ 国体総合馬術競技

⑤ 六段障害飛越競技

⑥ トップスコア競技

⑦ 馬場馬術競技

⑧ 自由演技馬場馬術競技

小 計

成

年

女

子

① 標準障害飛越競技

② 二段階障害飛越競技

③ トップスコア競技

④ ダービー競技

⑤ 馬場馬術競技

⑥ 自由演技馬場馬術競技

小 計

① 標準障害飛越競技

② スピードアンドハンディネス競技

③ リレー競技

少 ④ ダービー競技

⑤ トップスコア競技

年 ⑥ 二段階障害飛越競技

⑦ 馬場馬術競技

⑧ 自由演技馬場馬術競技

⑨ 団体障害飛越競技

小 計

合 計
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（７）スポーツクライミング競技

１ 期 日 令和５年７月１４日（金）～１６日（日）

種 別 ７月１４日（金） ７月１５日（土） ７月１６日（日）

成年女子
開始式 ボルダリング競技

（Ｂ）

リード競技（Ｌ）

表彰式
少年男子

少年女子

２ 会 場 大分市

（１） 競技会場

・ボルダリング競技 サイクルショップコダマ大洲アリーナ

館内ボルダリング場

大分県大分市青葉町１−１

ＴＥＬ：０９７－５５１－１５１１

・リード競技 サイクルショップコダマ大洲アリーナ

クライミングウォール

ＴＥＬ：０９７－５５１－１５１１

※ 競技日程については、 連絡事項（４）③の項を参照

（２） 練習会場 同 上

（３） 開始式等 サイクルショップコダマ大洲アリーナ

ＴＥＬ：０９７－５５１－１５１１

３ 種別及び参加人員

種 別 種 目 監督 選手 参加県数 小計 計 本大会代表数

成年女子
リードＬ

ボルダリングＢ
１ ２ ７ ２１

６３

３

少年男子
リードＬ

ボルダリングＢ
１ ２ ７ ２１ ３

少年女子
リードＬ

ボルダリングＢ
１ ２ ７ ２１ ３

４ 競技上の規程及び方法

公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会が定めた現行の規則並びに九州ブロック大会

審判員会が定めた審判基準による。

５ 参加資格

（１） 特別国民体育大会参加資格・所属都道府県及び年齢基準による。

（注）ブロック大会に出場する選手（交替選手を含む）は、ブロック大会申込み締切り期の

２８日前までに、公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会事務局へ選手登

録申請を提出すること。

（２） 選手と監督の兼任は認めない。

（３） 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認山岳コーチ

１、公認山岳コーチ２、公認山岳コーチ３、公認山岳コーチ４、公認スポーツクライミング

コーチ１、公認スポーツクライミングコーチ２、公認スポーツクライミングコーチ３、公認

スポーツクライミングコーチ４のいずれかの資格を有する者であること。

 

特別国民体育大会馬術競技種目別九州ブロック出場枠一覧

 

種別 競技種目 出場枠
出場権枠

成

年

男

子

① 標準障害飛越競技

② スピードアンドハンディネス競技

③ ダービー競技

④ 国体総合馬術競技

⑤ 六段障害飛越競技

⑥ トップスコア競技

⑦ 馬場馬術競技

⑧ 自由演技馬場馬術競技

小 計

成

年

女

子

① 標準障害飛越競技

② 二段階障害飛越競技

③ トップスコア競技

④ ダービー競技

⑤ 馬場馬術競技

⑥ 自由演技馬場馬術競技

小 計

① 標準障害飛越競技

② スピードアンドハンディネス競技

③ リレー競技

少 ④ ダービー競技

⑤ トップスコア競技

年 ⑥ 二段階障害飛越競技

⑦ 馬場馬術競技

⑧ 自由演技馬場馬術競技

⑨ 団体障害飛越競技

小 計

合 計
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６ 表 彰

各種別総合と種目ごとに、第１位から第３位まで賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込受付窓口）へアクセスし、必要項目入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年６月２３日（金）までに申込手続きを完了するこ

と。

（２） 参加申込締切り後の選手変更は、大会総則１０ ３ の手続により監督会議の前までに行うこ

と。

８ 参加上の注意

（１） 参加選手・監督は、事前に健康診断を受ける等、健康管理には万

全を期すること。

（２） 参加選手は、ナンバーカードをユニフォームの指定の場所に確実

に取り付けること。ナンバーカードは受付時に主催者が選手１名

につき１枚配布する。

貼付位置 上着の背面中央

表示内容 県番号と個人番号

（３） 県番号は次のとおりとする。

福岡県（４０） 佐賀県（４１） 長崎県（４２） 熊本県（４３）

大分県（４４） 宮崎県（４５） 沖縄県（４７）

（４） 参加選手・監督は、健康保険証を必ず持参すること。

（５） 各県岳連旗を一流持参すること。

９ 熱中症対策について

・ 熱中症対策の注意喚起、放送等を行う。

１０ そ の 他

（１） 受付

役員・審判受付 日 時 令和５年７月１４日（金） １３：００～１３：３０

監督・選手受付 日 時 令和５年７月１４日（金） １４：００～１５：００

会 場 サイクルショップコダマ大洲アリーナ 剣道場

（２） 審判会議①

・日 時 令和５年７月１４日（金） １３：４０～１５：３０

・会 場 サイクルショップコダマ大洲アリーナ 剣道場

（３） 監督会議

・日 時 令和５年７月１４日（金） １５：４０～１６：１０

・会 場 サイクルショップコダマ大洲アリーナ 剣道場

（４） 開始式

・日 時 令和５年７月１４日（金） １６：３０～１７：３０

・会 場 サイクルショップコダマ大洲アリーナ 剣道場

（５） 審判会議②

・日 時 令和５年７月１５日（土） 競技終了後（ボルダリング競技終了後開始）

・会 場 サイクルショップコダマ大洲アリーナ 柔道場

（６） 審判会議③

・日 時 令和５年７月１６日（日） 競技終了後（リード競技終了後開始）

・会 場 サイクルショップコダマ大洲アリーナ 柔道場

(例) 
４3－１ 
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（７） 表彰式及び閉会式

・日 時 令和５年７月１６日（日）１７：３０～

・会 場 サイクルショップコダマ大洲アリーナ 剣道場

１１ 連絡事項

（１） 質問について

実施要項・要領に関する質問は、令和５年６月２３日（金）までに下記宛にメール又は郵送

のこと。なお、監督会議は時間短縮のため連絡事項程度の伝達のみとする。

〒 ：８７５ ００５１

住所：臼杵市戸室４１－１ 石川 明徳

電話：０９０－９５８２－８４２８

：

（２） 輸送計画について

① 宿舎・競技場・諸会議会場間の移動は各自でお願いします。

② 宿舎への交通機関については、会場案内図・アクセスマップにより事前に経路を確認の

こと。

（３） 成績等の発表及び掲示について

① 仮発表は、リード会場に到達高度・時間を提示し、ボルダリング競技会場に完登数・ゾーン

獲得数・アテンプト数を提示する。

② 本発表は、ボルダリング競技は競技終了後宿舎にて配布する。リード競技は競技終了後

会場にて、掲示及び配布する。

（４） 荒天時（台風）の競技について

国民体育大会競技全種目についての共通規則「第４章組織の運営 第１５条（４）」により

判断する。

① 競技の変更とは、競技日程、競技方法を変更することをいい、中止は決定した当該競技

を実施しないことをいう。

② 競技の変更及び中止の判断が生じたときには、その結果について速やかに選手・監督等

競技関係者に周知する。

③ リード壁が屋外環境にあり、雨天対策が万全とはいいがたいので、天候次第でリード競技・

ボルダリング競技の日程の入れ替えを行うこともある。

④ ③の事項が発生した時は、前日の２１時までに各宿舎に連絡を行う。

（５） そ の 他

① リード競技場は、屋外ですので、雨への備えは各自でお願いします。

② 競技会場での病気、怪我の場合、救護所で応急処置を行い、必要な場合は、医療機関まで

救急搬送しますが、治療後医療機関から宿舎までは各自で対応してください。

③ 各県の岳連旗を持参し、７月１４日（金）の選手・監督受付時に提出してください。

④ 競技中の選手を紹介するため、「選手プロフィール」を作成願います。別紙「選手プロフィ

ール用紙」に記入して、７月１４日（金）の選手・監督受付時に提出してください。

⑤ 選手にはナンバーカードを一人１枚準備します。ナンバーカードは、ユニフォームの指定

の場所に剥がれないように取り付けてください。なお、ナンバーカードを付けていない競

技者は、競技に参加できません。

⑥ 選手・監督は、開始式・閉会式に際し同一ユニフォームを着用してください（上着のみ）。

⑦ 公開練習の期間や手続きについては、６月１７日（土）～７月２日（日）までの土曜日と

日曜日とする。所定の手続きを行い、使用許可を受けること。

⑧ クライミング競技会場への選手・監督及び関係者の立入り出来る日時は、７月８日（土）

１７時までとします。

⑨  選手・監督の駐車場は指定の場所を利用してください。

⑩ クライミングロープについては各自準備し持参してください。なお詳細な規定については

申告書を参照してください。

６ 表 彰

各種別総合と種目ごとに、第１位から第３位まで賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込受付窓口）へアクセスし、必要項目入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年６月２３日（金）までに申込手続きを完了するこ

と。

（２） 参加申込締切り後の選手変更は、大会総則１０ ３ の手続により監督会議の前までに行うこ

と。

８ 参加上の注意

（１） 参加選手・監督は、事前に健康診断を受ける等、健康管理には万

全を期すること。

（２） 参加選手は、ナンバーカードをユニフォームの指定の場所に確実

に取り付けること。ナンバーカードは受付時に主催者が選手１名

につき１枚配布する。

貼付位置 上着の背面中央

表示内容 県番号と個人番号

（３） 県番号は次のとおりとする。

福岡県（４０） 佐賀県（４１） 長崎県（４２） 熊本県（４３）

大分県（４４） 宮崎県（４５） 沖縄県（４７）

（４） 参加選手・監督は、健康保険証を必ず持参すること。

（５） 各県岳連旗を一流持参すること。

９ 熱中症対策について

・ 熱中症対策の注意喚起、放送等を行う。

１０ そ の 他

（１） 受付

役員・審判受付 日 時 令和５年７月１４日（金） １３：００～１３：３０

監督・選手受付 日 時 令和５年７月１４日（金） １４：００～１５：００

会 場 サイクルショップコダマ大洲アリーナ 剣道場

（２） 審判会議①

・日 時 令和５年７月１４日（金） １３：４０～１５：３０

・会 場 サイクルショップコダマ大洲アリーナ 剣道場

（３） 監督会議

・日 時 令和５年７月１４日（金） １５：４０～１６：１０

・会 場 サイクルショップコダマ大洲アリーナ 剣道場

（４） 開始式

・日 時 令和５年７月１４日（金） １６：３０～１７：３０

・会 場 サイクルショップコダマ大洲アリーナ 剣道場

（５） 審判会議②

・日 時 令和５年７月１５日（土） 競技終了後（ボルダリング競技終了後開始）

・会 場 サイクルショップコダマ大洲アリーナ 柔道場

（６） 審判会議③

・日 時 令和５年７月１６日（日） 競技終了後（リード競技終了後開始）

・会 場 サイクルショップコダマ大洲アリーナ 柔道場

(例) 
４3－１ 
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令和５年度 国民体育大会 第４３回九州ブロック大会

スポーツクライミング競技 質問票

県番号 県名 種別 種 目 送付年月日

成年女子

少年男子

少年女子

リード

ボルダリング
令和 年 月 日

監督氏名 住 所 ・ 電話番号

〒

℡

質問内容

質問票受理 担

当

者

印

審判部より回答票受理 担

当

者

印

令和 年 月 日 令和 年 月 日

審判部へコピー回送 担

当

者

印

質問票への回答票送付 担

当

者

印
令和 年 月 日 令和 年 月 日
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令和５年度 国民体育大会 第４３回九州ブロック大会

スポーツクライミング競技 リードウォール使用願い

県番号 県名 種別 種 目 送付年月日

成年女子

少年男子

少年女子

リード 令和 年 月 日

監督氏名 住 所 ・ 電話番号

〒

℡

使用選手・コーチ氏名

以上合計 名

使用期間

リード壁 令和 年 月 日 時 分～ 時 分

上記の監督・コーチ・選手は我が県選出の国体選手又は候補選手であり、クライミングの安全確保

知識・技術を持っているので、リードウォールの使用を申し込みます。

なお、監督・コーチ・選手はすべて各自の責任において使用し、使用中の事故等についてはすべて

各自の責任で処理します。

令和 年 月 日

連盟会長 印

監 督 印

利用の心得の一部

○ ホールド・アンカー等は変更してはならない。

○ 少年少女選手のみの使用は禁止。

○ ゴミはすべて持ち帰ること。

○ 傷害保険は各自の責任において加入すること。

○ 用具は利用者が用意すること。

（クイックドローは常設してあります）

令和５年度 国民体育大会 第４３回九州ブロック大会

スポーツクライミング競技 質問票

県番号 県名 種別 種 目 送付年月日

成年女子

少年男子

少年女子

リード

ボルダリング
令和 年 月 日

監督氏名 住 所 ・ 電話番号

〒

℡

質問内容

質問票受理 担

当

者

印

審判部より回答票受理 担

当

者

印

令和 年 月 日 令和 年 月 日

審判部へコピー回送 担

当

者

印

質問票への回答票送付 担

当

者

印
令和 年 月 日 令和 年 月 日
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令和５年度 国民体育大会 第４３回九州ブロック大会

スポーツクライミング競技 ボルダリングウォール使用願い

県番号 県名 種別 種 目 送付年月日

成年女子

少年男子

少年女子

ボルダリング 令和 年 月 日

監督氏名 住 所 ・ 電話番号

〒

℡

使用選手・コーチ氏名

以上合計 名

使用期間

ボルダリング壁 令和 年 月 日 時 分～ 時 分

上記の監督・コーチ・選手は我が県選出の国体選手又は候補選手であり、クライミングの安全確保

知識・技術を持っているので、ボルダリングウォールの使用を申し込みます。

なお、監督・コーチ・選手はすべて各自の責任において使用し、使用中の事故等についてはすべて

各自の責任で処理します。

令和 年 月 日

連盟会長 印

監督 印

利用の心得の一部

○ ホールド・アンカー等は変更してはならない。

○ 少年少女選手のみの使用は禁止。

○ ゴミはすべて持ち帰ること。

○ 傷害保険は各自の責任において加入すること。

○ 用具は利用者が用意すること。

○ 施設最終利用者は掃除（モップ掛け等）を行ってください。
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令和５年度国民体育大会 第４３回九州ブロック大会

選手プロフィール用紙

県名・種別 県 成年女子・少年男子・少年女子

ナンバーカード

（都道府県番号－枝番）
― １ ― ２

ふりがな

氏名

グレード

リード ボルダリング リード ボルダリング

オンサイト

レッドポイント

オンサイト

レッドポイント

オンサイト

レッドポイント

オンサイト

レッドポイント

過去の大会での

主な成績

選手自己ＰＲ

（・今大会への意気

込み、目標

・クライミングに

懸ける思い ）

監督からの

コメント

※ナンバーカードの枝番は、必ず参加申込書と同一にして下さい。

※グレードは、必ず記載してください。

※本紙が未提出の場合は、県名、選手名等の最小限の紹介に留めます。

※７月１４日（金）選手・監督受付時に提出してください。

令和５年度 国民体育大会 第４３回九州ブロック大会

スポーツクライミング競技 ボルダリングウォール使用願い

県番号 県名 種別 種 目 送付年月日

成年女子

少年男子

少年女子

ボルダリング 令和 年 月 日

監督氏名 住 所 ・ 電話番号

〒

℡

使用選手・コーチ氏名

以上合計 名

使用期間

ボルダリング壁 令和 年 月 日 時 分～ 時 分

上記の監督・コーチ・選手は我が県選出の国体選手又は候補選手であり、クライミングの安全確保

知識・技術を持っているので、ボルダリングウォールの使用を申し込みます。

なお、監督・コーチ・選手はすべて各自の責任において使用し、使用中の事故等についてはすべて

各自の責任で処理します。

令和 年 月 日

連盟会長 印

監督 印

利用の心得の一部

○ ホールド・アンカー等は変更してはならない。

○ 少年少女選手のみの使用は禁止。

○ ゴミはすべて持ち帰ること。

○ 傷害保険は各自の責任において加入すること。

○ 用具は利用者が用意すること。

○ 施設最終利用者は掃除（モップ掛け等）を行ってください。
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九州ブロック国体

個人持ち込みロープ 仕様申告書

成年（男子・女子）少年（男子・女子） 氏名

カテゴリーに○をしてください

メーカー 製品名（分かる範囲で）

購入時のロープ径（呼び径） ｍｍ

購入時のロープ長 ｍ

現在のロープ長 ｍ

個人持込ロープに関する条件

＊ ロープは、シングルで 、 、 に適合していること。長さは 以上とする。

＊ ロープの径は呼び径 ｍｍ～ ｍｍとする。尚、以下に当てはまるロープは安全上問題があ

りますので使用できません。

＊ 通常クライミングでは使用しない化学物質（酸 、バッテリー電解液など）に触れたことがある

＊ 外見上の異常：芯が見えている 外皮が激しく毛羽立っている、損傷している

＊ 触ったときの異常：外皮と芯がずれている 。部分的に固くなったりまたは柔らかくなったりし

て他の部分と違和感がある部位が生じている

＊ 大きな衝撃：長い墜落や落下係数 を超える墜落を受けた

※落下係数 を超える墜落：クライマーの墜落距離÷ビレイヤーとクライマー間のロープの長さ

クライマーが 登ったところで 墜落した場合、落下係数＝ ÷ ＝ となる

＊ ひどく汚れている 摩擦による熱や火などの熱を受けたことがある

＊ 使用頻度と年数：毎週の使用で 年以上経過しているもの、月 ～ 回の使用で 年以上経過

しているもの

※この申告書は、選手受付時に提出してください。

※「現在のロープ長」は、「購入時のロープ長」と同じ値を記入するか、ロープの末端部分の切断等に

より購入時よりもロープ長が短い場合はおおよその実測値を記入してください。
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（８）空手道競技

１ 期 日 令和５年７月１５日（土）

種 別 ７月１５日（土）

成年男子

得点方式
成年女子

少年男子

少年女子

２ 会 場 大分市

（１） 競技会場 レゾナック武道スポーツセンター レゾナックメイン競技場

（２） 練習会場 レゾナック武道スポーツセンター レゾナック武道場１・２・３

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督
小 計

監督
選 手

参加

県数

小 計

選手
合 計

本大会

代表数

成年男子

１ ７

１ ７ ７

３５

３

成年女子 １ ７ ７ ３

少年男子 １ ７ ７ ２

少年女子 １ ７ ７ ２

※九州地区協議会枠２枠の種別は幹事会により決定した。

※監督は選手を兼ねることができない。

４ 競技上の規程及び方法

（１） 競技は、公益財団法人全日本空手道連盟競技規定により行う。

（２） 競技方法

ア 試合は、得点方式とする。

イ 予選（Ｒ１）は、第１指定形もしくは第２指定形の中から選ばなければならない。

「バッサイダイ」、「セイエンチン」、「ジオン」、「カンクウダイ」、「セイシャン」、「チントウ」、

「サイファ」、「セーパイ」「クルルンファ」、「セーサン」、「エンピ」、「カンクウショウ」、

「マツムラローハイ」、「ニーパイポ」、「クーシャンクー」、「ニーセーシー」

ウ メダルマッチは全空連得意形リストの中から選ばなければならない。

エ 選手は競技前に演武する形名を記録席に届けることとする。

オ 選手は、ラウンドごとに異なる形を演じなければならない。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１）選手は、公益財団法人全日本空手道連盟の登録会員及び公認初段位以上の取得者でなければならない。

（２）公認初段位の取得は受審基準「満１５歳以上」かつ「義務教育を修了した者」を満たすものとする。

なお、少年段位の取得者は、公認段位へ移行手続きをすること。

（３） 監督は、公益財団法人全日本空手道連盟公認地区組手審判員以上及び公益財団法人日本スポーツ協会

公認スポーツ指導者制度に基づく、公認空手道コーチ３、公認空手道コーチ４のいずれかの資格を有

する者であること。

（注）公益財団法人全日本空手道連盟が会員登録システムで参加申込書入力の資格及び取得年月日等を

確認できない場合、参加申込責任者は問合せに対し即答できるよう、確認できる物を用意してお

くこと。

九州ブロック国体

個人持ち込みロープ 仕様申告書

成年（男子・女子）少年（男子・女子） 氏名

カテゴリーに○をしてください

メーカー 製品名（分かる範囲で）

購入時のロープ径（呼び径） ｍｍ

購入時のロープ長 ｍ

現在のロープ長 ｍ

個人持込ロープに関する条件

＊ ロープは、シングルで 、 、 に適合していること。長さは 以上とする。

＊ ロープの径は呼び径 ｍｍ～ ｍｍとする。尚、以下に当てはまるロープは安全上問題があ

りますので使用できません。

＊ 通常クライミングでは使用しない化学物質（酸 、バッテリー電解液など）に触れたことがある

＊ 外見上の異常：芯が見えている 外皮が激しく毛羽立っている、損傷している

＊ 触ったときの異常：外皮と芯がずれている 。部分的に固くなったりまたは柔らかくなったりし

て他の部分と違和感がある部位が生じている

＊ 大きな衝撃：長い墜落や落下係数 を超える墜落を受けた

※落下係数 を超える墜落：クライマーの墜落距離÷ビレイヤーとクライマー間のロープの長さ

クライマーが 登ったところで 墜落した場合、落下係数＝ ÷ ＝ となる

＊ ひどく汚れている 摩擦による熱や火などの熱を受けたことがある

＊ 使用頻度と年数：毎週の使用で 年以上経過しているもの、月 ～ 回の使用で 年以上経過

しているもの

※この申告書は、選手受付時に提出してください。

※「現在のロープ長」は、「購入時のロープ長」と同じ値を記入するか、ロープの末端部分の切断等に

より購入時よりもロープ長が短い場合はおおよその実測値を記入してください。
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６ 表 彰

各種別の第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当該県ス

ポーツ協会を通じて、令和５年６月２３日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２）申込後の選手の交代は、大会総則１０（３）による。

８ 参加上の注意

選手の服装は表彰式・競技中ともに空手道衣とするが、監督の服装はトラックスーツとする。なお、監督の

腕章は、各県連で用意する。

９ そ の 他

（１） 審判会議

・日 時 令和５年７月１５日（土） １０：００～１０：５０

・会 場 レゾナック武道スポーツセンター 会議室

（２） 監督会議

・日 時 令和５年７月１５日（土） １１：００～１１：５０

・会 場 レゾナック武道スポーツセンター 会議室

（３） 開始式

・日 時 令和５年７月１５日（土） １２：１５～１２：３０

・会 場 レゾナック武道スポーツセンター レゾナックメイン競技場

（４） 閉止式

・日 時 令和５年７月１５日（土） １４：１８～１４：３３

・会 場 レゾナック武道スポーツセンター レゾナックメイン競技場

１０ 新型コロナウイルスに関する注意事項

参加者は、ホームページに別途掲載する新型コロナウイルス感染防止対策ガイドラインを参照の上、大会

に参加すること。

１１ 熱中症対策について

（１） 屋外等、空調設備の整っていない場所でのウォームアップや練習には注意すること。

（２） 試合間及び待機中にこまめな水分補給を行うよう、定期的にアナウンスすること。

（３） 体調の異変を感じた際は、直ぐに救護所に行って診てもらうよう周知徹底すること。
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（９）ボウリング競技

１ 期 日 令和５年７月１５日（土）・１６日（日）

種 別 ７月１４日（金） ７月１５日（土） ７月１６日（日）

成年男子

公式練習

個人戦（前半・後半）

団体戦２人チーム

（前半）

団体戦２人チーム

（後半）

団体戦４人チーム

成年女子

個人戦（前半・後半）

団体戦２人チーム

（前半）

団体戦２人チーム

後半

団体戦４人チーム

少年男子
個人戦（前半・後半）

団体戦（前半）
団体戦（後半）

少年女子
個人戦（前半・後半）

団体戦（前半）
団体戦（後半）

２ 会 場 大分市

（１） 競技会場 ＯＢＳボウル

（２） 練習会場 同 上

３ 種別及び参加人員

種 別 種 目 監 督
小 計

（監督）
選 手

参加

県数

小 計

選手
計

本大会

代表数

成年男子
個 人 戦

１ ７ ４ ７ ２８

１１２

５
団 体 戦

成年女子
個 人 戦

１ ７ ４ ７ ２８ ４
団 体 戦

少年男子
個 人 戦

１ ７ ２ ７ １４ ４
団 体 戦

少年女子
個 人 戦

１ ７ ２ ７ １４ ３
団 体 戦

※ 成年男子・成年女子チーム構成（４名）及び少年男子・少年女子チーム構成（２名）

※ 成年選手は同種別の監督を兼任することができる。

４ 競技上の規程及び方法

（１） 競技上の規程

ア 競技規程は、公益財団法人全日本ボウリング協会のボウリング競技規則及びボウリング選

手権競技会規程による。

イ 審判員は、公益財団法人全日本ボウリング協会公認審判員が当たる。

（２） 競技種目

・成年男子‥‥個人戦・団体戦２人チーム・団体戦４人チーム

・成年女子‥‥個人戦・団体戦２人チーム・団体戦４人チーム

・少年男子‥‥個人戦・団体戦２人チーム

・少年女子‥‥個人戦・団体戦２人チーム

６ 表 彰

各種別の第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当該県ス

ポーツ協会を通じて、令和５年６月２３日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２）申込後の選手の交代は、大会総則１０（３）による。

８ 参加上の注意

選手の服装は表彰式・競技中ともに空手道衣とするが、監督の服装はトラックスーツとする。なお、監督の

腕章は、各県連で用意する。

９ そ の 他

（１） 審判会議

・日 時 令和５年７月１５日（土） １０：００～１０：５０

・会 場 レゾナック武道スポーツセンター 会議室

（２） 監督会議

・日 時 令和５年７月１５日（土） １１：００～１１：５０

・会 場 レゾナック武道スポーツセンター 会議室

（３） 開始式

・日 時 令和５年７月１５日（土） １２：１５～１２：３０

・会 場 レゾナック武道スポーツセンター レゾナックメイン競技場

（４） 閉止式

・日 時 令和５年７月１５日（土） １４：１８～１４：３３

・会 場 レゾナック武道スポーツセンター レゾナックメイン競技場

１０ 新型コロナウイルスに関する注意事項

参加者は、ホームページに別途掲載する新型コロナウイルス感染防止対策ガイドラインを参照の上、大会

に参加すること。

１１ 熱中症対策について

（１） 屋外等、空調設備の整っていない場所でのウォームアップや練習には注意すること。

（２） 試合間及び待機中にこまめな水分補給を行うよう、定期的にアナウンスすること。

（３） 体調の異変を感じた際は、直ぐに救護所に行って診てもらうよう周知徹底すること。
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（３） 競技方法

ア 団体戦２人チーム（成年男子・成年女子・少年男子・少年女子）

各選手が前半３ゲーム、後半３ゲームの計６ゲームの競技を行い、チーム（２名）の合計

得点により順位を決定する。

イ 団体戦４人チーム（成年男子・成年女子）

各選手が３ゲームの競技を行い、チーム（４名）の合計得点により順位を決定する。

ウ 個人戦（成年男子・成年女子・少年男子・少年女子）

各選手が前半３ゲーム、後半３ゲームの計６ゲームの競技を行い、合計得点により順位を

決定する。

エ 各種目に次のポイントを与え、各種目の合計ポイントにより、成年男子・成年女子・少年

男子・少年女子の各種別に、ブロック割当数に応じ国体本大会の出場資格を与える。

オ 同ポイントの場合は、対象種別の総得点の多い方を上位とする。

① 団体戦

１位・・・２４点 ２位・・・２１点 ３位・・・１８点 ４位・・・１５点

５位・・・１２点 ６位・・・ ９点 ７位・・・ ６点

② 個人戦

１位・・・ ８点 ２位・・・ ７点 ３位・・・ ６点 ４位・・・ ５点

５位・・・ ４点 ６位・・・ ３点 ７位・・・ ２点

５ 参加資格

（１） 特別国民体育大会実施要項総則５に定めるものとする。

なお、少年種別に参加できる選手は、２００８年４月２日から２００９年４月１日までの間に

生まれた中学３年生を含むものとする。

（２） 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ボウリングコ

ーチ１、公認ボウリングコーチ２、公認ボウリングコーチ３、公認ボウリングコーチ４のいず

れかの資格を有する者であること。

（３） 原則として、ブロック大会に登録（予備登録を含む）出場した者でなければ、本大会への参加

は認められない。ただし、予選免除選手についてはこの限りではない。

６ 表 彰

各種目の第１位から第３位までに、賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当

該県スポーツ協会を通じて、令和５年６月２３日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 参加申込締切り後の選手変更は、疾病、傷害等特別な場合に限り認め、大会総則１０（３）の

手続きにより届け出ることとし、締切りは監督会議前までとする。

（３） 各種別１名まで予備登録ができる。

８ 参加上の注意

（１） ユニフォームは、公益財団法人日本スポーツ協会が定めるユニフォーム規程及びＪＢＣ制定の

服装規則を遵守すること。

（２） 参加選手は、会場に持ち込んだすべてのボールを競技開始前に登録しなければならない。

ア 大会使用ボールの登録は、２個目から規定のボール登録料を納めるものとする。
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イ 使用ボールは、ＷＴＢＡ又はＪＢＣの公式認定ボールを、ＪＢＣ公認ドリラーによってド

リルされ、ＪＢＣ公認ボール検査員が検査し合格したものとする。

ウ 競技中に、参加全選手の中から無作為に検査を実施する。

登録されていないボールや検査したボールが規格に外れたり、規程に反していた場合、そ

れまでの記録はすべて無効とする。

エ ボール検査合格証の不携帯及び未検査ボールを使用する場合は、競技開始前に大会認証部

の検査を受けること。検査料は１個につき５００円、硬度のみは１個につき２００円とし、

大会期間中のみ有効のボール検査合格証を発行する。

（３）開会式には各県とも監督のほか選手全員参加のこと。

（４）代表監督は、代表監督会議に必ず出席すること。

９ 熱中症対策について

１  場内の換気を行うとともに、施設の冷暖房設備によって適温を保つ。 
２ こまめな水分補給を徹底する。

３ 注意喚起の掲示、放送等を行う。

１０ そ の 他

（１） 代表監督会議

・日 時 令和５年７月１４日（金） １５：３０～１６：１５

・会 場 ＯＢＳボウル内会議室

（３） 競技方法

ア 団体戦２人チーム（成年男子・成年女子・少年男子・少年女子）

各選手が前半３ゲーム、後半３ゲームの計６ゲームの競技を行い、チーム（２名）の合計

得点により順位を決定する。

イ 団体戦４人チーム（成年男子・成年女子）

各選手が３ゲームの競技を行い、チーム（４名）の合計得点により順位を決定する。

ウ 個人戦（成年男子・成年女子・少年男子・少年女子）

各選手が前半３ゲーム、後半３ゲームの計６ゲームの競技を行い、合計得点により順位を

決定する。

エ 各種目に次のポイントを与え、各種目の合計ポイントにより、成年男子・成年女子・少年

男子・少年女子の各種別に、ブロック割当数に応じ国体本大会の出場資格を与える。

オ 同ポイントの場合は、対象種別の総得点の多い方を上位とする。

① 団体戦

１位・・・２４点 ２位・・・２１点 ３位・・・１８点 ４位・・・１５点

５位・・・１２点 ６位・・・ ９点 ７位・・・ ６点

② 個人戦

１位・・・ ８点 ２位・・・ ７点 ３位・・・ ６点 ４位・・・ ５点

５位・・・ ４点 ６位・・・ ３点 ７位・・・ ２点

５ 参加資格

（１） 特別国民体育大会実施要項総則５に定めるものとする。

なお、少年種別に参加できる選手は、２００８年４月２日から２００９年４月１日までの間に

生まれた中学３年生を含むものとする。

（２） 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ボウリングコ

ーチ１、公認ボウリングコーチ２、公認ボウリングコーチ３、公認ボウリングコーチ４のいず

れかの資格を有する者であること。

（３） 原則として、ブロック大会に登録（予備登録を含む）出場した者でなければ、本大会への参加

は認められない。ただし、予選免除選手についてはこの限りではない。

６ 表 彰

各種目の第１位から第３位までに、賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当

該県スポーツ協会を通じて、令和５年６月２３日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 参加申込締切り後の選手変更は、疾病、傷害等特別な場合に限り認め、大会総則１０（３）の

手続きにより届け出ることとし、締切りは監督会議前までとする。

（３） 各種別１名まで予備登録ができる。

８ 参加上の注意

（１） ユニフォームは、公益財団法人日本スポーツ協会が定めるユニフォーム規程及びＪＢＣ制定の

服装規則を遵守すること。

（２） 参加選手は、会場に持ち込んだすべてのボールを競技開始前に登録しなければならない。

ア 大会使用ボールの登録は、２個目から規定のボール登録料を納めるものとする。
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（１０）ゴルフ競技

１ 期 日 令和５年７月１５日（土）

種 別 ７月１４日（金） ７月１５日（土）

少年男子 公 式 練 習 競技・表彰式

２ 会 場 大分市

（１） 競技会場 大分富士見カントリー倶楽部 大分市大字横瀬１４７３

（２） 練習会場 同 上

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 計 本大会代表数

少年男子 １ ３ ７ ２８ ５

（注）監督の選手兼任は不可。

４ 競技上の規程及び方法

（１）（公財）日本ゴルフ協会ゴルフ規則及び本競技ローカルルールを適用する。

（２）競技は、１８ホール・ストロークプレー競技とする。

（３）順位の決定について

参加選手全員の１８ホール合計スコアが最少となった県を第１位とする。２位以下もそれに続く

ものとする。

ただし、合計スコアが同じ場合は、下記によって順位を決定する。

・合計のスコアが同スコアの場合は、チームの第１位のスコアにより決定する。

・さらに同スコアの場合は、チームの第２位のスコアにより決定する。

・更に同スコアの場合は、チームの第３位のスコアにより決定する。

・それでも決定しない場合は、第１位者間のマッチングスコアカード方式による。

（４）悪天候等により競技の続行ができない時は、競技委員会が協議し決定する。

（５）使用球リスト：ローカルルールひな型Ｇ－３を適用する。

このローカルルールの違反の罰：失格（オフィシャルガイドＰ５６１）

（６）各県の登録選手Ａを第１グループ、同選手Ｂを第２グループ、同選手Ｃを第３グループとして競

技をスタートする。悪天候、その他競技スタート時間の繰り下げ、中断等の場合は第２あるいは

第３グループが競技を完了しないこともあり得る。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１） 監督・選手は、（公財）日本ゴルフ協会の登録者であること。

（２） 少年男子に参加できる選手には、２００８年４月２日から２００９年４月１日までの間に生ま

れた中学３年生を含むものとする。

（３） 監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ゴルフコーチ１、公

認ゴルフ教師、公認ゴルフ上級教師のいずれかの資格を有する者であること。
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６ 表 彰

第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当

該県スポーツ協会を通じて、令和５年６月２３日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 申込締切後の選手の交代等

九州ブロック大会総則１０（３）による。

ただし１名に限る。変更の締切りは監督会議開催前までとする。

８ 参加上の注意

（１） 選手は、各県の統一ユニフォームを着用し、必ず県名を表示すること。

（２） 開始式及び表彰式において、服装はゴルフウエアーもしくは制服とする。

（３） 公式練習日のスタートは、午前８：００とする。

（４） 競技日のスタートは、午前８：００とする。競技終了後は直ちに表彰式を行う。

※１８ホール続けてのプレーとする。

９ 熱中症対策について

〇乗用カートの使用を認める。（乗車可）

〇選手・監督・役員等に対して飲料提供を行う。

〇看護師を配置し、選手等の体調管理を行う。

〇注意喚起の掲示、放送等を行う。

１０ そ の 他

（１） 監督会議

・日 時 令和５年７月１４日（金）１４：００～１４：３０

・会 場 大分富士見カントリー倶楽部

（２） 開始式

・日 時 実施しない

（３） 表彰式

・日 時 令和５年７月１５日（土） 競技終了後

・会 場 大分富士見カントリー倶楽部

 

 

（１０）ゴルフ競技

１ 期 日 令和５年７月１５日（土）

種 別 ７月１４日（金） ７月１５日（土）

少年男子 公 式 練 習 競技・表彰式

２ 会 場 大分市

（１） 競技会場 大分富士見カントリー倶楽部 大分市大字横瀬１４７３

（２） 練習会場 同 上

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 計 本大会代表数

少年男子 １ ３ ７ ２８ ５

（注）監督の選手兼任は不可。

４ 競技上の規程及び方法

（１）（公財）日本ゴルフ協会ゴルフ規則及び本競技ローカルルールを適用する。

（２）競技は、１８ホール・ストロークプレー競技とする。

（３）順位の決定について

参加選手全員の１８ホール合計スコアが最少となった県を第１位とする。２位以下もそれに続く

ものとする。

ただし、合計スコアが同じ場合は、下記によって順位を決定する。

・合計のスコアが同スコアの場合は、チームの第１位のスコアにより決定する。

・さらに同スコアの場合は、チームの第２位のスコアにより決定する。

・更に同スコアの場合は、チームの第３位のスコアにより決定する。

・それでも決定しない場合は、第１位者間のマッチングスコアカード方式による。

（４）悪天候等により競技の続行ができない時は、競技委員会が協議し決定する。

（５）使用球リスト：ローカルルールひな型Ｇ－３を適用する。

このローカルルールの違反の罰：失格（オフィシャルガイドＰ５６１）

（６）各県の登録選手Ａを第１グループ、同選手Ｂを第２グループ、同選手Ｃを第３グループとして競

技をスタートする。悪天候、その他競技スタート時間の繰り下げ、中断等の場合は第２あるいは

第３グループが競技を完了しないこともあり得る。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１） 監督・選手は、（公財）日本ゴルフ協会の登録者であること。

（２） 少年男子に参加できる選手には、２００８年４月２日から２００９年４月１日までの間に生ま

れた中学３年生を含むものとする。

（３） 監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ゴルフコーチ１、公

認ゴルフ教師、公認ゴルフ上級教師のいずれかの資格を有する者であること。
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６ 表  彰 

  第１位から第３位までに賞状を授与する。 

 

７ 参加申込方法 

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当
該県スポーツ協会を通じて、令和４年７月１日（金）までに申込手続きを完了すること。 

（２） 申込締切後の選手の交代等 

九州ブロック大会総則１０（３）による。 

ただし１名に限る。変更の締切りは監督会議開催前までとする。 

 

８ 参加上の注意 

（１） 選手は、各県の統一ユニフォームを着用し、必ず県名を表示すること。 

（２） 開始式及び表彰式において、服装はゴルフウエアーもしくは制服とする。 

（３） 公式練習日のスタートは、午前8：00とする。 

（４） 競技日のスタートは、午前8：00とする。競技終了後は直ちに表彰式を行う。 

※１８ホール続けてのプレーとする。 

 

９ 熱中症対策について 

  〇乗用カートの使用を認める。（乗車可） 

  〇選手・監督・役員等に対して飲料提供を行う。 

  〇看護師を配置し、選手等の体調管理を行う。 

  〇注意喚起の掲示、放送等を行う。 

 

10 そ の 他 

（１） 監督会議 

・日 時  令和４年７月２１日（木）14：00～14：30 

・会 場  くまもと中央カントリークラブ 

（２） 開始式 

・日 時  令和４年７月２１日（木）15：00～ 

・会 場  くまもと中央カントリークラブ 

（３） 表彰式 

・日 時  令和４年７月２２日（金） 競技終了後 

・会 場  くまもと中央カントリークラブ 

　

競技別実施要項

秋　季　大　会





（１）サッカー競技

１ 期 日

・成年男子 令和５年８月１９日（土）～２０日（日）

・少年男子 令和５年８月１９日（土）～２１日（月）

・少年女子 令和５年８月１９日（土）～２１日（月）

種 別 ８月１９日（土） ８月２０日（日） ８月２１日（月）

成年男子 １回戦 代表決定戦

少年女子 パートリーグ戦 パートリーグ戦 パートリーグ戦

少年男子 パートリーグ戦 パートリーグ戦 パートリーグ戦

２ 会 場 別府市（成年男子）、大分市（少年男子）、中津市（少年女子）

（１）競技会場

・成年男子：別府市営実相寺サッカー競技場北、別府市営実相寺多目的グラウンド

・少年男子：大分スポーツ公園レゾナックサッカー・ラグビー場Ａ・Ｂ

大分スポーツ公園レゾナックグラウンド

・少年女子：永添運動公園天然芝・人工芝グラウンド、三光総合運動公園多目的広場

（２）練習会場

・成年男子：別府市営実相寺サッカー競技場南

・少年男子：大分県サッカー協会人工芝グラウンド

・少年女子：禅海ふれあい広場、永添運動公園人工芝グラウンド

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 本大会代表数

成年男子 １ １５ ７ １１２

３４３

２

少年男子 １ １６ ７ １１９ ３

少年女子 １ １５ ７ １１２ ３

※ 成年種別の監督は、選手を兼ねることができる。

４ 競技上の規程及び方法
（１） 試合は、大会実施年度の公益財団法人日本サッカー協会競技規則による。
（２） 成年種別及び少年男子は、試合開始前に登録された交代要員の内、５名まで交代が認められる。

ただし、交代枠を使用後、プレーの続行が困難な負傷等が発生した場合に追加で１名に限り交代が
認められる。
少年女子は、試合開始前に登録された交代要員は、再交代（交代して退いた競技者が交代要員とな
って再び出場可能）が認められる。

（３） 本大会において退場を命じられた選手等は、次の１試合に出場できず、それ以降の処置については
本大会の規律・フェアプレー委員会で決定する。

（４） 本大会期間中、警告を２回受けた選手等は、次の１試合に出場することができない。

５ 競技方法

（１） 成年男子

ア トーナメント方式とする。（フリー抽選）

イ 試合時間は７０分（３５分ハーフ）とし、ハーフタイムのインターバルは１０分とする。勝敗

が決しないときは、ペナルティーキック方式により勝敗を決定する。

・第１日目 １回戦３試合を行う。

・第２日目 代表決定戦２試合を行い、２代表を決定する。

（２） 少年男子

ア Ａパート（４チーム）・Ｂパート（３チーム）のリーグ戦方式により代表を決定する。

九州サッカー協会主催の「２０２３九州トレセンリーグＵ－１６」の 鹿児島を除く 結果、
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Ａパートを１位・４位・５位・７位、Ｂパートを２位・３位・６位とする。

イ 試合時間は７０分（３５分ハーフ）とし、ハーフタイムのインターバルは１０分とする。

ウ Ａパートの１～４位、Ｂパートの１～３位の順位を決定する。

Ａパートの１・２位、Ｂパートの１位を代表とする。 ※決勝トーナメントは行わない。

・第１日目 各パートのリーグ戦を行う。（１チーム１試合）

・第２日目 各パートのリーグ戦を行う。（１チーム１試合）

・第３日目 各パートのリーグ戦を行う。（１チーム１試合）

（３） 少年女子

ア Ａパート（４チーム）・Ｂパート（３チーム）のリーグ戦方式により代表を決定する。

九州サッカー協会主催の「２０２３九州トレセン女子Ｕ－１６大会」の 鹿児島を除く 結果、

Ａパートを１位・４位・５位・７位、Ｂパートを２位・３位・６位とする。

イ 試合時間は７０分（３５分ハーフ）とし、ハーフタイムのインターバルは１０分とする。

ウ Ａパートの１～４位、Ｂパートの１～３位の順位を決定する。

Ａパートの１・２位、Ｂパートの１位を代表とする。 ※決勝トーナメントは行わない。

・第１日目 各パートのリーグ戦を行う。（１チーム１試合）

・第２日目 各パートのリーグ戦を行う。（１チーム１試合）

・第３日目 各パートのリーグ戦を行う。（１チーム１試合）

（少年男子、少年女子パートリーグ戦の順位決定方式）

①勝ち点（勝３点、分１点、敗０点）とする。

勝ち点が同じ場合

②当該チーム間の対戦成績

③当該チーム間の得失点差

④当該チーム間の総得点数

⑤パート内での得失点差

⑥パート内での総得点数

⑦抽選の順序で決定し、遡らない。

６ 表 彰

各種別の代表権獲得県には、国体九州ブロック予選会通過賞状を授与する。

７ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１） 各都道府県の成年男子、少年男子及び少年女子の代表チームは、単独・補強または、選抜のうち、

いずれかの方法により編成すること。

（２） 成年男子

ア 公益財団法人日本サッカー協会定款第５０条に基づき制定された「サッカー選手の登録と移

籍等に関する規則」第２条に定める登録選手が参加できる。

イ ２００６年１２月３１日以前に生まれた者が参加できる。

ウ 成年男子代表チームについて、高２・３年生のみの編成は不可とし、高校２・３年生の登録で

きる人数は５名以内とする。

（３） 少年男子

ア 公益財団法人日本サッカー協会定款第５０条に基づき制定された「サッカー選手の登録と移

籍等に関する規則」第２条に定める登録選手が参加できる。

イ 中学３年生を含む２００９年４月１日以前に生まれた者から２００７年１月１日以降に生ま

れた者が参加できる。

（４） 少年女子

ア 公益財団法人日本サッカー協会定款第５０条に基づき制定された「サッカー選手の登録と移

籍等に関する規則」第２条に定める登録選手が参加できる。

イ 中学３年生を含む２００９年４月１日以前に生まれた者から２００７年１月１日以降に生ま

れた者が参加できる。
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（５） 外国籍競技者の参加

外国籍競技者の参加については特別国民体育大会実施要項総則５ １ アを適用する。

（６） 監督

チーム（全種別）の監督は、公益財団法人日本サッカー協会公認指導者ライセンスに基づく、ＪＦ

Ａ公認Ｓ級コーチ、ＪＦＡ公認Ａ級コーチ（日本スポーツ協会コーチ４）、ＪＦＡ公認Ｂ級コーチ

（日本スポーツ協会コーチ３）のいずれかの資格を有する者であること。

（７） 選手証

ア 公益財団法人日本サッカー協会が発行する選手証（写真貼付）を所持すること。

イ この大会に登録された選手の選手証（写真貼付）は、大会本部からの要請があればすぐに提示

できるように常に携帯しておくこと。

※選手証とは、公益財団法人日本サッカー協会ＷＥＢ登録システム「ＫＩＣＫＯＦＦ」から

出力した選手証を印刷したものとする。

８ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当該

県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 参加申込み後の変更

ア 参加申込み後の選手交代は、特別な事情がない限り認めない。なお、特別な事情で選手を交代

する場合は、大分県実行委員会及び大分県サッカー協会あて所定の様式で届けなければならな

い。なお、疾病、傷病以外の場合は、（一社）九州サッカー協会の審議を経て変更を認めるもの

とする。

イ 各県スポーツ協会発行の所定の文書並びに医師の診断書を監督会議の前までに提出すること。

また、選手交代一覧表（（一社）九州サッカー協会作成）を１５部作成し、監督会議の席上で大

会本部へ提出すること。

９ 参加上の注意

（１） ユニフォーム

ア 公益財団法人日本サッカー協会ユニフォーム規程による。

イ 「チーム名」として必ず都道府県名を表示すること。

ウ ユニフォームは正・副２色（シャツ・ショーツ・ソックス、ＧＫ用共）を参加申込書に記入す

ること。参加申込書提出後のユニフォーム変更は認めない。

エ ユニフォームへの広告表示は認めない。

（２） 要項記載事項に違反した場合は、大会規律委員会及び（一社）九州サッカー協会理事会の裁定に従

うものとする。

１０ 熱中症対策について

（１） 前後半それぞれに１回にクーリングブレイクを設ける。

（２） ベンチを含む十分なスペースにテント等を設置し、日射を遮り、選手等の体調管理を行う。（全選

手、スタッフが同時に入り、かつ氷や飲料などを置けるスペースとする。）

（３） 各会場に を備える。

（４） 会場に医師、看護師、 （一次救命処置）資格所有者のいずれかを常駐させる。

（５） クーラーがあるロッカールーム、医務室が設備された施設が望ましい。

（６） 注意喚起の掲示、放送を行う。

１１ そ の 他

監督会議（６０分程度）

・日 時：令和５年８月１８日（金） １５：００～１６：００

・会 場：成年男子 実相寺サッカー場管理棟会議室 大分県別府市鶴見３７０５

少年男子 レゾナックドーム大分会議室 大分県大分市横尾１３５１番地

少年女子 永添運動公園会議室 大分県中津市永添２０６５

１２ 付 記

雷・台風等の自然災害時においては可能な限り限られた範囲内で最大限大会を実施する。実施不可能

と判断される場合は大会本部と各種別競技関係者において対応を決定する。対応策が無い場合は抽選

で決定する。

Ａパートを１位・４位・５位・７位、Ｂパートを２位・３位・６位とする。

イ 試合時間は７０分（３５分ハーフ）とし、ハーフタイムのインターバルは１０分とする。

ウ Ａパートの１～４位、Ｂパートの１～３位の順位を決定する。

Ａパートの１・２位、Ｂパートの１位を代表とする。 ※決勝トーナメントは行わない。

・第１日目 各パートのリーグ戦を行う。（１チーム１試合）

・第２日目 各パートのリーグ戦を行う。（１チーム１試合）

・第３日目 各パートのリーグ戦を行う。（１チーム１試合）

（３） 少年女子

ア Ａパート（４チーム）・Ｂパート（３チーム）のリーグ戦方式により代表を決定する。

九州サッカー協会主催の「２０２３九州トレセン女子Ｕ－１６大会」の 鹿児島を除く 結果、

Ａパートを１位・４位・５位・７位、Ｂパートを２位・３位・６位とする。

イ 試合時間は７０分（３５分ハーフ）とし、ハーフタイムのインターバルは１０分とする。

ウ Ａパートの１～４位、Ｂパートの１～３位の順位を決定する。

Ａパートの１・２位、Ｂパートの１位を代表とする。 ※決勝トーナメントは行わない。

・第１日目 各パートのリーグ戦を行う。（１チーム１試合）

・第２日目 各パートのリーグ戦を行う。（１チーム１試合）

・第３日目 各パートのリーグ戦を行う。（１チーム１試合）

（少年男子、少年女子パートリーグ戦の順位決定方式）

①勝ち点（勝３点、分１点、敗０点）とする。

勝ち点が同じ場合

②当該チーム間の対戦成績

③当該チーム間の得失点差

④当該チーム間の総得点数

⑤パート内での得失点差

⑥パート内での総得点数

⑦抽選の順序で決定し、遡らない。

６ 表 彰

各種別の代表権獲得県には、国体九州ブロック予選会通過賞状を授与する。

７ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１） 各都道府県の成年男子、少年男子及び少年女子の代表チームは、単独・補強または、選抜のうち、

いずれかの方法により編成すること。

（２） 成年男子

ア 公益財団法人日本サッカー協会定款第５０条に基づき制定された「サッカー選手の登録と移

籍等に関する規則」第２条に定める登録選手が参加できる。

イ ２００６年１２月３１日以前に生まれた者が参加できる。

ウ 成年男子代表チームについて、高２・３年生のみの編成は不可とし、高校２・３年生の登録で

きる人数は５名以内とする。

（３） 少年男子

ア 公益財団法人日本サッカー協会定款第５０条に基づき制定された「サッカー選手の登録と移

籍等に関する規則」第２条に定める登録選手が参加できる。

イ 中学３年生を含む２００９年４月１日以前に生まれた者から２００７年１月１日以降に生ま

れた者が参加できる。

（４） 少年女子

ア 公益財団法人日本サッカー協会定款第５０条に基づき制定された「サッカー選手の登録と移

籍等に関する規則」第２条に定める登録選手が参加できる。

イ 中学３年生を含む２００９年４月１日以前に生まれた者から２００７年１月１日以降に生ま

れた者が参加できる。
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（２）バスケットボール競技
１ 期 日 令和５年８月１９日（土）・２０日（日）

種 別 ８月１９日（土） ８月２０日（日）

成年男子

予選リーグ 決勝リーグ
成年女子

少年男子

少年女子

２ 会 場 中津市

（１）競技会場

・成年男子 ダイハツ九州アリーナ

・成年女子 ダイハツ九州アリーナ

・少年男子 ダイハツ九州アリーナ

・少年女子 大分県立中津南高等学校体育館

（２）練習会場

・ダイハツ九州アリーナ、大分県立中津南高等学校体育館

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 本大会代表数

成年男子 １ １１ ７ ８４

３５７

２

成年女子 １ １２ ７ ９１ ２

少年男子 １ １２ ７ ９１ ４

少年女子 １ １２ ７ ９１ ４

※成年男女において選手と監督は兼任できる。

４ 競技上の規程及び方法

（１）競技規程

ア 競技規則は、現行の公益財団法人日本バスケットボール協会競技規則による。

イ 参加チームは、濃淡の２色のユニフォームを用意しなければならない。

ウ ユニフォームの前面にユニフォームの色と異なり、明確に識別できる単色の文字で県名を

付けなければならない。（漢字でなくても良い）

エ ユニフォームの番号は、０、００及び１から９９までとする。

オ ユニフォームは、会社名、クラブ名、学校名は必ず完全に見えないように被覆のこと。また、

大会参加時に着用するトレーニングウエア（上下）においても同様とする。

カ その他、現行の公益財団法人日本バスケットボール協会ユニフォーム規定による。

（２）競技方法

ア【成年男子・成年女子】

７県を３パートに分け、予選リーグをし、パート１位により決勝リーグ戦を行う。

決勝リーグ進出３チームの内２チームが本大会代表権を得る。（前年度上位３チームまでを

シードする。）

【少年男子・少年女子】

７県を３パートに分け、予選リーグをし、パート１位とパート２位による決勝リーグ戦を行

う。
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パート１位の３チームとパート２位の１位が本大会の代表権を得る。（前年度上位３チーム

までをシードする。）

イ 試合時間は、全種目とも下表のとおりとする。

前 半
休 憩

後 半

第１クォーター 休憩 第２クォーター 第３クォーター 休憩 第４クォーター

１０分 ２分 １０分 １０分 １０分 ２分 １０分

ウ 前試合が遅れた場合は、１０分間のインターバルをとる。

５ 参加資格

特別国民体育大会総則５に定めるもののほか、次による。

（１）全種別の監督は、公益財団法人日本バスケットボール協会公認コーチライセンスに基づくＪＢＡ

公認Ｓ級コーチ、ＪＢＡ公認Ａ級コーチ（日本スポーツ協会公認コーチ４）、ＪＢＡ公認Ｂ級コ

ーチ（日本スポーツ協会公認コーチ３）、ＪＢＡ公認Ｃ級コーチ（日本スポーツ協会公認コーチ

２ 日本スポーツ協会公認コーチ１ のいずれかの資格を有する者であること。

※コーチ登録証の携帯について

ベンチで指揮を執る者は、試合前、ＴＯにてサインをする際、必ずコーチ登録証を提示するこ

と。また、試合中は、コーチ登録証を公益財団法人日本バスケットボール協会指定のネックス

トラップを使用し、首から下げておくこと。

（２）選手は公益財団法人日本バスケットボール協会に登録された競技者とする。

（３）国民体育大会予選会と各ブロック大会及び都道府県内の別途選手権大会を兼ねる大会を実施す

る場合、国民体育大会実施要項に抵触する選手及びチームは国民体育大会予選会出場とはみなさ

ない。

（４）外国籍競技者の参加

成年男子、成年女子、少年男子、少年女子種別について、総則５ １ アに定める日本国籍を有し

ない者の参加については、以下のとおりとする。

総則５ １ ア ア を除いた、（イ）（ウ）に規定される選手については

ア 成年男子、成年女子

（ア）成年種別の選手の参加は１名までとする。

（イ）早生まれを除く高校２年生及び高校３年生の選手を参加させることができる。

イ 少年男子、少年女子

（ア）少年種別の選手の参加は２名までとし、オンコートは１名までとする。

（イ）総則５ １ ア ア イ に定める早生まれの高校２年生および高校１年生、中学３年生の

選手を参加させることができる。

（５）その他

なお、競技上の規程及び方法、参加資格、年齢基準等の詳細は本年度、鹿児島県で開催され国体

に準ずる。

６ 表 彰

各種別の第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２）申込後の選手の変更は、原則として認めない。ただし、疾病、傷害等特別な事情により選手を変

更する場合は、大会総則１０（３）の手続きにより、診断書を送付して届け出ることとする。

なお、８月１７日（木）１７ ００までに大分県バスケットボール協会にメールにて提出すること。

（２）バスケットボール競技
１ 期 日 令和５年８月１９日（土）・２０日（日）

種 別 ８月１９日（土） ８月２０日（日）

成年男子

予選リーグ 決勝リーグ
成年女子

少年男子

少年女子

２ 会 場 中津市

（１）競技会場

・成年男子 ダイハツ九州アリーナ

・成年女子 ダイハツ九州アリーナ

・少年男子 ダイハツ九州アリーナ

・少年女子 大分県立中津南高等学校体育館

（２）練習会場

・ダイハツ九州アリーナ、大分県立中津南高等学校体育館

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 本大会代表数

成年男子 １ １１ ７ ８４

３５７

２

成年女子 １ １２ ７ ９１ ２

少年男子 １ １２ ７ ９１ ４

少年女子 １ １２ ７ ９１ ４

※成年男女において選手と監督は兼任できる。

４ 競技上の規程及び方法

（１）競技規程

ア 競技規則は、現行の公益財団法人日本バスケットボール協会競技規則による。

イ 参加チームは、濃淡の２色のユニフォームを用意しなければならない。

ウ ユニフォームの前面にユニフォームの色と異なり、明確に識別できる単色の文字で県名を

付けなければならない。（漢字でなくても良い）

エ ユニフォームの番号は、０、００及び１から９９までとする。

オ ユニフォームは、会社名、クラブ名、学校名は必ず完全に見えないように被覆のこと。また、

大会参加時に着用するトレーニングウエア（上下）においても同様とする。

カ その他、現行の公益財団法人日本バスケットボール協会ユニフォーム規定による。

（２）競技方法

ア【成年男子・成年女子】

７県を３パートに分け、予選リーグをし、パート１位により決勝リーグ戦を行う。

決勝リーグ進出３チームの内２チームが本大会代表権を得る。（前年度上位３チームまでを

シードする。）

【少年男子・少年女子】

７県を３パートに分け、予選リーグをし、パート１位とパート２位による決勝リーグ戦を行

う。
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（３）各都道府県バスケットボール協会は、ブロック大会参加申込み時に全種別について、各種別

２４名まで選手（予備登録選手を含む）を登録すること。

本大会参加申込み時の選手（予備登録選手を含む）については、ブロック大会参加申込み時

からの追加が認められない。

ブロック大会において予備登録選手と変更された選手は、本大会の参加にあたり予備登録選手

と同じ扱いとなる。

８ 熱中症対策について

  （１）試合中、ダイハツ九州アリーナ会場内はエアコン（冷房）を使用し、中津南高校体育館はスポッ

トクーラーを使用する。

（２）熱中症予防に関するポスター掲示及び館内放送による注意喚起を行う。

９ そ の 他

（１） 代表者会議

開催しない

（２）審判会議

・日 時 令和５年８月１９日（土） ８：００～８：３０

・会 場 各会場（審判控室）

（２） 閉 会 式

開催しない
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（３）ウエイトリフティング競技

１ 期 日 令和５年８月１９日（土）・２０日（日）

種 別 ８月１９日（土） ８月２０日（日）

成年男子

・５５ｋｇ級

・６１ｋｇ級

・６７ｋｇ級

・７３ｋｇ級

・８１ｋｇ級

・８９ｋｇ級

・９６ｋｇ級

・１０９ｋｇ級

・＋１０９ｋｇ級

２ 会 場 宇佐市

（１）競技会場 三和酒類スポーツセンター

（２）練習会場 三和酒類スポーツセンター

３ 種別及び参加人員

種別 監督 選手 参加県数 合計 本大会代表数

成年男子 １名 ９名 ７県 ７０名 １位から５位まで２名

４ 競技上の規程及び方法

（１）競技上の規程

競技規則は、２０２３年度（公社）日本ウエイトリフティング協会競技規則により実施する。

（２）日程と実施方法

日程 階級 人数 検量開始時間 競技開始時間 競技終了時間

第１日

５５ 級

６１ 級

７

７
８時００分 １０時００分 １２時１０分

６７ 級

７３ 級

７

７
１０時１５分 １２時１５分 １４時２５分

８１ 級

８９ 級

７

７
１２時３０分 １４時３０分 １６時４０分

第２日

９６ 級

１０９ 級

＋１０９ 級

７

７

７

８時００分 １０時００分 １３時２０分

※参加人員により、組合せ階級・日程について変更する場合もある。

（３）各都道府県バスケットボール協会は、ブロック大会参加申込み時に全種別について、各種別

２４名まで選手（予備登録選手を含む）を登録すること。

本大会参加申込み時の選手（予備登録選手を含む）については、ブロック大会参加申込み時

からの追加が認められない。

ブロック大会において予備登録選手と変更された選手は、本大会の参加にあたり予備登録選手

と同じ扱いとなる。

８ 熱中症対策について

  （１）試合中、ダイハツ九州アリーナ会場内はエアコン（冷房）を使用し、中津南高校体育館はスポッ

トクーラーを使用する。

（２）熱中症予防に関するポスター掲示及び館内放送による注意喚起を行う。

９ そ の 他

（１） 代表者会議

開催しない

（２）審判会議

・日 時 令和５年８月１９日（土） ８：００～８：３０

・会 場 各会場（審判控室）

（２） 閉 会 式

開催しない
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（３） 順位決定方法

・競技得点は、スナッチ及びクリーン＆ジャークに次のとおり与える。

１位７点、２位６点、３位５点、４位４点、５位３点、６位２点、７位１点、

・順位は、参加選手の合計得点により決定する。なお、同点の場合は、上位者の多い県を上位とす

る。それでも同位の場合は抽選で決定する。

（４） 参加数の決定方法

・各県に２名を与える。（選手２名）

・上記以外に、下記により選手数を配分する。

① １位から５位までの県に２名を与える。

② 国民体育大会本大会の開催県がブロック内にある場合は、開催県はブロック大会に出場せ

ず開催県と１位から５位までの県に２名ずつを与え、６位・７位の県の配分はない。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者の資格（コーチ１、コーチ２、コーチ３、

コーチ４）のいずれかの資格を有する者であること。

６ 表 彰

各階級、各種目の１位から３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当

該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２）申込後の階級変更は認めない。大会総則１０（３）により所定の手続きが完了したもの以外は認

めない。なお、所定の手続きをした場合、審判・監督会議に手続き用写しを提示し、了承を受け

なければならない。

８ 参加上の注意

（１）各県の代表選手は、ユニフォームに所属県名を表示するマークを必ず付けること。

（２）各県の統一ユニフォームを着用すること。

９ 熱中症対策について

選手・監督、役員、観客に対する飲料提供を行う。

注意喚起の掲示、放送を行う。

１０ その他

（１）抽選は、九州ウエイトリフティング連盟がコンピュータシステム（乱数機能）にて行う。

（２）審判・監督会議

・感染防止の観点から実施しない。必要な連絡事項は事前にメール、書面等で周知するものとする。

（３）開始式

・感染防止の観点から実施しない。

（４）閉会式

・感染防止の観点から実施しない。
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（４）ハンドボール競技

１ 期 日 令和５年８月１９日（土）・２０日（日）

種 別 ８月１９日（土） ８月２０日（日）

成年男子 １回戦 代表決定戦

成年女子 １回戦 代表決定戦

少年男子 １回戦 代表決定戦

少年女子 １回戦 代表決定戦

２ 会 場 大分市

（１）競技会場 ８月１９日（土）～２０日（日）

・成年男子：コンパルホール体育室

・成年女子：サイクルショップコダマ大洲アリーナ メインアリーナ

・少年男子：大分県立大分雄城台高等学校 体育館

・少年女子：大分県立大分鶴崎高等学校 多目的競技場

（２）練習会場 同 上

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 本大会代表数

成年男子 １ １２ ７ ９１

３６４

２

成年女子 １ １２ ７ ９１ ３

少年男子 １ １２ ７ ９１ ３

少年女子 １ １２ ７ ９１ ２

※成年選手は、同種別の監督を兼任することができる。

４ 競技上の規程及び方法

（１） 競技上の規程

競技規則は、令和５年度公益財団法人日本ハンドボール協会競技規則による。

（２） 競技方法

ア 競技時間は、全種別とも下記のとおりとする。

なお、同点の場合は第１延長～第２延長～７ｍスローコンテストの正規で行う。

前 半 休 憩 後 半

３０分 １５分 ３０分

イ 試合方法は、各種別トーナメントおよびリーグ戦方式をもって実施する。

また、代表決定後の決勝戦は行わない。なお、成年女子、少年男子は第３代表決定戦を行う。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか，次による。

（１） 原則として、公益財団法人日本ハンドボール協会に登録したチーム、選手であること。

（２） 各県の申込み前に公益財団法人日本ハンドボール協会へ国体一時登録を完了したチーム、チー

ム役員、選手であること。

（３） 順位決定方法

・競技得点は、スナッチ及びクリーン＆ジャークに次のとおり与える。

１位７点、２位６点、３位５点、４位４点、５位３点、６位２点、７位１点、

・順位は、参加選手の合計得点により決定する。なお、同点の場合は、上位者の多い県を上位とす

る。それでも同位の場合は抽選で決定する。

（４） 参加数の決定方法

・各県に２名を与える。（選手２名）

・上記以外に、下記により選手数を配分する。

① １位から５位までの県に２名を与える。

② 国民体育大会本大会の開催県がブロック内にある場合は、開催県はブロック大会に出場せ

ず開催県と１位から５位までの県に２名ずつを与え、６位・７位の県の配分はない。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者の資格（コーチ１、コーチ２、コーチ３、

コーチ４）のいずれかの資格を有する者であること。

６ 表 彰

各階級、各種目の１位から３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当

該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２）申込後の階級変更は認めない。大会総則１０（３）により所定の手続きが完了したもの以外は認

めない。なお、所定の手続きをした場合、審判・監督会議に手続き用写しを提示し、了承を受け

なければならない。

８ 参加上の注意

（１）各県の代表選手は、ユニフォームに所属県名を表示するマークを必ず付けること。

（２）各県の統一ユニフォームを着用すること。

９ 熱中症対策について

選手・監督、役員、観客に対する飲料提供を行う。

注意喚起の掲示、放送を行う。

１０ その他

（１）抽選は、九州ウエイトリフティング連盟がコンピュータシステム（乱数機能）にて行う。

（２）審判・監督会議

・感染防止の観点から実施しない。必要な連絡事項は事前にメール、書面等で周知するものとする。

（３）開始式

・感染防止の観点から実施しない。

（４）閉会式

・感染防止の観点から実施しない。

－ 73 －



（３） すべての種別のチーム編成は、単一または２チーム以上の混成にしてもよい。

（４） 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ハンドボールコ

ーチ１、公認ハンドボールコーチ２、公認ハンドボールコーチ３、公認ハンドボールコーチ４の

いずれかの資格を有する者であること。また、試合前にその公認資格証を提示すること。

６ 表 彰

各種別の代表権を獲得した県に賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 申込後の監督・選手の交代、背番号の変更は、大会総則１０（３）により所定の手続きが完了

したもの以外は認めない。なお、所定の手続きをした場合、監督・主将会議に手続き用写しを

提示し、了承を受けなければならない。

８ 参加上の注意

選手の背番号は、１～１２とする。

（１） 大会に参加するチームは、単独・選抜のチーム構成にかかわらず、チーム名は県名とする。

（２） ユニフォームは、コートプレーヤー、ゴールキーパーそれぞれ２着以上の色の異なるものを用

意し、２着とも胸に県名を表記しなければならない。

（３） 監督（チーム役員）・選手は、（公財）日本ハンドボール協会発行の登録証を持参しなければな

らない。また、監督は公認資格証（コーチ・指導員）も持参しなければならない。各試合の開

始前に登録証を持って本人であることを確認する。登録証を携帯していない、または不備があ

る場合は、試合に参加、出場することができない。

（４） 参加資格違反やその他不都合な行為があった場合は、該当チームの出場を停止することがある。

（５） 監督（チーム役員）・選手は、屋内用競技シューズと屋外用シューズの区別をすること。

（６） 全会場とも両面テープの使用を認める。松脂の使用は認めない。

９ 熱中症対策について

（１） 成年男女会場は、冷房設備を使用して実施する。少年男女会場は、仮設冷房設備を設置して実施

する。また、冷房設備の故障等により、温度や湿度が非常に高い環境になった場合、「給水タイ

ム」を設定する。

１０ そ の 他

（１）ＴＤ会議 会期前に大分県内で開催する。

（２）審判会議 事前に資料を配付した上で、時間・場所は対象者あて別途連絡する。

（３）代表者会議 ・日時 令和５年８月１８日（金） １６：００～１６：４５

各チーム 代表者１名が参加する。

（４）開 始 式 ・日時 令和５年８月１８日（金） 代表者会議 終了後

・ 会場（上記すべて） サイクルショップコダマ大洲アリーナ 研修室

住所 〒８７０ ０９０８ 大分県大分市青葉町１−１

電話 ０９７ ５５１ １５１１

（５）閉会式は実施せず、表彰は関係試合終了後に賞状授与のみ実施する。

※代表者会議を実施しない場合、必要な情報は事前にチーム責任者に伝える。
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（５）ソフトテニス競技

１ 期 日 令和５年８月１９日（土）・２０日（日）

種 別 ８月１９日（土） ８月２０日（日）

成年男子

リーグ戦 リーグ戦少年男子

少年女子

２ 会 場 大分市

（１） 競技会場 大分スポーツ公園レゾナックテニスコート

（２） 練習会場 同 上

８月１８日（１０：００～１７：００） ８月１９･２０日（０７：５０～０８：３０）

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 小計 合 計 本大会代表数

成年男子 １ ５ ７ ４２

１２６

２

少年男子 １ ５ ７ ４２ ３

少年女子 １ ５ ７ ４２ ４

４ 競技上の規程及び方法

（１） 競技規程

ア 競技は全て（公財）日本ソフトテニス連盟ソフトテニスハンドブックにより行う。

イ 使用球は（公財）日本ソフトテニス連盟公認球（ケンコー・アカエム）の選択制とする。

ウ ゼッケンを必ず着用すること。

（２） 競技方法

ア 各種別とも点取り法によるダブルス２ペア・シングルス１名による対抗戦とし、マッチはすべ

て７ゲームとする。

イ 対戦はダブルス・シングルス・ダブルスの順とする。ただし、１対戦中選手は重複して出場で

きない。

ウ 対戦の都度オーダーを変えてもよい。

エ メンバーに欠員が生じた場合のオーダーは、ダブルス・シングルスの順に出場しなければなら

ない。

（３） 選手・監督の交代について

ア 選手・監督の交代は、原則として認めない。ただし、特別な事情があるときは、その理由を明記

して監督会議までに、当該県スポーツ協会会長、競技団体会長から選手交代届を大会総則１０

（３）のとおり提出し、承認された者に限り出場できる。

イ 選手と監督の入れ替えは認めない。

（３） すべての種別のチーム編成は、単一または２チーム以上の混成にしてもよい。

（４） 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ハンドボールコ

ーチ１、公認ハンドボールコーチ２、公認ハンドボールコーチ３、公認ハンドボールコーチ４の

いずれかの資格を有する者であること。また、試合前にその公認資格証を提示すること。

６ 表 彰

各種別の代表権を獲得した県に賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 申込後の監督・選手の交代、背番号の変更は、大会総則１０（３）により所定の手続きが完了

したもの以外は認めない。なお、所定の手続きをした場合、監督・主将会議に手続き用写しを

提示し、了承を受けなければならない。

８ 参加上の注意

選手の背番号は、１～１２とする。

（１） 大会に参加するチームは、単独・選抜のチーム構成にかかわらず、チーム名は県名とする。

（２） ユニフォームは、コートプレーヤー、ゴールキーパーそれぞれ２着以上の色の異なるものを用

意し、２着とも胸に県名を表記しなければならない。

（３） 監督（チーム役員）・選手は、（公財）日本ハンドボール協会発行の登録証を持参しなければな

らない。また、監督は公認資格証（コーチ・指導員）も持参しなければならない。各試合の開

始前に登録証を持って本人であることを確認する。登録証を携帯していない、または不備があ

る場合は、試合に参加、出場することができない。

（４） 参加資格違反やその他不都合な行為があった場合は、該当チームの出場を停止することがある。

（５） 監督（チーム役員）・選手は、屋内用競技シューズと屋外用シューズの区別をすること。

（６） 全会場とも両面テープの使用を認める。松脂の使用は認めない。

９ 熱中症対策について

（１） 成年男女会場は、冷房設備を使用して実施する。少年男女会場は、仮設冷房設備を設置して実施

する。また、冷房設備の故障等により、温度や湿度が非常に高い環境になった場合、「給水タイ

ム」を設定する。

１０ そ の 他

（１）ＴＤ会議 会期前に大分県内で開催する。

（２）審判会議 事前に資料を配付した上で、時間・場所は対象者あて別途連絡する。

（３）代表者会議 ・日時 令和５年８月１８日（金） １６：００～１６：４５

各チーム 代表者１名が参加する。

（４）開 始 式 ・日時 令和５年８月１８日（金） 代表者会議 終了後

・ 会場（上記すべて） サイクルショップコダマ大洲アリーナ 研修室

住所 〒８７０ ０９０８ 大分県大分市青葉町１−１

電話 ０９７ ５５１ １５１１

（５）閉会式は実施せず、表彰は関係試合終了後に賞状授与のみ実施する。

※代表者会議を実施しない場合、必要な情報は事前にチーム責任者に伝える。
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５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるものとする。

なお、少年種別に参加できる選手には、２００８年４月２日から２００９年４月１日までの間に生まれた

中学３年生を含むものとする。

監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ソフトテニスコーチ１、公認ソ

フトテニスコーチ２、公認ソフトテニスコーチ３、公認ソフトテニスコーチ４のいずれかの資格を有する

者であること。

６ 表 彰

各種別の第１位から第３位までに授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当該

県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 参加申込選手に事故のあった時は、大会総則１０（３）により、監督会議までに届け出、承認された

者に限り変更を認める。なお、変更があった場合、所定の様式で８月１９日（土）午前０８時３０分

までに提出すること。

８ 熱中症対策について

【 競技運営上の対策 】

○ 監督・選手はベンチに座って応援する。日傘・うちわのコートへの持ち込みを認める。

（シルバーなどの反射するものはＮＧ）

○ チェンジサービスの際の水分補給（水筒・タオルを審判台の下に置く）を認める。

○ 熱中症アラートが発令された際は、競技規則により、ファイナルゲーム前に休息時間を設ける。

【 会場運営上の対策 】

○ 多目的グランドを選手控え所とし、選手等の体調管理を行う。

○ 注意喚起の掲示、放送等を行う。

９ そ の 他

（１） 監督会議

・日 時 令和５年８月１９日（土）０８：３０ ～ ０８：５０

・会 場 大分スポーツ公園レゾナックテニスコート交流室

（２） 開 始 式（場内放送）

・日 時 令和５年８月１９日（土）０８：５０ ～ ０８：５５

・会 場 大分スポーツ公園レゾナックテニスコート

（３） 会場住所

〒８７０ ０１２６ 大分市大字横尾１３５１番地

：０９７－５２８－７７００ ：０９７－５２８－７７１１
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（６）卓球競技

１ 期 日 令和５年８月１９日（土）・２０日（日）

種 別 ８月１９日（土） ８月２０日（日）

成年女子

リーグ戦 リーグ戦少年男子

少年女子

２ 会 場 杵築市

（１）競技会場 杵築市文化体育館 アリーナ

（２）練習会場 杵築Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 本大会代表数

成年女子 １ ３ ７ ２８

８４

３

少年男子 １ ３ ７ ２８ ２

少年女子 １ ３ ７ ２８ ６

※成年女子の監督は、選手を兼ねることができる。

４ 競技上の規程及び方法

（１） 競技上の規程

ア 競技規則は現行の日本卓球ルールによる。

イ 使用球は、公益財団法人日本卓球協会公認プラスチック球４０ｍｍ（白球）とする。

（２） 競技方法

ア 各種別とも、７県総当りのリーグ戦を行い、順位を決定する。

イ 各種別ともに３名の選手からなる。世界選手権方式（５シングルスで試合を行う。）ただし、

外国籍の選手はＣ又はＺのみの出場とする。

ＡＢＣチームは、１、Ａ ２、Ｂ ３、Ｃ ４、Ａ ５、Ｂ

ＸＹＺチームは、１、Ｘ ２、Ｙ ３、Ｚ ４、Ｙ ５、Ｘ とする。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１） 少年種別に参加できる選手は、２００８年４月２日から２００９年４月１日までの間に生ま

れた中学３年生を含むものとする。

（２） 監督は、公益財団法人日本卓球協会が認定する公認審判員以上の審判員資格を有する者で、

公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認卓球コーチ２、公

認卓球コーチ３、公認卓球コーチ４のいずれかの資格を有する者であること。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるものとする。

なお、少年種別に参加できる選手には、２００８年４月２日から２００９年４月１日までの間に生まれた

中学３年生を含むものとする。

監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ソフトテニスコーチ１、公認ソ

フトテニスコーチ２、公認ソフトテニスコーチ３、公認ソフトテニスコーチ４のいずれかの資格を有する

者であること。

６ 表 彰

各種別の第１位から第３位までに授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当該

県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 参加申込選手に事故のあった時は、大会総則１０（３）により、監督会議までに届け出、承認された

者に限り変更を認める。なお、変更があった場合、所定の様式で８月１９日（土）午前０８時３０分

までに提出すること。

８ 熱中症対策について

【 競技運営上の対策 】

○ 監督・選手はベンチに座って応援する。日傘・うちわのコートへの持ち込みを認める。

（シルバーなどの反射するものはＮＧ）

○ チェンジサービスの際の水分補給（水筒・タオルを審判台の下に置く）を認める。

○ 熱中症アラートが発令された際は、競技規則により、ファイナルゲーム前に休息時間を設ける。

【 会場運営上の対策 】

○ 多目的グランドを選手控え所とし、選手等の体調管理を行う。

○ 注意喚起の掲示、放送等を行う。

９ そ の 他

（１） 監督会議

・日 時 令和５年８月１９日（土）０８：３０ ～ ０８：５０

・会 場 大分スポーツ公園レゾナックテニスコート交流室

（２） 開 始 式（場内放送）

・日 時 令和５年８月１９日（土）０８：５０ ～ ０８：５５

・会 場 大分スポーツ公園レゾナックテニスコート

（３） 会場住所

〒８７０ ０１２６ 大分市大字横尾１３５１番地

：０９７－５２８－７７００ ：０９７－５２８－７７１１
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６ 表 彰

各種別の第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当

該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 申込後の選手の変更は、大会総則１０（３）により、監督会議までとし、予備登録者であること

を原則とする。

８ 参加上の注意

各県の選手団は、競技に際し、ユニフォームに公益財団法人日本卓球協会指定のゼッケンをつけなけ

ればならない。（各県名のゼッケン）

９ 熱中症予防対策について 新型コロナウィルスを想定した新しい生活様式

（１）身体距離の確保

屋外で２㍍以上の確保が可能な場合、マスクをはずして休憩する。

（２）マスクの着用時

のどが渇く前にこまめな水分補給、多くの汗をかいたときは塩分補給も心掛ける。

（３）手洗い、アルコール消毒、３密の回避

密集、密接、密閉、を避ける。

１０ そ の 他

（１） 監督会議

・日 時 令和５年８月１８日（金） １６：００～１７：００

・会 場 杵築市文化体育館 ミーティング室

（２） 開 始 式

・日 時 令和５年８月１８日（金） １７：００～１８：００

・会 場 杵築市文化体育館 アリーナ
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（７）軟式野球競技

１ 期 日 令和５年８月１９日（土）・２０日（日）

種 別 ８月１９日（土） ８月２０日（日）

成年男子 代表決定戦 代表決定戦

２ 会 場 大分市、別府市

（１） 競技会場 ・大洲総合運動公園別大興産スタジアム

・別府市民球場

（２） 練習会場 ・大洲総合運動公園軟式野球場

・別府市営実相寺球場

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 本大会代表数

成年男子 １ １５ ７ １１２ １１２ ５

４ 競技上の規程及び方法

（１） 競技上の規程

競技規則は２０２３年度公認野球規則及び九州連合会で取り決めた特別規則を適用する。

なお、大会規程は公益財団法人全日本軟式野球連盟規程細則による。

（２） 使用球は、公益財団法人全日本軟式野球連盟公認球М号を使用する。

（３） 競技方法

１日目 ６県による代表決定戦で、３県を選ぶ。

２日目 １日目の敗者３県と１日目に試合のなかった１県による代表決定戦で、２県を選ぶ。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１） 公益財団法人全日本軟式野球連盟に登録されたチームであること。

（２） 公益財団法人全日本軟式野球連盟に登録されていないチームは、公益財団法人日本スポーツ協

会及び公益財団法人全日本軟式野球連盟の定めた、スポーツ憲章並びに公益財団法人全日本軟

式野球連盟で取り決めた事項の厳守を承諾したチームであること。

（３） 未登録チームについては、参加料のほかに参加申込書並びに所定の承諾書を各県第一次予選会

主催者に提出することによって仮登録とみなす。

（４） 連盟の登録に関係なく、選抜チームを編成することができる。ただし、選抜チーム以外に参加

希望チームがある場合は予選を行わなければならない。

（５） 予選会を行った参加チームによる選抜編成は差支えない。この場合、代表権を得たチームの意

見を尊重する。

（６） 「ふるさと選手制度」で参加する者は、総則５の別記１に該当する者とし、登録及び出場する

県支部長に報告すること。

（７） 選手は、２００５年４月１日までに生まれた者とする。

なお、特例として２００５年４月２日以降に生まれた者でも参加することができる。ただし、

生徒は除く。なお、監督は選手として登録した場合、出場することができる。

６ 表 彰

各種別の第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当

該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 申込後の選手の変更は、大会総則１０（３）により、監督会議までとし、予備登録者であること

を原則とする。

８ 参加上の注意

各県の選手団は、競技に際し、ユニフォームに公益財団法人日本卓球協会指定のゼッケンをつけなけ

ればならない。（各県名のゼッケン）

９ 熱中症予防対策について 新型コロナウィルスを想定した新しい生活様式

（１）身体距離の確保

屋外で２㍍以上の確保が可能な場合、マスクをはずして休憩する。

（２）マスクの着用時

のどが渇く前にこまめな水分補給、多くの汗をかいたときは塩分補給も心掛ける。

（３）手洗い、アルコール消毒、３密の回避

密集、密接、密閉、を避ける。

１０ そ の 他

（１） 監督会議

・日 時 令和５年８月１８日（金） １６：００～１７：００

・会 場 杵築市文化体育館 ミーティング室

（２） 開 始 式

・日 時 令和５年８月１８日（金） １７：００～１８：００

・会 場 杵築市文化体育館 アリーナ

－ 79 －



（８） 参加する監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認軟式

野球コーチ１、公認軟式野球コーチ２、公認軟式野球コーチ３、公認軟式野球コーチ４のいず

れかの資格を有する者であること。

（９） 参加人員

ア 各県第一次予選から、国籍その他を調査し１６名（監督１名、選手１５名）以内で編成し

て出場すること。なお、監督は選手として出場することができる。

イ 仮登録により出場するチームは、連盟の規程及び細則により編成されたチームでなければ

ならない。

６ 表 彰

代表権を獲得したチーム（県）に賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 選手・監督の変更は認めない。ただし、疾病、傷害等の特別な場合は資格審査の上、認めるこ

ともある。特別な事情で選手・監督を変更する場合は証明する書類（医師の診断書）を大分県

実行委員会と大分県軟式野球連盟宛に８月９日（水）までに提出すること。

なお、監督の変更が生じる場合には、公認軟式野球コーチ１、公認軟式野球コーチ２、公認軟

式野球コーチ３、公認軟式野球コーチ４のいずれかの有資格者とする。

（３） 競技会において不正を行ったチームに対する措置は、公益財団法人全日本軟式野球連盟規程細

則１０条を適用する。

８ 参加上の注意

各県の代表選手は、ユニフォームの左腕に必ず所属県名を入れること。

９ 熱中症対策について

○試合が長引く場合は給水タイムをとり選手等の体調管理を行う。

○選手のベンチに扇風機を設置する。

○注意喚起の掲示、放送を行う。

１０ 感染症対策について

○参加者は、ホームページに別途掲載する新型コロナウイルス感染防止対策ガイドラインを参照の

上、大会に参加すること。

１１ そ の 他

（１） 監督会議

・日 時 令和５年８月１８日（金） １５：００～１６：００

・会 場 レンブラントホテル大分

〒８７０－０８１６ 大分県大分市田室町９－２０

：０９７－５４５－１０４０ ：０９７－５４５－１０２３

（２） 開始式

実施しない。
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（８）フェンシング競技

１ 期 日 令和５年８月１９日（土）・２０日（日）

種 別 ８月１９日（土） ８月２０日（日）

成年女子
フルーレ エペ

※フルーレ、エペともプール戦で、１チーム３名編成による紅白戦

少年男子 フルーレプール戦➀

１チーム３名による紅白戦

フルーレプール戦②

１チーム３名による紅白戦少年女子

２ 会 場 日田市

（１） 競技会場 日田市総合体育館 アリーナ

（２） 練習会場 日田市総合体育館 剣道場

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 小 計 計 本大会代表数

成年女子 ３ ７ ２１

７７

３

少年男子 １ ３ ７ ２８ ２

少年女子 １ ３ ７ ２８ ２

※成年女子の監督は、選手を兼ねる。

４ 競技上の規程及び方法

（１）競技規則は、ＦＩＥ規則及び（公社）日本フェンシング協会の定める競技規則による。

（２）試合方法は以下のとおりとする。

【少年男女】

① １チーム３名選手による紅白戦（３試合）とする。

② 紅白戦の全県プール戦を２回実施する。

【成年女子】

① １チーム３名選手による紅白戦（３試合）とする。

② ２種目の紅白戦の全県プール戦を実施する。

（３）男女とも５本勝負で試合時間は３分間［実動］とする。

規定の試合時間終了時に同点の場合は、１分間［実動］延長し１本勝負を行う。この１分間の試合開

始前に１分間終了後にも同点である場合の勝者を決定するための抽選を行う。この場合、記録表に記

入するスコアはポイントで勝者が決定した場合は勝者に１ポイントを与える。優先権で勝者が決定し

た場合は両者にはポイントを与えない。

［※３：２で終了した場合 Ｖ３：２

３：３で試合時間が終了の場合、ポイントで決まった場合 Ｖ４：３

優先権で決まった場合 Ｖ３：３］

（４）プール戦における順位は、次の順序により決定される。

【全種別】

① チーム勝数の多い方を上位とする。

② （上記①が同数の場合） 個人勝数の多い方を上位とする。

③ （上記①・②が同数の場合） 突数差の多い方を上位とする。

④ （上記①～③が同数の場合） 突数の多い方を上位とする。

⑤ （上記①～④が同数の場合） 代表１名による決定戦（５本勝負）を行う。

（８） 参加する監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認軟式

野球コーチ１、公認軟式野球コーチ２、公認軟式野球コーチ３、公認軟式野球コーチ４のいず

れかの資格を有する者であること。

（９） 参加人員

ア 各県第一次予選から、国籍その他を調査し１６名（監督１名、選手１５名）以内で編成し

て出場すること。なお、監督は選手として出場することができる。

イ 仮登録により出場するチームは、連盟の規程及び細則により編成されたチームでなければ

ならない。

６ 表 彰

代表権を獲得したチーム（県）に賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 選手・監督の変更は認めない。ただし、疾病、傷害等の特別な場合は資格審査の上、認めるこ

ともある。特別な事情で選手・監督を変更する場合は証明する書類（医師の診断書）を大分県

実行委員会と大分県軟式野球連盟宛に８月９日（水）までに提出すること。

なお、監督の変更が生じる場合には、公認軟式野球コーチ１、公認軟式野球コーチ２、公認軟

式野球コーチ３、公認軟式野球コーチ４のいずれかの有資格者とする。

（３） 競技会において不正を行ったチームに対する措置は、公益財団法人全日本軟式野球連盟規程細

則１０条を適用する。

８ 参加上の注意

各県の代表選手は、ユニフォームの左腕に必ず所属県名を入れること。

９ 熱中症対策について

○試合が長引く場合は給水タイムをとり選手等の体調管理を行う。

○選手のベンチに扇風機を設置する。

○注意喚起の掲示、放送を行う。

１０ 感染症対策について

○参加者は、ホームページに別途掲載する新型コロナウイルス感染防止対策ガイドラインを参照の

上、大会に参加すること。

１１ そ の 他

（１） 監督会議

・日 時 令和５年８月１８日（金） １５：００～１６：００

・会 場 レンブラントホテル大分

〒８７０－０８１６ 大分県大分市田室町９－２０

：０９７－５４５－１０４０ ：０９７－５４５－１０２３

（２） 開始式

実施しない。
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【成年女子】

フルーレ・エペ 種目ごとに下記のポイントを与える。

１位：１０点 ２位：７点 ３位：６点 ４位：５点

５位： ４点 ６位：３点 ７位：２点

① 取得ポイントの２種目の合計が多い方を上位とする。

② （上記①が同点の場合） チーム勝数の合計の多い方を上位とする。

③ （上記①・②が同数の場合） 個人勝数の合計の多い方を上位とする。

④ （上記①～③が同数の場合） 突数差の合計の多い方を上位とする。

⑤ （上記①～④が同数の場合） 突数の合計の多い方を上位とする。

⑥ （上記①～⑤が同数の場合） ２種目の代表１名による決定戦（５本勝負）を行う。

⑦ （上記⑥が１勝１敗の場合） ２種目の突数差の合計の多い方を上位とする。

⑧ （上記⑦が同数の場合） 差異が生じるまで２種目の代表決定戦を行う。

【少年男女】

試合日ごとに下記のポイントを与える。

１位：１０点 ２位：７点 ３位：６点 ４位：５点

５位： ４点 ６位：３点 ７位：２点

① 取得ポイントの２日間の合計が多い方を上位とする。

② （上記①が同点の場合） チーム勝数の合計の多い方を上位とする。

③ （上記①・②が同数の場合） 個人勝数の合計の多い方を上位とする。

④ （上記①～③が同数の場合） 突数差の合計の多い方を上位とする。

⑤ （上記①～④が同数の場合） 突数の合計の多い方を上位とする。

⑥ （上記①～⑤が同数の場合） 代表１名による決定戦（５本勝負）を行う。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１）監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認フェンシングコーチ１、公認

フェンシングコーチ３、公認フェンシングコーチ４のいずれかの資格を有する者であること。

（２）監督・選手は、県予選会以前に（公社）日本フェンシング協会へ本年度の登録を完了していること。な

お、少年種別に参加できる選手には、２００８年４月２日から２００９年４月１日までの間に生まれた

中学３年生を含むものとする。

６ 表 彰

各種別の第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当該県ス

ポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２）申込後の選手の交代は、特別な事情がない限り認めない。なお、特別な事情で選手を交代する場合は、

大分県実行委員会及び大分県フェンシング協会あてに所定の様式で、監督会議前までに届け、監督会議

にて決定する。
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８ 熱中症対策について

熱中症対策のため、注意喚起の掲示、放送等を行う。

９ そ の 他

（１）用具検査

・日 時 令和５年８月１８日（金） １３：００～１８：００

８月１９日（土）～２０日（日） ８：３０～試合終了まで

・会 場 日田市総合体育館１ トレーニングルーム

（２）技術委員会

・日 時 令和５年８月１８日（金） １５：００～１６：００

・会 場 日田市総合体育館２ 視聴覚教室

（３）監督会議

・日 時 令和５年８月１８日（金） １６：３０～１７：００

・会 場 日田市総合体育館２ 視聴覚教室

（４）審判会議

・日 時 令和５年８月１９日（土） ８：００～

・会 場 日田市総合体育館 アリーナ

（５）開 始 式

開始式及び閉会式は実施いたしません。

【成年女子】

フルーレ・エペ 種目ごとに下記のポイントを与える。

１位：１０点 ２位：７点 ３位：６点 ４位：５点

５位： ４点 ６位：３点 ７位：２点

① 取得ポイントの２種目の合計が多い方を上位とする。

② （上記①が同点の場合） チーム勝数の合計の多い方を上位とする。

③ （上記①・②が同数の場合） 個人勝数の合計の多い方を上位とする。

④ （上記①～③が同数の場合） 突数差の合計の多い方を上位とする。

⑤ （上記①～④が同数の場合） 突数の合計の多い方を上位とする。

⑥ （上記①～⑤が同数の場合） ２種目の代表１名による決定戦（５本勝負）を行う。

⑦ （上記⑥が１勝１敗の場合） ２種目の突数差の合計の多い方を上位とする。

⑧ （上記⑦が同数の場合） 差異が生じるまで２種目の代表決定戦を行う。

【少年男女】

試合日ごとに下記のポイントを与える。

１位：１０点 ２位：７点 ３位：６点 ４位：５点

５位： ４点 ６位：３点 ７位：２点

① 取得ポイントの２日間の合計が多い方を上位とする。

② （上記①が同点の場合） チーム勝数の合計の多い方を上位とする。

③ （上記①・②が同数の場合） 個人勝数の合計の多い方を上位とする。

④ （上記①～③が同数の場合） 突数差の合計の多い方を上位とする。

⑤ （上記①～④が同数の場合） 突数の合計の多い方を上位とする。

⑥ （上記①～⑤が同数の場合） 代表１名による決定戦（５本勝負）を行う。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１）監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認フェンシングコーチ１、公認

フェンシングコーチ３、公認フェンシングコーチ４のいずれかの資格を有する者であること。

（２）監督・選手は、県予選会以前に（公社）日本フェンシング協会へ本年度の登録を完了していること。な

お、少年種別に参加できる選手には、２００８年４月２日から２００９年４月１日までの間に生まれた

中学３年生を含むものとする。

６ 表 彰

各種別の第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当該県ス

ポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２）申込後の選手の交代は、特別な事情がない限り認めない。なお、特別な事情で選手を交代する場合は、

大分県実行委員会及び大分県フェンシング協会あてに所定の様式で、監督会議前までに届け、監督会議

にて決定する。
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（９）柔道競技 
 
１ 期 日    令和５年８月１９日（土） 

 

 
２ 会 場    大分市 
    大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター レゾナックメイン競技場 
                〒８７０ ０１２６ 大分市大字横尾１３５１番地（ ０９７ ５２０ ０８００）

 
３ 種別及び参加人員 

種 別 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 本大会代表数 
成年男子 １ ５ ７ ４２ 

８４ 
      ３ 

女 子 １ ５ ７ ４２       ４ 
※成年選手は監督を兼任することができる。 

 
４ 競技上の規程及び方法 
（１） 試合は、最新の国際柔道連盟試合審判規程で行い、試合時間は４分間とする。 
（２） 勝敗の決定基準は、「一本」「技あり」「僅差」とする。「僅差」とは、双方の選手間に技による

評価がない、または同等の場合、「指導」差が２以上あった場合に少ない選手を「僅差」による優

勢勝ちとする。得点差が無く、かつ「指導」差が１以内の場合は「引き分け」とする。 
（３） チーム間の勝敗決定方法 

ア 勝者数の多い方を勝ちとする。 
イ  アで同等の場合は、「一本勝ち」（それと同等の勝ちを含む）による勝者数の多いチーム 

を勝ちとする。 
ウ  イで同等の場合は、「技あり」による勝利数の多いチームを勝ちとする。 
エ  リーグ戦において、全て同数の場合、チーム間は「引き分け」とする。 

（４） リーグ戦において、順位を決定する必要が生じた場合は、自由代表で本戦の４分１回を行い、 
差がない場合は時間無制限のゴールデンスコア方式により勝敗を決する（先に「技あり」以上

の技評価を得た選手が勝ちとなり、先に「反則負け」を与えられた選手が負けとなる。）。 
（５） 決勝トーナメントにおいて、チーム間の引き分けにおける代表戦は、「引き分け」であった対 

戦の中から抽選で１組を選び、時間無制限のゴールデンスコア方式により勝敗を決する。 
（６） ゴールデンスコアは、先に「技あり」以上の技評価を得た選手が勝ちとなり、先に「反則負け」 

を与えられた選手が負けとなる。 
（７） 試合方法 

① 抽選により２リーグに別れてリーグ戦を行う。 
② Ａリーグ１位とＢリーグ２位、Ｂリーグ１位とＡリーグ２位による決勝トーナメントを行 

い、勝者同士で決勝戦を行う。また敗者同士で３位決定戦を行う。ただし、対戦が同リー

グ同士になった場合には、試合は行わず、リーグ戦の順位をもって結果とする。 
③ 成年男子は１～３位、女子は１～４位を九州地区代表とする。 

種 別 ８月１９日（土） 
成年男子   リーグ戦 決勝トーナメント戦 

  ３位決定戦 決勝戦  女 子 
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（８） 柔道衣及びゼッケン 
         柔道衣は、全柔連柔道衣規格に適合したもの（上衣・下穿・帯）とし、上衣の背中には、必ず

下記の要領で所属県名と名字 姓 を明示したゼッケンを縫い付けること。 
（ゼッケンの重ね縫いは禁止する。） 

  
 【例】 

図１ ゼッケンの縫い付け方 図２ ゼッケンの位置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 

※ゼッケンは、強い糸で図示のように縫いつけること。 

ア 図１のとおり、 の部分を縫い付けること。 縦横並びに対角線

イ 図２のとおり、後ろ襟から５～１０㎝下部に縫いつけること。

ウ 名字 姓 を上側２／３、県名を下側１／３に記載すること。

エ 書体は楷書で、太いゴシック体または明朝体とし、男子は黒色、女子は濃赤色とする。

オ サイズは縦２５～３０㎝、横３０～３５㎝とする。
 
 
５ 参加資格 

監督・選手の参加資格は、特別国民体育大会実施要項総則５に示された資格のほか、次による。 
（１） 参加者は、 公財 全日本柔道連盟に登録しており、登録をした県からのみ参加できる。 
（２） 成年種別に「国民体育大会ふるさと選手制度」で参加する者は、登録を行った都道府県にかか

わらず、該当する県から参加できる。 
（３） 監督は、 公財 日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認柔道コーチ１、公認

柔道コーチ２、公認柔道コーチ３、公認柔道コーチ４のいずれかの資格を有し、かつ、(公財)
全日本柔道連盟公認柔道指導員資格制度に基づく、ＡまたはＢ指導員の資格を有する者であ

ること。 
（４） 選手の配列順位 

ア  成年男子 
選手は、先鋒（体重６０ 以下の者）、次鋒（体重６０ を超え７３ 以下の者）、中堅（体

重７３ を超え９０ 以下の者）、副将（体重９０ を超える者）、大将（体重無差別）の

順に配列すること。

 大 分 
 

大 分 

５～１０cm 

３０～３５cm 

２５ 
～ 

３０ 
cm 

（９）柔道競技 
 
１ 期 日    令和５年８月１９日（土） 

 

 
２ 会 場    大分市 
    大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター レゾナックメイン競技場 
                〒８７０ ０１２６ 大分市大字横尾１３５１番地（ ０９７ ５２０ ０８００）

 
３ 種別及び参加人員 

種 別 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 本大会代表数 
成年男子 １ ５ ７ ４２ 

８４ 
      ３ 

女 子 １ ５ ７ ４２       ４ 
※成年選手は監督を兼任することができる。 

 
４ 競技上の規程及び方法 
（１） 試合は、最新の国際柔道連盟試合審判規程で行い、試合時間は４分間とする。 
（２） 勝敗の決定基準は、「一本」「技あり」「僅差」とする。「僅差」とは、双方の選手間に技による

評価がない、または同等の場合、「指導」差が２以上あった場合に少ない選手を「僅差」による優

勢勝ちとする。得点差が無く、かつ「指導」差が１以内の場合は「引き分け」とする。 
（３） チーム間の勝敗決定方法 

ア 勝者数の多い方を勝ちとする。 
イ  アで同等の場合は、「一本勝ち」（それと同等の勝ちを含む）による勝者数の多いチーム 

を勝ちとする。 
ウ  イで同等の場合は、「技あり」による勝利数の多いチームを勝ちとする。 
エ  リーグ戦において、全て同数の場合、チーム間は「引き分け」とする。 

（４） リーグ戦において、順位を決定する必要が生じた場合は、自由代表で本戦の４分１回を行い、 
差がない場合は時間無制限のゴールデンスコア方式により勝敗を決する（先に「技あり」以上

の技評価を得た選手が勝ちとなり、先に「反則負け」を与えられた選手が負けとなる。）。 
（５） 決勝トーナメントにおいて、チーム間の引き分けにおける代表戦は、「引き分け」であった対 

戦の中から抽選で１組を選び、時間無制限のゴールデンスコア方式により勝敗を決する。 
（６） ゴールデンスコアは、先に「技あり」以上の技評価を得た選手が勝ちとなり、先に「反則負け」 

を与えられた選手が負けとなる。 
（７） 試合方法 

① 抽選により２リーグに別れてリーグ戦を行う。 
② Ａリーグ１位とＢリーグ２位、Ｂリーグ１位とＡリーグ２位による決勝トーナメントを行 

い、勝者同士で決勝戦を行う。また敗者同士で３位決定戦を行う。ただし、対戦が同リー

グ同士になった場合には、試合は行わず、リーグ戦の順位をもって結果とする。 
③ 成年男子は１～３位、女子は１～４位を九州地区代表とする。 

種 別 ８月１９日（土） 
成年男子   リーグ戦 決勝トーナメント戦 

  ３位決定戦 決勝戦  女 子 
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       イ 女 子 
選手は、先鋒（体重５２㎏以下の少年 、次鋒（体重５７㎏以下の成年）、中堅（体重５２㎏

を超え６３㎏以下の少年）、副将（体重６３㎏を超え７８㎏以下の少年 、大将（体重無差別

の成年）の順に配列すること。

※ 出場県の実情に応じて次鋒、大将のいずれかを少年種別年齢域の者とすることも可能とする。

（５） 計量 
         選手は、本計量 計量器には１回限り上がることができる に合格すること。 
（６） 選手の年齢基準 

ア  成年種別に参加する者は、２００５年４月１日以前に生まれた者とする。 
イ  少年種別に参加する者は、２００５年４月２日以降に生まれた者とする。 

ただし、中学生以下の生徒及び児童は参加することができない。 
 
６ 表 彰 
    各種別の第１位から第３位までに賞状を授与する。 
 
７ 参加申込み方法 
（１）所定のＷｅｂページ 国民体育大会参加申込システム へアクセスし、必要事項を入力のうえ、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込み手続きを完了すること。 
（２）参加申込後に、選手が負傷等のため参加不可能な場合は、他の選手をもって代えることができ

る。ただし、大会総則１０（３）により、令和５年８月１８日（金）午後５時までに手続きを

完了した場合に限る。 
 
８ 熱中症対策について 

注意喚起の掲示、放送等を行う。 
 
９ そ の 他 
（１） 審判・監督会議 

       ○ 日 時   令和５年８月１８日（金）  １５：００～１６：００ 
       ○  会 場  大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター 会議室１ 
（２） 計量 

       ○ 日 時   令和５年８月１８日（金） （非公式計量）  １５：００～１６：００ 
                                           （公 式 計 量） １６：００～１７：００ 

○  会 場  大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター  
（男子）レゾナック武道場２・（女子）会議室３ 

（３） 練習日時・場所 
       ○ 日 時   令和５年８月１８日（金） １３：００～１７：００ 
       ○  会 場  大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター  

レゾナックメイン競技場及びレゾナック武道場３  
（４） 開会式

○ 日 時   令和５年８月１９日（土） １０：００～ 
○  会 場  大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター レゾナックメイン競技場
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（１０）ソフトボール競技

１ 期 日 令和５年８月１９日（土）・２０日（日）

種 別 ８月１９日（土） ８月２０日（日）

成年男子 １回戦 代表決定戦

成年女子 １回戦 準決勝・代表決定戦

少年男子 １回戦 代表決定戦

少年女子 １回戦 代表決定戦

２ 会 場 竹田市

競技会場

・成年男子：竹田丸福スタジアム ＴＥＬ ０９７４－６３－４９８０

・成年女子：竹田丸福多目的広場Ｂ 同 上

・少年男子：竹田市飛田川野球場 同 上

・少年女子：竹田丸福多目的広場Ａ 同 上

練習会場

８月１８日（金）

福岡県： 竹田市立竹田中学校グラウンド 佐賀県： 竹田市立南部小学校グラウンド

長崎県： 竹田市立竹田小学校グラウンド 熊本県： 竹田市立竹田南部中学校グラウンド

宮崎県： 竹田市立竹田南部中学校グラウンド 沖縄県： 竹田市立竹田中学校グラウンド

大分県： 竹田市立荻小学校グラウンド

８月１９日（土）・２０日（日） 試合前のチーム

成年男子、成年女子、少年男子、少年女子とも上記のグラウンドおよび試合会場の空きスペース

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 本大会代表数

成年男子 １ １２ ７ ９１

３８５

２

成年女子 １ １３ ７ ９８ １

少年男子 １ １３ ７ ９８ ２

少年女子 １ １３ ７ ９８ ２

４ 競技上の規程及び方法

（１）競技上の規程

ア 競技規則は、「２０２３年度公益財団法人日本ソフトボール協会オフィシャル・ソフトボール

ルール」を適用する。ただし、特別事項は、監督会議で決める。

イ ５回以降７点以上の得点差によるコールドゲームを適用する。

ウ 大会要項によりサスペンデッドゲームを採用する。

エ 使用球は、成年男子「ミズノ」イエロー革製３号球、成年女子「内外ゴム」イエロー革製３号

球、少年男子「ナガセケンコー」ゴム製３号球、少年女子「内外ゴム」ゴム製３号球の検定球

とする。

（２）試合方法

トーナメント方式による。 代表権が確定するまで行う。

       イ 女 子 
選手は、先鋒（体重５２㎏以下の少年 、次鋒（体重５７㎏以下の成年）、中堅（体重５２㎏

を超え６３㎏以下の少年）、副将（体重６３㎏を超え７８㎏以下の少年 、大将（体重無差別

の成年）の順に配列すること。

※ 出場県の実情に応じて次鋒、大将のいずれかを少年種別年齢域の者とすることも可能とする。

（５） 計量 
         選手は、本計量 計量器には１回限り上がることができる に合格すること。 
（６） 選手の年齢基準 

ア  成年種別に参加する者は、２００５年４月１日以前に生まれた者とする。 
イ  少年種別に参加する者は、２００５年４月２日以降に生まれた者とする。 

ただし、中学生以下の生徒及び児童は参加することができない。 
 
６ 表 彰 
    各種別の第１位から第３位までに賞状を授与する。 
 
７ 参加申込み方法 
（１）所定のＷｅｂページ 国民体育大会参加申込システム へアクセスし、必要事項を入力のうえ、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込み手続きを完了すること。 
（２）参加申込後に、選手が負傷等のため参加不可能な場合は、他の選手をもって代えることができ

る。ただし、大会総則１０（３）により、令和５年８月１８日（金）午後５時までに手続きを

完了した場合に限る。 
 
８ 熱中症対策について 

注意喚起の掲示、放送等を行う。 
 
９ そ の 他 
（１） 審判・監督会議 

       ○ 日 時   令和５年８月１８日（金）  １５：００～１６：００ 
       ○  会 場  大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター 会議室１ 
（２） 計量 

       ○ 日 時   令和５年８月１８日（金） （非公式計量）  １５：００～１６：００ 
                                           （公 式 計 量） １６：００～１７：００ 

○  会 場  大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター  
（男子）レゾナック武道場２・（女子）会議室３ 

（３） 練習日時・場所 
       ○ 日 時   令和５年８月１８日（金） １３：００～１７：００ 
       ○  会 場  大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター  

レゾナックメイン競技場及びレゾナック武道場３  
（４） 開会式

○ 日 時   令和５年８月１９日（土） １０：００～ 
○  会 場  大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター レゾナックメイン競技場

－ 87 －



５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１）成年男女において、監督が選手を兼ねる場合は、選手登録をしなければならない。

（２）本大会に参加する監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公

認ソフトボールコーチ１、公認ソフトボールコーチ２、公認ソフトボールコーチ３、公認ソフト

ボールコーチ４のいずれかの資格を有する者であること。

６ 表 彰

各種別の第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当

該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

参加申込締切後、特別な事情で選手交代（変更）する場合は、監督会議前日までに所定の様式を

届け出なければならない。その場合、交代選手は本大会に出場するための県予選会（選考会を含

む）にエントリーした選手の中から選ぶこととする。選手を交代する場合は、証拠となる資料（診

断書等）の添付を必要とする。各県において国民体育大会予選会を実施する場合には、必ず各県

スポーツ協会と協議をした上で実施すること。

８ 参加上の注意

（１）背中と胸下に番号をつけなければならない。監督は３０番、主将は１０番、他のプレーヤーは１

番から９９番までの番号とする。ユニフォームナンバーの大きさは、背中１５ｃｍ以上で統一さ

れたものであること。また、ユニフォームの上衣の胸下に背番号と同番号をつけること。大きさ

は、６ｃｍ以上１２ｃｍ以内とする。

（２）競技に際しては、所属県名のみを明記したユニフォームを着用しなければならない。ユニフォー

ムの背中に個人名を付けてもよい。個人名を付ける場合は、ユニフォームのナンバーの上部にロ

ーマ字で全員付けること。

（３）チーム名は、単独、補強及び選抜を問わず、所属県名のみを明示すること。

９ 熱中症対策について

３回終了後、５分間の給水タイムを設けることもある。

１０ そ の 他

（１） 監督会議及び抽選会

・日 時 令和５年８月１８日（金） １４：００～１５：００

・会 場 竹田市総合文化ホール グランツたけた 電話 ０９７４－６３－４８３７

（２） 審判員・記録員会議

・日 時 令和５年８月１８日（金） １５：３０～１６：３０

・会 場 竹田市総合文化ホール グランツたけた 電話 ０９７４－６３－４８３７

（３） 開始式

・日 時 令和５年８月１８日（金） １７：００～１８：００

・場 所 竹田市総合文化ホール グランツたけた 電話 ０９７４－６３－４８３７

（４）引き継ぎ式 全大会終了後成年女子会場にて宮崎県に大会旗を渡す。
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（１１）弓道競技

１ 期 日 令和５年８月１９日（土）・２０日（日）

種 別 ８月１９日（土） ８月２０日（日）

成年男子

近的１・２回戦
遠的１・２回戦

順位決定戦（近的による）

成年女子

少年男子

少年女子

２ 会 場 大分市

（１）競技会場 大洲総合運動公園 弓道場

（２）練習会場 同上

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督
小 計

（監督）
選 手 参加県数

小 計

（選手）
合 計

本大会代表

数

成年男子
１ ７

３ ７ ２１

１０５

３

成年女子 ３ ７ ２１ ３

少年男子 １ ７ ３ ７ ２１ ２

少年女子 １ ７ ３ ７ ２１ ２

※ 選手と監督の兼任はできない。 ※鹿児島県は本国体開催県

４ 競技上の規程及び方法

（１） 審判規程は、（公財）全日本弓道連盟競技規則による。

（２） 競技方法

ア 競技種目は、近的及び遠的競技とし、各種目とも各種別の同一選手によって行う。各種目

毎にその順位により、下表の配点を行い、２種目の合計得点により種別の順位を決める。

順 位 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

得 点 ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

イ 近的競技は坐射、遠的競技は立射で行う。

ウ 近的競技（射距離２８ｍ・３６ｃｍ霞的・的中制・標的の中心は、敷上２７ｃｍ・傾斜度

５度）各種別とも、各自８射（４射ずつ２回）１チーム２４射を行い、的中数により順位

を決定し、順位得点を与える。

エ 遠的競技（射距離６０ｍ・１００ｃｍ得点的・得点制・的の中心は地上９７ｃｍ・傾斜度

１５度）各種別とも、各自８射（４射ずつ２回）１チーム２４射を行い、得点数により順

位を決定し、順位得点を与える。

オ 近的競技同中の場合は再競射を行わず、その順位を共有し次の順位を空位とする。順位得

点はその合計を均分保有する。遠的競技は、競技規則３８条を適用する。それでも同順位

の場合は、再競射を行わず、その順位を共有し次の順位を空位とする。順位得点はその合

計を均分保有する。

カ 各種目の合計順位得点が同点の場合は、その順位を共有し、次の順位を空位とする。但し、

上位３位までの決定並びに本大会代表決定に係る場合に限り、近的にて、各自１射による

競射を行う。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１）成年男女において、監督が選手を兼ねる場合は、選手登録をしなければならない。

（２）本大会に参加する監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公

認ソフトボールコーチ１、公認ソフトボールコーチ２、公認ソフトボールコーチ３、公認ソフト

ボールコーチ４のいずれかの資格を有する者であること。

６ 表 彰

各種別の第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当

該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

参加申込締切後、特別な事情で選手交代（変更）する場合は、監督会議前日までに所定の様式を

届け出なければならない。その場合、交代選手は本大会に出場するための県予選会（選考会を含

む）にエントリーした選手の中から選ぶこととする。選手を交代する場合は、証拠となる資料（診

断書等）の添付を必要とする。各県において国民体育大会予選会を実施する場合には、必ず各県

スポーツ協会と協議をした上で実施すること。

８ 参加上の注意

（１）背中と胸下に番号をつけなければならない。監督は３０番、主将は１０番、他のプレーヤーは１

番から９９番までの番号とする。ユニフォームナンバーの大きさは、背中１５ｃｍ以上で統一さ

れたものであること。また、ユニフォームの上衣の胸下に背番号と同番号をつけること。大きさ

は、６ｃｍ以上１２ｃｍ以内とする。

（２）競技に際しては、所属県名のみを明記したユニフォームを着用しなければならない。ユニフォー

ムの背中に個人名を付けてもよい。個人名を付ける場合は、ユニフォームのナンバーの上部にロ

ーマ字で全員付けること。

（３）チーム名は、単独、補強及び選抜を問わず、所属県名のみを明示すること。

９ 熱中症対策について

３回終了後、５分間の給水タイムを設けることもある。

１０ そ の 他

（１） 監督会議及び抽選会

・日 時 令和５年８月１８日（金） １４：００～１５：００

・会 場 竹田市総合文化ホール グランツたけた 電話 ０９７４－６３－４８３７

（２） 審判員・記録員会議

・日 時 令和５年８月１８日（金） １５：３０～１６：３０

・会 場 竹田市総合文化ホール グランツたけた 電話 ０９７４－６３－４８３７

（３） 開始式

・日 時 令和５年８月１８日（金） １７：００～１８：００

・場 所 竹田市総合文化ホール グランツたけた 電話 ０９７４－６３－４８３７

（４）引き継ぎ式 全大会終了後成年女子会場にて宮崎県に大会旗を渡す。
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キ 日本弓を使用し、各自４矢のほか、予備の矢を持参すること。

ク 順位決定後に代表辞退が出た場合は次の県を代表とする。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認弓道コーチ１、公認弓道コ

ーチ２、公認弓道コーチ３のいずれかの資格を有する者であること。

６ 表 彰

各種別の第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当

該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 申込書記載の立順は、変更することはできない。なお、やむを得ず選手を変更する場合は、大会

総則１０（３）により、監督会議前までに、届け出た者に限り認める。

８ 熱中症対策について

（１）会場の換気と温度管理に留意する。

（２）注意喚起の掲示、放送等を行う。

９ そ の 他

（１） 審判会議・監督会議

・日 時 令和５年８月１８日（金）

審判会議 １５：００～１５：４０

監督会議 １５：４５～１６：３０

・会 場 サイクルショップコダマ大洲アリーナ 剣道場

住 所 大分市青葉町１番地

電 話 ０９７－５５１－１５１１

（２） 開始式

・日 時 令和５年８月１９日（土）９：００～

・会 場 大洲総合運動公園弓道場
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（１２）ライフル射撃競技

１ 期 日 令和５年８月１９日（土）・２０日（日）

種 別 種 目 ８月１９日 ８月２０日

成年男子

５０ｍライフル男子三姿勢６０発競技（ ） 決 勝

５０ｍライフル男子伏射６０発競技 決 勝

１０ｍエア・ピストル男子６０発競技 決 勝

成年女子

５０ｍライフル女子三姿勢６０発競技 決 勝

１０ｍエア・ライフル女子６０発競技 決 勝

１０ｍエア・ピストル女子６０発競技 決 勝

少年男子

１０ｍエア・ライフル少年男子立射６０発競技（ ） 決 勝

ビーム・ライフル少年男子６０発競技 決 勝

ビーム・ピストル少年男子６０発競技 決 勝

少年女子
１０ｍエア・ライフル少年女子立射６０発競技 決 勝

ビーム・ピストル少年女子６０発競技 決 勝

２ 会 場 由布市

（１）競技会場 大分県立庄内屋内競技場

（２）練習会場 同 上

３ 種別及び参加人員

種 別 種 目 監 督
小 計

監督
選 手

参加

県数
合 計

本大会

代表数

成年男子

ＦＲ３Ｐ

１ ７

１ ７

８４

３

ＦＲ６０ＰＲ １ ７ ４

ＡＰ６０ １ ７ ３

成年女子

Ｒ３Ｐ １ ７ ４

ＡＲ６０Ｗ １ ７ ４

ＡＰ６０Ｗ １ ７ ４

少年男子

ＡＲ６０Ｊ １ ７ ５

ＢＲ６０Ｊ １ ７ ４

ＢＰ６０Ｊ １ ７ ３

少年女子
ＡＲ６０ＷＪ １ ７ ５

ＢＰ６０ＷＪ １ ７ ３

４ 競技上の規程及び方法

（１） 準拠規程

各種目とも「ライフル射撃競技規則第１巻、第２巻最新版及び本国体要項」によるほか、本要項に

よる。

（２） 服 装

競技規定に定められたもので、競技開始前に検査を受けるものとする。

（３） 銃器・弾薬

ア １０ｍライフル、ＡＰ種目の出場選手は、銃の所持許可証、射手手帳、及び会員証を、５０ ラ

イフル種目の出場選手は、銃の所持許可証、火薬類譲受許可証、射手手帳、及び会員証を携帯

し、用具検査の際に提示しなければならない。年少射撃資格者が銃を使用する場合は、当該空

気銃の所持許可を受けている年少射撃監督者が帯同すること。ただし、省庁装備銃に関しては、

所属長等の発行する携帯証明書をもって所持許可証に代えることができる。

イ 全ての銃は、公益社団法人日本ライフル射撃協会の公認シール（公認カード）が貼付されてい

ること。

キ 日本弓を使用し、各自４矢のほか、予備の矢を持参すること。

ク 順位決定後に代表辞退が出た場合は次の県を代表とする。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認弓道コーチ１、公認弓道コ

ーチ２、公認弓道コーチ３のいずれかの資格を有する者であること。

６ 表 彰

各種別の第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当

該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 申込書記載の立順は、変更することはできない。なお、やむを得ず選手を変更する場合は、大会

総則１０（３）により、監督会議前までに、届け出た者に限り認める。

８ 熱中症対策について

（１）会場の換気と温度管理に留意する。

（２）注意喚起の掲示、放送等を行う。

９ そ の 他

（１） 審判会議・監督会議

・日 時 令和５年８月１８日（金）

審判会議 １５：００～１５：４０

監督会議 １５：４５～１６：３０

・会 場 サイクルショップコダマ大洲アリーナ 剣道場

住 所 大分市青葉町１番地

電 話 ０９７－５５１－１５１１

（２） 開始式

・日 時 令和５年８月１９日（土）９：００～

・会 場 大洲総合運動公園弓道場
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ウ 銃器は、各自携行し、競技開始前に検査を受けなければならない。

（４） 使用標的

ア ＳＢ： 電子標的

イ ＡＲ： 電子標的

ウ ＡＰ： 電子標的

エ ＢＲ： 公式 １０ ＢＲ射撃競技規則による標的

オ ＢＰ： 公式 １０ ＢＰ射撃競技規則による標的

（５） 抗 議

抗議に関しては、一般競技規則により処理する。

（６） 失格及び退場

「ライフル射撃競技規則」にいう「失格条項」に抵触した選手は失格とし、危害予防、円滑な大会

運営にかかる競技役員等の指示に従わないものは退場させる。

（７） 競技方法

特別国民体育大会実施要項に定められた方法とするが、ファイナルは行わない。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１） 大会に参加する監督・選手は、（公社）日本ライフル射撃協会の当該年度の会員登録者であり、

インテグリティ講習を受講済のこと。

（２）監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ライフル射撃コーチ３、

公認ライフル射撃コーチ４のいずれかの資格を有する者で、かつ（公社）日本ライフル射撃協会認

定Ｂ級コーチを有する者とする。なお、選手と監督は兼任できない。

６ 表 彰

各種目のブロック通過者に賞状を授与する。（表彰式は実施しない）

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）ヘアクセスし，必要項目を入力の上、当

該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 申込後の選手の交代は疾病、傷害等特別な場合に限ることとし、大会総則１０（３）の手続きを

完了した者に限る。その可否は代表者会議において決定する。

８ 参加上の注意

（１） 参加選手はもちろん、監督は危害防止について細心の注意を払うこと。

（２） 銃器、弾薬の携帯、保管については、各自十分注意すること。

（３） 射座及び会場の清掃、整理整頓、後片付けは参加者全員が協力して実施すること。

（４） ビーム・ライフル、ビーム・ピストル及びそれらに使用するバッテリーは各自持参すること。

９ そ の 他

（１） 公式練習

・日 時 令和５年８月１８日（金）９：００～１５：００

・会 場 大分県立庄内屋内競技場

（２） 代表者会議

・日 時 令和５年８月１８日（金）１５：００～１６：３０

・会 場 大分県立庄内屋内競技場（第二会議室）

（３） 開始式・閉会式

※実施の可否や参加人数等は、新型コロナウイルス感染症の感染状況によるものとする。

（４） 競技会実施

※有観客を前提とするが、新型コロナウイルス感染症の感染状況によるものとする。

（５） 熱中症対策

※避暑用テントの設置し選手等の体調管理を行う。

※館内放送及び掲示にて注意喚起を行う。
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（１３）剣道競技

１ 期 日 令和５年８月２０日（日）

種 別 ８月２０日 日

成年女子

リーグ戦少年男子

少年女子

２ 会 場 大分市

（１） 競技会場 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター レゾナックメイン競技場 
（２） 練習会場 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター レゾナック武道場１・２

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 本大会代表数

成年女子 ３ ７ ２１

１０５

３

少年男子 １ ５ ７ ４２ ３

少年女子 １ ５ ７ ４２ ３

４ 競技上の規程及び方法

（１） 競技上の規程

ア （公財）全日本剣道連盟剣道試合・審判規則・同細則及び主催大会実施にあたっての感

染拡大予防ガイドライン（新型コロナウイルス感染症が収束するまでの暫定的な試合・

審判方法）並びに本大会の実施要項による。

イ 審判員は剣道七段以上６５歳以下とし、原則として各県５名（沖縄県３名）、開催県１３

名（審判長含む）とする。

（２） 競技方法

ア 試合は、総当たりリーグ戦とし、勝者数法で行う。

イ 試合は３本勝負とし、時間は４分とする。勝敗が決しない場合は引き分けとする。

※一試合ごとの代表者戦は行わない。

（３） 順位決定（次の順により順位を決定する。）

① 勝ち数の多いチーム。

② 引き分け数の多いチーム。

③ 勝者数の多いチーム。

④ 総本数の多いチーム。

⑤ ①から④が同数の場合は、敗者数の少ないチームを上位とする。

⑥ ①から⑤までが全て同数の場合は代表者戦を行う。ただし、３位以上の順位決定に限り、他

は行わない。

⑦ 代表者戦は次の通りとする。

ア 成年女子は、監督の抽選により代表年代を決定する。

※代表者戦が３チーム以上の場合は、監督が抽選を行い、試合順を決定する。なお、そ

の際の代表者は１試合ごと監督が抽選を行い、代表年代を決定する。

ウ 銃器は、各自携行し、競技開始前に検査を受けなければならない。

（４） 使用標的

ア ＳＢ： 電子標的

イ ＡＲ： 電子標的

ウ ＡＰ： 電子標的

エ ＢＲ： 公式 １０ ＢＲ射撃競技規則による標的

オ ＢＰ： 公式 １０ ＢＰ射撃競技規則による標的

（５） 抗 議

抗議に関しては、一般競技規則により処理する。

（６） 失格及び退場

「ライフル射撃競技規則」にいう「失格条項」に抵触した選手は失格とし、危害予防、円滑な大会

運営にかかる競技役員等の指示に従わないものは退場させる。

（７） 競技方法

特別国民体育大会実施要項に定められた方法とするが、ファイナルは行わない。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１） 大会に参加する監督・選手は、（公社）日本ライフル射撃協会の当該年度の会員登録者であり、

インテグリティ講習を受講済のこと。

（２）監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ライフル射撃コーチ３、

公認ライフル射撃コーチ４のいずれかの資格を有する者で、かつ（公社）日本ライフル射撃協会認

定Ｂ級コーチを有する者とする。なお、選手と監督は兼任できない。

６ 表 彰

各種目のブロック通過者に賞状を授与する。（表彰式は実施しない）

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）ヘアクセスし，必要項目を入力の上、当

該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 申込後の選手の交代は疾病、傷害等特別な場合に限ることとし、大会総則１０（３）の手続きを

完了した者に限る。その可否は代表者会議において決定する。

８ 参加上の注意

（１） 参加選手はもちろん、監督は危害防止について細心の注意を払うこと。

（２） 銃器、弾薬の携帯、保管については、各自十分注意すること。

（３） 射座及び会場の清掃、整理整頓、後片付けは参加者全員が協力して実施すること。

（４） ビーム・ライフル、ビーム・ピストル及びそれらに使用するバッテリーは各自持参すること。

９ そ の 他

（１） 公式練習

・日 時 令和５年８月１８日（金）９：００～１５：００

・会 場 大分県立庄内屋内競技場

（２） 代表者会議

・日 時 令和５年８月１８日（金）１５：００～１６：３０

・会 場 大分県立庄内屋内競技場（第二会議室）

（３） 開始式・閉会式

※実施の可否や参加人数等は、新型コロナウイルス感染症の感染状況によるものとする。

（４） 競技会実施

※有観客を前提とするが、新型コロナウイルス感染症の感染状況によるものとする。

（５） 熱中症対策

※避暑用テントの設置し選手等の体調管理を行う。

※館内放送及び掲示にて注意喚起を行う。
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イ 少年男子、少年女子は、監督が任意に代表者を選出する。

※代表者戦が３チーム以上の場合は、監督が抽選を行い、試合順を決定する。なお、そ

の際の代表者は１試合ごと任意の選手とする。（同一選手でもよい。）

ウ 代表者戦は時間無制限の１本勝負とする。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１） 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認剣道コーチ

１、公認剣道コーチ２のいずれかの資格を有する者であること。

（２） 成年女子の構成年齢について

○ 先鋒：１９９３年４月２日 ～ ２００５年４月１日に生まれた者 ・・１名

○ 中堅：１９８３年４月２日 ～ １９９３年４月１日に生まれた者 ・・１名

○ 大将：１９８３年４月１日以前に生まれた者 ・・・・・・・・・・ ・１名

３ 少年男子及び少年女子の構成年齢について

選手は、５名をもって１チームとし、２００５年４月２日以降に生まれた者とする。ただし、

中学生以下の参加は認めない。

６ 表 彰

各種別の第１位から第３位まで賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 申込時に少年男子、少年女子は各２名の補欠選手を認める。

（３） 申込後の選手の交代は、大会総則１０（３）による。なお、特別な事情で選手を交代する場合、

選手交代届は監督会議開催までとする。

８ 参加上の注意

（１） 紅白の目印（長さ７０ｃｍ・幅５ｃｍ）は各チームで持参のこと。

（２） 監督の服装は、剣道着、袴とする。

９ 熱中症対策について

（１）会場の換気と温度管理に留意する。

（２）選手控室を設置し、選手等の体調を行う。

（３） 注意喚起の掲示、放送等を行う。

１０ そ の 他

（１）練 習

・日 時 令和５年８月１９日（土） ９：００～１７：００

・会 場 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター レゾナック武道場１・２

（２）審判会議

・日 時 令和５年８月１９日（土） １６：００～１６：５０

・会 場 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター 会議室
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（３）監督会議

・日 時 令和５年８月１９日（土） １７：００～１７：５０

・会 場 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター 会議室

（４）竹刀計量・検査

・日 時 令和５年８月２０日（日） ７：３０～８：３０

・場 所 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター ロビー

（５）開 始 式

・日 時 令和５年８月２０日（日） ９：００～９：３０

・会 場 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター レゾナックメイン競技場

イ 少年男子、少年女子は、監督が任意に代表者を選出する。

※代表者戦が３チーム以上の場合は、監督が抽選を行い、試合順を決定する。なお、そ

の際の代表者は１試合ごと任意の選手とする。（同一選手でもよい。）

ウ 代表者戦は時間無制限の１本勝負とする。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１） 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認剣道コーチ

１、公認剣道コーチ２のいずれかの資格を有する者であること。

（２） 成年女子の構成年齢について

○ 先鋒：１９９３年４月２日 ～ ２００５年４月１日に生まれた者 ・・１名

○ 中堅：１９８３年４月２日 ～ １９９３年４月１日に生まれた者 ・・１名

○ 大将：１９８３年４月１日以前に生まれた者 ・・・・・・・・・・ ・１名

３ 少年男子及び少年女子の構成年齢について

選手は、５名をもって１チームとし、２００５年４月２日以降に生まれた者とする。ただし、

中学生以下の参加は認めない。

６ 表 彰

各種別の第１位から第３位まで賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 申込時に少年男子、少年女子は各２名の補欠選手を認める。

（３） 申込後の選手の交代は、大会総則１０（３）による。なお、特別な事情で選手を交代する場合、

選手交代届は監督会議開催までとする。

８ 参加上の注意

（１） 紅白の目印（長さ７０ｃｍ・幅５ｃｍ）は各チームで持参のこと。

（２） 監督の服装は、剣道着、袴とする。

９ 熱中症対策について

（１）会場の換気と温度管理に留意する。

（２）選手控室を設置し、選手等の体調を行う。

（３） 注意喚起の掲示、放送等を行う。

１０ そ の 他

（１）練 習

・日 時 令和５年８月１９日（土） ９：００～１７：００

・会 場 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター レゾナック武道場１・２

（２）審判会議

・日 時 令和５年８月１９日（土） １６：００～１６：５０

・会 場 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター 会議室
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（１４）アーチェリー競技

１ 期 日 令和５年８月２０日（日）

種 別 ８月１９日（土） ８月２０日（日）

成年男子 監督会議 １４：００～１４：３０ 競 技

７０ｍラウンド

９：３０～１３：３０

（昼食は競技終了後とする）成年女子 用具検査 １４：３０～１６：００

少年男子 公式練習 １４：３０～１６：００ 表 彰 式 １４：３０～１５：００

少年女子 開 始 式 １６：３０～１７：００ 閉 会 式

２ 会 場 由布市

（１） 競技会場 湯布院スポーツセンター 第一競技場

（２） 練習会場 同 上

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督※１ 選 手 参加県数 小 計※２ 合 計※３ 本大会代表数※４

成年男子 ３ ７ ２８

１１２

２

成年女子 ２名以上 ３ ７ ２８ ２

少年男子 ４名以下 ３ ７ ２８ ３

少年女子 ３ ７ ２８ ３

※１ 監督の配置は、２名以上４名以下とする。監督が参加種別の数に満たない場合は、少年の部へ

優先して配置すること。

※２、※３ 最大数を示す。

※４ 本大会への代表となった県が、出場を辞退した場合は、理由の如何を問わず、新たな予選会を

実施することなく、この大会での次順位の県が代表権を得る。その県も、辞退した場合には、

次の次順位の県が代表権を得る。以下、これを繰り返す。

４ 競技上の規程及び方法

（１） 競技上の規程

ア 公益社団法人全日本アーチェリー連盟競技規則の「アウトドアターゲットアーチェリーラ

ウンド」による。

イ 競技は、７０ｍラウンド（７２射）とし、各種別の同一選手をもって行う。

ウ 選手、監督の兼任はできない。

エ 参加資格に不備や虚偽のものが出場した場合には、そのチームを大会から除外して行う。

（２） 競技方法

ア 各距離とも１標的４名（Ａ・Ｂ－Ｃ・Ｄ）で、２立射ちとする。

イ 競技は、６射３分（×１２回）とする。

ウ 競技開始前に、３分フリー（×１回）の試射を行う。

エ 得点の記録は、その矢を所有する競技者の呼称に従って、高い得点から順に記入し、当該

標的の他の競技者は、呼称した得点と記入得点を確認する。

オ 競技は、音響・視覚時間管理装置により進行する。

カ 本大会への代表の県を決定する場合は、得点により順位を付けて上位からとする。なお、得

点が同点のため本大会代表数以上となった場合は、同点の県による１チーム３射（各競技者

１射）のシュートオフを実施し、順位を決定する。
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５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１） 参加選手は、本年度の公益社団法人全日本アーチェリー連盟に会員競技者登録を完了し、「А・

Ｊ・А・Ｆターゲットスターバッジ」の資格を取得している者であること。

監督は、本年度の公益社団法人全日本アーチェリー連盟に会員登録を完了し、公益財団法人日本

スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認アーチェリーコーチ１、公認アーチェリー

コーチ２、公認アーチェリーコーチ３、公認アーチェリーコーチ４のいずれかの資格を有する者

であること。

（２） 各予選の結果、代表として選抜推薦された競技者をもってチームを編成しなければならない。

（３） 少年種別に参加できる選手には、２００８年４月２日から２００９年４月１日までに生まれた

中学３年生を含むものとする。

６ 表 彰

各種別の第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２） 選手変更等

参加申込締切後の選手の変更は、疾病、傷害等特別な事情でない限り認められない。なお、変更

する場合には、各県予選会出場者に限り変更を認める。ただし、監督会議の前日までに大会総則

１０（３）により申し出ること。

８ 参加上の注意

（１） 参加出場者のユニフォームは、チーム内が同一のもので、上衣には所属県が明記されたものを

着用すること。

（２） 選手の事情による得点記録の代理者においても、上記と同様の服装とする。

（３） 監督は、交付される監督腕章を当該種別競技中、左腕に付けなければならない。

（４） 「スターバッジ」及び「公益社団法人全日本アーチェリー連盟競技者登録会員証」は常時携帯

し、用具検査時の求めに応じて提示しなければならない。

（５） 開始式・表彰式には、監督・選手ともユニフォームを着用し、必ず参加のこと。

（６） 参加県は、各県旗を持参すること。なお、これに要する旗竿は１００ｃｍ×１５０ｃｍの旗に見

合った長さのものを開催地において準備する。

（７） 本大会に出場する全選手の成績の記載された県予選会成績表（Ａ４）１部を大会開催２週間前

までに開催県協会事務局あてに提出すること。

９ 熱中症対策について

（１） 試合中にクーリングブレイクとして３エンドごとに１０～１５分程度をとる。

（２） 避暑用テントを設置し、選手等の体調管理を行う。

（３） 注意喚起の掲示、放送等を行う。

１０ そ の 他

（１） 監督会議

・日 時 令和５年８月１９日（土） １４：００～１４：３０

・会 場 由布市 湯布院スポーツセンター 大研修室

（２） 用具検査

・日 時 令和５年８月１９日（土） １４：３０～１６：００

・会 場 由布市 湯布院スポーツセンター 第一競技場

（３） 公式練習

・日 時 令和５年８月１９日（土） １４：３０～１６：００

・会 場 由布市 湯布院スポーツセンター 第一競技場

（４） 開 始 式

・日 時 令和５年８月１９日（土） １６：３０～１７：００

・会 場 由布市 湯布院スポーツセンター 第一競技場

（１４）アーチェリー競技

１ 期 日 令和５年８月２０日（日）

種 別 ８月１９日（土） ８月２０日（日）

成年男子 監督会議 １４：００～１４：３０ 競 技

７０ｍラウンド

９：３０～１３：３０

（昼食は競技終了後とする）成年女子 用具検査 １４：３０～１６：００

少年男子 公式練習 １４：３０～１６：００ 表 彰 式 １４：３０～１５：００

少年女子 開 始 式 １６：３０～１７：００ 閉 会 式

２ 会 場 由布市

（１） 競技会場 湯布院スポーツセンター 第一競技場

（２） 練習会場 同 上

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督※１ 選 手 参加県数 小 計※２ 合 計※３ 本大会代表数※４

成年男子 ３ ７ ２８

１１２

２

成年女子 ２名以上 ３ ７ ２８ ２

少年男子 ４名以下 ３ ７ ２８ ３

少年女子 ３ ７ ２８ ３

※１ 監督の配置は、２名以上４名以下とする。監督が参加種別の数に満たない場合は、少年の部へ

優先して配置すること。

※２、※３ 最大数を示す。

※４ 本大会への代表となった県が、出場を辞退した場合は、理由の如何を問わず、新たな予選会を

実施することなく、この大会での次順位の県が代表権を得る。その県も、辞退した場合には、

次の次順位の県が代表権を得る。以下、これを繰り返す。

４ 競技上の規程及び方法

（１） 競技上の規程

ア 公益社団法人全日本アーチェリー連盟競技規則の「アウトドアターゲットアーチェリーラ

ウンド」による。

イ 競技は、７０ｍラウンド（７２射）とし、各種別の同一選手をもって行う。

ウ 選手、監督の兼任はできない。

エ 参加資格に不備や虚偽のものが出場した場合には、そのチームを大会から除外して行う。

（２） 競技方法

ア 各距離とも１標的４名（Ａ・Ｂ－Ｃ・Ｄ）で、２立射ちとする。

イ 競技は、６射３分（×１２回）とする。

ウ 競技開始前に、３分フリー（×１回）の試射を行う。

エ 得点の記録は、その矢を所有する競技者の呼称に従って、高い得点から順に記入し、当該

標的の他の競技者は、呼称した得点と記入得点を確認する。

オ 競技は、音響・視覚時間管理装置により進行する。

カ 本大会への代表の県を決定する場合は、得点により順位を付けて上位からとする。なお、得

点が同点のため本大会代表数以上となった場合は、同点の県による１チーム３射（各競技者

１射）のシュートオフを実施し、順位を決定する。
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（１５）銃剣道競技

１ 期 日 令和５年８月２０日（日）

種 別 ８月２０日（日）

少年男子 リーグ戦

２ 会 場 別府市

（１）競技会場 別府市民体育館 アリーナ

（〒８７４－０９０３ 別府市大字別府３０１６番地の１）

（２）練習会場 別府市民体育館 剣道場

（〒８７４－０９０３ 別府市大字別府３０１６番地の１）

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 合 計 本大会代表数

少年男子 １ ３ ７ ２８ ２

４ 競技上の規程及び方法

（１）競技上の規程

ア 競技規則は、銃剣道教則、試合審判規則及び細則による。

イ 審判員は、（公社）全日本銃剣道連盟の指定審判員資格を有するＢ級以上の者とし、

鹿児島県１名、宮崎県１名、大分県１名、長崎県１名、佐賀県１名

福岡県２名、熊本県２名、なお、審判長は九州地区銃剣道協議会が推薦する。

（２）競技方法

ア 全チームのリーグ戦を行い、順位を決定する。

イ 勝負は３本勝負、試合時間５分、延長２分、勝敗が決定しない場合は、「判定」で勝敗を決定

する。

ウ 順位決定は、団体勝数、勝者数、勝本数の順序とし、勝本数同数の場合は代表戦（大将）と

し、一本勝負をもって決定する。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるものとする。

監督は（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格 銃剣道コーチ１又は銃剣道コーチ２ の

保有者とする。

６ 表 彰

第１位から第３位までに賞状を授与する。
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７ 参加申込方法

所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込受付窓口）へアクセスし，必要項目を入力の上、当該

県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

申し込み後の選手交代は、特別な事情がない限り認めない。なお特別な事情で選手を変更する場合

は、総則１０（３）により、監督会議の前までに届け出ることとする。

８ 参加上の注意

（１） 各県代表選手は競技に際し、防具の垂中央の一面に黒布を付け、所属県名及び姓を白書し縫着

すること。

（例）
大 分

名

前

（２） 各県の監督は、その責任を明確にするため、次に示す腕章を着装すること。

（白布，黒書とする）

（例）
県 名

監 督

９ そ の 他

（１）審判・監督会議

・日 時 令和５年８月１９日（土） １５：００～１６：００

・会 場 別府市民体育館 会議室

（〒８７４－０９０３ 別府市大字別府３０１６番地の１）

（２）開始式

・日 時 令和５年８月２０日（日） ９：３０～ １０：００

・会 場 別府市民体育館 アリーナ

（〒８７４－０９０３ 別府市大字別府３０１６番地の１）

１０ｃｍ

３２～４０ｃｍ

（１５）銃剣道競技

１ 期 日 令和５年８月２０日（日）

種 別 ８月２０日（日）

少年男子 リーグ戦

２ 会 場 別府市

（１）競技会場 別府市民体育館 アリーナ

（〒８７４－０９０３ 別府市大字別府３０１６番地の１）

（２）練習会場 別府市民体育館 剣道場

（〒８７４－０９０３ 別府市大字別府３０１６番地の１）

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 合 計 本大会代表数

少年男子 １ ３ ７ ２８ ２

４ 競技上の規程及び方法

（１）競技上の規程

ア 競技規則は、銃剣道教則、試合審判規則及び細則による。

イ 審判員は、（公社）全日本銃剣道連盟の指定審判員資格を有するＢ級以上の者とし、

鹿児島県１名、宮崎県１名、大分県１名、長崎県１名、佐賀県１名

福岡県２名、熊本県２名、なお、審判長は九州地区銃剣道協議会が推薦する。

（２）競技方法

ア 全チームのリーグ戦を行い、順位を決定する。

イ 勝負は３本勝負、試合時間５分、延長２分、勝敗が決定しない場合は、「判定」で勝敗を決定

する。

ウ 順位決定は、団体勝数、勝者数、勝本数の順序とし、勝本数同数の場合は代表戦（大将）と

し、一本勝負をもって決定する。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるものとする。

監督は（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格 銃剣道コーチ１又は銃剣道コーチ２ の

保有者とする。

６ 表 彰

第１位から第３位までに賞状を授与する。
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（１６）なぎなた競技

１ 期 日 令和５年８月１７日（木）

種 別 ８月１７日（木）

少年女子 リーグ戦方式

２ 会 場 大分市

（１） 競技会場 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター レゾナックメイン競技場

大分市横尾１３５１

（２） 練習会場 １６日（水）１３：００～１７：００

大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター レゾナック武道場

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 本大会代表数

少年女子 １ ３ ７ ２８ ２８ ５

４ 競技上の規程及び方法

（１） 競技規程及び審判員

ア （公財）全日本なぎなた連盟競技規定並びに審判規定による。

イ 種別の選手編成は１チーム３名（先鋒・中堅・大将）とする。

ウ 審判員は、九州なぎなた連盟において選出する。

（２） 競技方法

ア 試合はリーグ戦方式とする。

イ 試合時間は３分。勝敗が決しない場合は延長戦を行う。延長時間は２分、延長１回で勝敗

が決しない場合は、審判員の判定とする。

ウ 順位決定方法

１） 勝数の多い県

２） １）で同数の場合は、勝者数の多い県。

３） ２）で同数の場合は、総本数の多い県。

４） ３）で同数の場合は、負数の少ない県。

５） ４）で同数の場合は、負者数の少ない県。

６） ５）で同数の場合は、負本数の少ない県。

７） ６）で同数の場合は、代表決定戦を行い、必ず勝敗を決する。

５ 参加資格

（１） 特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、国民体育大会なぎなた競技実施要

項による。ただし、少年女子の種別を対象とする。

（２） 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認なぎなたコー

チ１、公認なぎなたコーチ２、公認なぎなたコーチ３、公認なぎなたコーチ４のいずれかの資格

を有する者とする。
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６ 表 彰

第１位から第３位までに賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申し込み手続きを完了すること。

（２） 申込後の選手の交代は、大会総則１０（３）により、疾病、傷病等特別な場合に限り認め、変

更申請は監督会議までとする。ただし、変更する選手は県予選会に参加した選手に限り認める

が、試合の構成の変更は認めず、その欠如したところに出場させること。

（３） 県予選の参加者名簿を申込と同時に主管県連盟へ報告すること。

８ 参加上の注意

（１） 試合選手は、垂れにゼッケン（黒地または紺地）をつける。ゼッケンの上部に白地で県名（横

書き）中央に姓（縦書き）を明記する。

（２） 選手の資格による構成は自由とする。

９ 熱中症対策について

○ 選手・監督，役員，観客等は，各自飲料を用意し適宜水分補給を行うこと。

○ 注意喚起の放送等を行う。

１０ そ の 他

（１） 用具検定

・日 時 令和５年８月１６日（水） １５：００ ～ １５：３０

・会 場 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター レゾナック武道場

（２） 監督会議

・日 時 令和５年８月１６日（水） １６：００ ～ １６：５０

・会 場 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター 会議室１

（３） 審判会議

・日 時 令和５年８月１６日（水） １７：００ ～ １７：５０

・会 場 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター 会議室２

（４） 開 始 式

・日 時 令和５年８月１７日（木） ９：００ ～ ９：２０

・会 場 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター レゾナックメイン競技場

（１６）なぎなた競技

１ 期 日 令和５年８月１７日（木）

種 別 ８月１７日（木）

少年女子 リーグ戦方式

２ 会 場 大分市

（１） 競技会場 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター レゾナックメイン競技場

大分市横尾１３５１

（２） 練習会場 １６日（水）１３：００～１７：００

大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター レゾナック武道場

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 本大会代表数

少年女子 １ ３ ７ ２８ ２８ ５

４ 競技上の規程及び方法

（１） 競技規程及び審判員

ア （公財）全日本なぎなた連盟競技規定並びに審判規定による。

イ 種別の選手編成は１チーム３名（先鋒・中堅・大将）とする。

ウ 審判員は、九州なぎなた連盟において選出する。

（２） 競技方法

ア 試合はリーグ戦方式とする。

イ 試合時間は３分。勝敗が決しない場合は延長戦を行う。延長時間は２分、延長１回で勝敗

が決しない場合は、審判員の判定とする。

ウ 順位決定方法

１） 勝数の多い県

２） １）で同数の場合は、勝者数の多い県。

３） ２）で同数の場合は、総本数の多い県。

４） ３）で同数の場合は、負数の少ない県。

５） ４）で同数の場合は、負者数の少ない県。

６） ５）で同数の場合は、負本数の少ない県。

７） ６）で同数の場合は、代表決定戦を行い、必ず勝敗を決する。

５ 参加資格

（１） 特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、国民体育大会なぎなた競技実施要

項による。ただし、少年女子の種別を対象とする。

（２） 監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認なぎなたコー

チ１、公認なぎなたコーチ２、公認なぎなたコーチ３、公認なぎなたコーチ４のいずれかの資格

を有する者とする。
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（１７）ボクシング競技
１ 期 日

（１）開 会 式 令和５年８月２１日（月）１５：００

（２）競技日程 令和５年８月２２日（火）～２４日（木）

種 別 ８月２１日（月） ８月２２日（火） ８月２３日（水） ８月２４日（木）

成年男子 監督会議 １ 回 戦 準 決 勝 決 勝

成年女子 組合せ抽選 １ 回 戦 準 決 勝 決 勝

少年男子 開会式 １ 回 戦 準 決 勝 決 勝

（３）閉 会 式 令和５年８月２４日（木）競技終了後

２ 会 場

（１）競 技 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター レゾナックメイン競技場

〒８７０ ０１２６ 大分県大分市横尾１３５１

（２）開会式 同 上

（３）閉会式 同 上

３ 種別及び参加人員 （注）少年男子監督２名のうち１名はセカンド。

種 別 監督 セカンド 選手 参加県
小 計 合計

（人）

本大会

代表数監督 セカンド 選手

成年男子 １ － ５ ７ ７ － ３５

１０５

４

成年女子 １ － １ ７ ７ － ７ ２

少年男子 １ １ ５ ７ ７ ７ ３５ ４

（注１）監督・セカンドとも公益社団法人日本ボクシング連盟（以下、日本連盟）役員登録済みで

あること。

（注２）監督・セカンドと選手の兼任はできない。（サブセカンド・アシスタントセカンドは除く）

４ 競技上の規程及び方法

（１）競技規則は、２０２３年度日本連盟競技規則による。

（２）代表チーム編成は、次の各階級とする。

＜成年男子＞

ライトフライ、フライ、バンタム、ライト、ライトウェルター、

ウェルター、ミドル、ライトヘビーの以上８階級。

＜成年女子＞

フライの１階級。

＜少年男子＞

ピン、ライトフライ、フライ、バンタム、ライト、ライトウェルター、

ウェルター、ミドルの以上８階級。

（３）成年男子及び少年男子種別における代表チームの階級の選定は全て異なった階級とし、規定さ

れた８階級のうち任意の５階級に出場する。

（４）競技は、トーナメント方式で行い、３位決定戦及び順位決定戦は行わない。
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（５）試合時間は、下記のとおりとする。

種 別 第１ラウンド 休憩 第２ラウンド 休憩 第３ラウンド

成年男子 ３分 １分 ３分 １分 ３分

成年女子 ３分 １分 ３分 １分 ３分

少年男子 ２分 １分 ２分 １分 ２分

（６）組合せ抽選は、監督会議と並行して行う。

（７）競技日程

期 日 健診・計量等 競技等開始時刻

令和５年

８月２１日

（月）

：

：

：

受付開始（ｽﾎﾟｰﾂｴﾝﾄﾘｰｽﾞﾁｪｯｸ）

監督会議・組み合わせ抽選会

開会式

【注 意】

スポーツエントリーズチェックは、スポーツエントリ

ーズチェック提出用紙及び健康申告書等を受付に提出

： ～ ： （随時受付）

８月２２日

（火）
：

成年女子、少年男子、成年男子の順

レゾナック武道スポーツセンター
： 成年女子・少年男子・成年男子の順

８月２３日

（水）
：

成年女子、少年男子、成年男子の順

レゾナック武道スポーツセンター
： 成年女子・少年男子・成年男子の順

８月２４日

（木）
：

成年女子、少年男子、成年男子の順

レゾナック武道スポーツセンター

：

競技終了後

成年女子・少年男子・成年男子の順

閉会式

（注１）健診・計量は種別・階級ごとにセッション制を導入し、各種別に設けた時間に行う。受

付終了時刻を厳守。遅刻は一切認めない。（詳細は監督会議にて告知）

（注２）競技は、成年女子種別、少年男子種別、成年男子種別の順に行う。

（８）勝敗は得点数により決定する。

（９）順位決定方法

ア 総合成績順位は競技得点の合計とし、得点の多い県順に第１位から第４位までを決定する。

ただし、同点の場合は、（ア）１位の数による（イ）２位の数による（ウ）３位の数による

（エ）（ウ）までに決定しない場合は監督の抽選により決定する。

イ 競技得点

成年男子、成年女子、少年男子とも各種目（各階級）に１位５点、２位３点、３位（２名）

各１点及び勝ち点１点の得点を与える。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく公認ボクシングコーチ１、

公認ボクシングコーチ３、公認ボクシングコーチ４のいずれかの資格を有すること。

※ 本大会が開催される年度の４月１日時点（２０２３年４月１日）で公認スポーツ指導者資格を

有し、かつ有効期限が本大会が開催される年度の末日（２０２４年３月３１日）以降であること。

６ 表 彰

個人、団体ともに３位まで表彰する。ただし、個人の表彰は準決勝･決勝の試合後に行い、団体の表

彰は閉会式で行う。

（１７）ボクシング競技
１ 期 日

（１）開 会 式 令和５年８月２１日（月）１５：００

（２）競技日程 令和５年８月２２日（火）～２４日（木）

種 別 ８月２１日（月） ８月２２日（火） ８月２３日（水） ８月２４日（木）

成年男子 監督会議 １ 回 戦 準 決 勝 決 勝

成年女子 組合せ抽選 １ 回 戦 準 決 勝 決 勝

少年男子 開会式 １ 回 戦 準 決 勝 決 勝

（３）閉 会 式 令和５年８月２４日（木）競技終了後

２ 会 場

（１）競 技 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター レゾナックメイン競技場

〒８７０ ０１２６ 大分県大分市横尾１３５１

（２）開会式 同 上

（３）閉会式 同 上

３ 種別及び参加人員 （注）少年男子監督２名のうち１名はセカンド。

種 別 監督 セカンド 選手 参加県
小 計 合計

（人）

本大会

代表数監督 セカンド 選手

成年男子 １ － ５ ７ ７ － ３５

１０５

４

成年女子 １ － １ ７ ７ － ７ ２

少年男子 １ １ ５ ７ ７ ７ ３５ ４

（注１）監督・セカンドとも公益社団法人日本ボクシング連盟（以下、日本連盟）役員登録済みで

あること。

（注２）監督・セカンドと選手の兼任はできない。（サブセカンド・アシスタントセカンドは除く）

４ 競技上の規程及び方法

（１）競技規則は、２０２３年度日本連盟競技規則による。

（２）代表チーム編成は、次の各階級とする。

＜成年男子＞

ライトフライ、フライ、バンタム、ライト、ライトウェルター、

ウェルター、ミドル、ライトヘビーの以上８階級。

＜成年女子＞

フライの１階級。

＜少年男子＞

ピン、ライトフライ、フライ、バンタム、ライト、ライトウェルター、

ウェルター、ミドルの以上８階級。

（３）成年男子及び少年男子種別における代表チームの階級の選定は全て異なった階級とし、規定さ

れた８階級のうち任意の５階級に出場する。

（４）競技は、トーナメント方式で行い、３位決定戦及び順位決定戦は行わない。
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７ 参加申込方法

（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２）参加申込締切後の選手の変更は、疾病、傷害等の特別な場合のみ認めるものとし、「トップアス

リートの国民体育大会参加資格の特例措置」の適応を受ける選手又は各県の選考会に出場した

選手に限り認める。ただし、その場合、下記提出先に、それぞれ医師の診断書を添えて、文書

で届けなければならない。また、参加申込み階級の変更は認めない。その取り扱いについては

次の通りとする。

ア 提出期限 令和５年（２０２３年）８月１８日（金）必着

（注）下記イ ｱ 、 ｲ への申込みについては書留郵便又は宅配便等により送付すること。

イ 提出先

ｱ 〒８７０ ８５０３ 大分市府内町３丁目１０番１号

令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会 大分県実行委員会事務局

０９７ ５０６ ５６５６ ０９７ ５０６ １８１２

ｲ 〒８７０ ０９４８ 大分県大分市芳河原台１２－１ 大分県立大分工業高等学校内

大分県ボクシング連盟 理事長 池端 敬介

０９７ ５６８ ７３２２

８ 参加上の注意

（１）必ず個人で持参するもの

選手手帳、健康保険証、競技用具（ユニホーム、ヘッドギア、シューズ、マウスピース、カッ

ププロテクター〈男子種別〉、チェストガード〈成年女子種別〉、ローブローガード〈成年女子

種別〉等）。

ア ヘッドギア（少年男子種別、成年女子種別）

ｱ 日本連盟の検定品マークのついているもので劣化していないもの。

ｲ 清潔で状態の良いものであること。

ｳ コーナー色のヘッドギア（赤色及び青色）を着用すること。

イ ユニホーム

ｱ コーナー色（赤色及び青色）のものを着用すること。

ｲ 詳細は、日本連盟のユニフォームガイドラインによる。

ウ マウスピース

赤色及び赤色系統の色が含まれたマウスピースは使用できない。

エ カッププロテクター及びローブローガード（成年女子種別）

ｱ 全ての男子競技者はカッププロテクターを着用しなくてはならない。女子の競技者は任

意である。

ｲ 使用の際は標的領域（ターゲットエリア）を覆ってはならない。

オ チェストガード（成年女子種別）

女子は競技能力を妨げず胸部に良くフィットしたチェストガードを着用してもよい。チェス

トガードは背部の留め金以外に金属を使用してはいけない。あばら骨を含むターゲットエリ

アを覆ってはならない。

（２）バンテージは日本連盟検定品を使用し、各自持参すること。
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（３）毛髪、身体装飾品・器械、入れ墨・タトゥーについては、日本ボクシング連盟医事ハンドブッ

ク CHAPTER Ⅹを厳守すること。

ア 前額部を覆う長髪は視野を制限し、眼球傷害を引き起こしてしまう。長髪の場合はゴム等で

適切にまとめ、目に入らない様にしなくてはならない。ヘッドガードを使用する場合はヘアネ

ットかスイミングキャップをかぶってまとめた後に装着しなくてはならない。ヘアピンなど

のアクセサリーは使用してはならない。ヘアネット又はスイミングキャップは、必ず個人で持

参すること。

イ クリンチの際、ひげやつけまつげは対戦相手の眼に入り角膜擦過傷を引き起こす危険性があ

るため禁止である。口髭・あご髭はきれいに剃らなければならない。

ウ ボクシング競技では、ピアスなどの身体装飾品の装着は認められない。また、身体のどの部位

についても、サイズの大小にかかわらず、入れ墨・タトゥーは認められない。シールも同様で

ある。なお、植え込み器械（電子機器を含む）または身体機能を変える可能性のある器械の装

着については、循環器専門医の許可（診断書）があれば、要注意下に競技可能である。

（４）成年女子種別については、以下の項目を遵守すること。

ア 競技の服装

上半身はノースリーブ、下半身はトランクスまたは競技用スカートとすること。トランクスの

下にスパッツの着用は許されるが、トランクスの長さより短くなければならない。

イ 計量

同性の役員がいない場合、競技用服装等を着用しての計量から、着用の服装の重量を控除して

計量することができる。

ウ 健康申告書

毎日の健診で、日本連盟競技規則別紙５の申告書を提出しなければならない。１８歳以上の女

子競技者は本人の署名及び捺印、１８歳未満の女子競技者は本人及び両親あるいは法的後見

人の中の一人から署名及び捺印を必要とする。

（５）競技中の疾病・負傷等の応急処置は主催者が行うが、以降の責任は負わない。

（６）選手手帳は大会日数分の記載欄があるもので、写真が貼付されているものであること。なお、

会場地での選手手帳の発行は一切行わない。

（７）監督・セカンドは、日本連盟に２０２３年度の役員登録済みの者であること。チーフセカンド

については、日本連盟公認セカンド資格のＡ級かＢ級のいずれかを有していること。

（８）ＣＴスキャン（またはＭＲＩ）にて「頭蓋内病変」及び「くも膜のう胞」がないことの証明を

受けていること。

（９）年一度の「総合健診」を受けていること。血液、尿検査は必ず受け、入学時や就職時などの節

目に心電図、レントゲン検査を受けていること。

（１０）上記（１）～（９）における詳細は以下の最新版規定による。

・日本連盟競技規則

・日本連盟ユニフォームガイドライン

・日本連盟医事ハンドブック

・日本連盟公認セカンドに関する規定

７ 参加申込方法

（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年７月２８日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２）参加申込締切後の選手の変更は、疾病、傷害等の特別な場合のみ認めるものとし、「トップアス

リートの国民体育大会参加資格の特例措置」の適応を受ける選手又は各県の選考会に出場した

選手に限り認める。ただし、その場合、下記提出先に、それぞれ医師の診断書を添えて、文書

で届けなければならない。また、参加申込み階級の変更は認めない。その取り扱いについては

次の通りとする。

ア 提出期限 令和５年（２０２３年）８月１８日（金）必着

（注）下記イ ｱ 、 ｲ への申込みについては書留郵便又は宅配便等により送付すること。

イ 提出先

ｱ 〒８７０ ８５０３ 大分市府内町３丁目１０番１号

令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会 大分県実行委員会事務局

０９７ ５０６ ５６５６ ０９７ ５０６ １８１２

ｲ 〒８７０ ０９４８ 大分県大分市芳河原台１２－１ 大分県立大分工業高等学校内

大分県ボクシング連盟 理事長 池端 敬介

０９７ ５６８ ７３２２

８ 参加上の注意

（１）必ず個人で持参するもの

選手手帳、健康保険証、競技用具（ユニホーム、ヘッドギア、シューズ、マウスピース、カッ

ププロテクター〈男子種別〉、チェストガード〈成年女子種別〉、ローブローガード〈成年女子

種別〉等）。

ア ヘッドギア（少年男子種別、成年女子種別）

ｱ 日本連盟の検定品マークのついているもので劣化していないもの。

ｲ 清潔で状態の良いものであること。

ｳ コーナー色のヘッドギア（赤色及び青色）を着用すること。

イ ユニホーム

ｱ コーナー色（赤色及び青色）のものを着用すること。

ｲ 詳細は、日本連盟のユニフォームガイドラインによる。

ウ マウスピース

赤色及び赤色系統の色が含まれたマウスピースは使用できない。

エ カッププロテクター及びローブローガード（成年女子種別）

ｱ 全ての男子競技者はカッププロテクターを着用しなくてはならない。女子の競技者は任

意である。

ｲ 使用の際は標的領域（ターゲットエリア）を覆ってはならない。

オ チェストガード（成年女子種別）

女子は競技能力を妨げず胸部に良くフィットしたチェストガードを着用してもよい。チェス

トガードは背部の留め金以外に金属を使用してはいけない。あばら骨を含むターゲットエリ

アを覆ってはならない。

（２）バンテージは日本連盟検定品を使用し、各自持参すること。
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９ その他

（１）スポーツエントリーズチェック

実施日 実施時間 実施場所

令和５年８月２１日（月）
１３：００～１４：００

（随時受付）
レゾナック武道スポーツセンター

（注１）スポーツエントリーズチェック提出用紙に従い関係書類を提出する。

（注２）ソフトコンタクトレンズを装着し競技をする場合、エントリーズチェック提出用紙で申

告しなければならない（使用時矯正視力両眼とも 以上無ければならない）

（２）監督会議〈組み合わせ抽選〉、開会式

実施日 実施時間 会 議 実施場所

令和５年

８月２１日（月）

１４：００ 監督会議（組合せ抽選）
レゾナック武道スポーツセンター

１５：００ 開会式

（３）練習会場

日程 時間 場所

令和５年８月２１日（月） １２：００ ～ １８：００

レゾナック武道スポーツセンター
８月２２日（火） ８：００ ～ １８：００

８月２３日（水） ８：００ ～ １８：００

８月２４日（木） ８：００ ～ 競技終了

１０ 新型コロナウイルス感染対策（後日提示）により、日程等の変更もあり得る。
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（１８）バレーボール競技

１ 期 日 令和５年８月２６日（土）・２７日（日）

種 別 ８月２６日（土） ８月２７日（日）

成年男子
グループ戦 グループ戦・代表決定戦

成年女子

少年男子
グループ戦 グループ戦・代表決定戦

少年女子

２ 会 場 大分市・杵築市

種 別 ８月２６日（土） ８月２７日（日） 練習会場［８月２５日（金）］

成年男子 サイクルショップコダマ大洲アリーナ

同左
成年女子 杵築市文化体育館

少年男子 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター

少年女子 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 本大会代表数

成年男子 １ １２ ７ ９１

３６４

２

成年女子 １ １２ ７ ９１ ２

少年男子 １ １２ ７ ９１ ４

少年女子 １ １２ ７ ９１ ４

４ 競技上の規程及び方法

（１）競技規則

２０２３年度公益財団法人日本バレーボール協会６人制競技規則による。

注１） 全種別とも全試合３セット・マッチとする。

注２） 少年のネットの高さは、成年と同規定とする。

（２）競技方法

各種別ともグループ戦の後、代表決定戦を行う。

（３）チーム名

チーム名は県名とする。したがって、ユニフォームのチーム名も県名とし、学校名・企業名などの

ユニフォームの着用を認めない。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１）公益財団法人日本バレーボール協会登録規程により、登録された者で構成されたチームで予選会に

出場し、その結果推薦されたものでなければならない。

なお、当該都道府県協会主催の予選会への参加料は別途納入すること。

（２）ブロック大会及び本大会に参加するチームは、都道府県協会が代表として認めた単独チームか選抜

チームでなければならない。ただし、チームの構成のいかんにかかわらず、チーム名は都道府県名

とする。

（３）予選会を通過し本大会に代表として推薦された場合は、選手の追加・変更は認められない。

９ その他

（１）スポーツエントリーズチェック

実施日 実施時間 実施場所

令和５年８月２１日（月）
１３：００～１４：００

（随時受付）
レゾナック武道スポーツセンター

（注１）スポーツエントリーズチェック提出用紙に従い関係書類を提出する。

（注２）ソフトコンタクトレンズを装着し競技をする場合、エントリーズチェック提出用紙で申

告しなければならない（使用時矯正視力両眼とも 以上無ければならない）

（２）監督会議〈組み合わせ抽選〉、開会式

実施日 実施時間 会 議 実施場所

令和５年

８月２１日（月）

１４：００ 監督会議（組合せ抽選）
レゾナック武道スポーツセンター

１５：００ 開会式

（３）練習会場

日程 時間 場所

令和５年８月２１日（月） １２：００ ～ １８：００

レゾナック武道スポーツセンター
８月２２日（火） ８：００ ～ １８：００

８月２３日（水） ８：００ ～ １８：００

８月２４日（木） ８：００ ～ 競技終了

１０ 新型コロナウイルス感染対策（後日提示）により、日程等の変更もあり得る。
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（４）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認バレーボールコー

チ１、公認バレーボールコーチ２、公認バレーボールコーチ３、公認バレーボールコーチ４のいず

れかの資格を有する者であること。

注） 参加申込みの際は、資格を証明する登録証の写しを添付すること。

６ 表 彰

各種別の代表権獲得県には、国体九州ブロック予選会通過賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１）参加申込は、所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加システム）へアクセスし、必要項目を記入の

上、当該県スポーツ協会を通じて、令和５年８月４日 金 までに申込手続きを完了すること。

（２）参加チームは、公益財団法人日本バレーボール協会登録システムにより出力した「チーム加入選手

一覧」に所属県協会長の押印（朱印）したものを同封する。監督については、資格を証明する登録

証または認定証の写しを添付すること。

「ふるさと選手制度」を活用して参加するものにあっては、別に定める様式により所属県スポーツ

協会会長宛に提出した書類の写しに所属県協会会長の押印（朱印）したものを同封する。

（３）参加申込締切り後、選手の交代が生じた場合は、所定の用紙に必要事項を記入の上、大会総則１０

（３）の手続きにより、代表者会議までに提出し、承諾を受けること。

（交替の要件：疾病・傷害・妊娠など特別な場合のみ）

８ 参加上の注意

（１）競技者番号は１～１２が望ましい。やむをえない場合は１～９９とする。（０番、００番は国体で

は認められない。）番号の大きさは、規定のものであること。

（２）監督章、キャプテンマークは、規定のものを用いること。

９ 熱中症対策について

体育館内にエアコンが入るが、場合によっては給水の為のタイムアウトを設けることもある。

その場合は、代表者会議にて事前に説明を行う。

１０ そ の 他

（１）審判研修会議（ 場所 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター ）

・日 時 令和５年８月２５日（金） １５：００～

（２）委員長会議（ 場所 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター）

・日 時 令和５年８月２５日（金） １３：００～

（３）代表者会議（成年男女・少年男女： 場所 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター）

・日 時 令和５年８月２５日（金） １７：００～

（４）表彰式

・日 時 令和５年８月２７日（日） 競技終了後

・場 所 各会場にて実施する

（５）新型コロナウイルス感染防止対策

・参加者は、ホームページに別途掲載する新型コロナウイルス感染防止対策ガイドラインを参照

の上、大会に参加すること。
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（１９）バドミントン競技

１ 期 日 令和５年８月２６日（土）・２７日（日）

種 別 ８月２６日（土） ８月２７日（日）

成年男子 １回戦・２回戦・順位決定戦 決勝・順位決定戦

成年女子 １回戦・２回戦 決勝・第２代表決定戦

少年男子 １回戦・２回戦 決勝・第２代表決定戦

２ 会 場 中津市

（１） 競技会場 ダイハツ九州アリーナ

（２） 練習会場 同 上

３ 種別及び参加人員

種 別 監督 選手 参加県数 小計 合計 本大会代表数

成年男子 １ ３ ７ ２８

８４

５

成年女子 １ ３ ７ ２８ ２

少年男子 １ ３ ７ ２８ ２

４ 競技上の規程及び方法

（１）競技上の規程

令和５年度（公財）日本バドミントン協会競技規則、同大会運営規程及び同公認審判員規程による。

（２）競技方法

ア 組合せは、代表者会議において抽選を行う。

イ 各種別とも１複２単による各県対抗トーナメント方式及びバグナーワイルド方式とし、内２

試合を得た方を勝ちとする。ただし、成年男子は変則トーナメント方式で上位５県を選ぶ。

ウ 勝敗決定後の試合は、打ち切る。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるところによる。

なお、少年種別に参加できる選手は、平成２０年４月２日から平成２１年４月１日までの間に生まれ

た中学３年生を含むものとする。

監督は、（公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認バドミントンコーチ１、公

認バドミントンコーチ２、公認バドミントンコーチ３、公認バドミントンコーチ４のいずれかの資格

を有する者であること。

６ 表 彰

各種別の第１位と、バグナーワイルド方式の第１位（第２代表）及び第２位に賞状を授与する。

成年男子については、トーナメント方式の第３位まで賞状を授与する。

（４）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認バレーボールコー

チ１、公認バレーボールコーチ２、公認バレーボールコーチ３、公認バレーボールコーチ４のいず

れかの資格を有する者であること。

注） 参加申込みの際は、資格を証明する登録証の写しを添付すること。

６ 表 彰

各種別の代表権獲得県には、国体九州ブロック予選会通過賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１）参加申込は、所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加システム）へアクセスし、必要項目を記入の

上、当該県スポーツ協会を通じて、令和５年８月４日 金 までに申込手続きを完了すること。

（２）参加チームは、公益財団法人日本バレーボール協会登録システムにより出力した「チーム加入選手

一覧」に所属県協会長の押印（朱印）したものを同封する。監督については、資格を証明する登録

証または認定証の写しを添付すること。

「ふるさと選手制度」を活用して参加するものにあっては、別に定める様式により所属県スポーツ

協会会長宛に提出した書類の写しに所属県協会会長の押印（朱印）したものを同封する。

（３）参加申込締切り後、選手の交代が生じた場合は、所定の用紙に必要事項を記入の上、大会総則１０

（３）の手続きにより、代表者会議までに提出し、承諾を受けること。

（交替の要件：疾病・傷害・妊娠など特別な場合のみ）

８ 参加上の注意

（１）競技者番号は１～１２が望ましい。やむをえない場合は１～９９とする。（０番、００番は国体で

は認められない。）番号の大きさは、規定のものであること。

（２）監督章、キャプテンマークは、規定のものを用いること。

９ 熱中症対策について

体育館内にエアコンが入るが、場合によっては給水の為のタイムアウトを設けることもある。

その場合は、代表者会議にて事前に説明を行う。

１０ そ の 他

（１）審判研修会議（ 場所 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター ）

・日 時 令和５年８月２５日（金） １５：００～

（２）委員長会議（ 場所 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター）

・日 時 令和５年８月２５日（金） １３：００～

（３）代表者会議（成年男女・少年男女： 場所 大分スポーツ公園レゾナック武道スポーツセンター）

・日 時 令和５年８月２５日（金） １７：００～

（４）表彰式

・日 時 令和５年８月２７日（日） 競技終了後

・場 所 各会場にて実施する

（５）新型コロナウイルス感染防止対策

・参加者は、ホームページに別途掲載する新型コロナウイルス感染防止対策ガイドラインを参照

の上、大会に参加すること。
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７ 参加申込み方法

（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当該県

スポーツ協会を通じて、令和５年８月４日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２）申込後の選手の変更は、疾病、傷害等特別な場合に限り認め、代表者会議開催前に変更届を提出する

こと。また、診断書も提出すること。

８ 参加上の注意

競技に際しては、上衣背面中央に縦６～１０ｃｍ、横３０ｃｍ以内の範囲に都道府県名を明示すること。

文字は、上衣背面の都道府県名明示部分の色と明確に区別できる文字色の漢字とする。

また、ゼッケンを使用する場合には、縦１５ｃｍ、横３０ｃｍを基準とし、必ず四隅を固定すること。

なお、文字列の大きさについては公益財団法人日本バドミントン協会大会運営規程第２４条による。

（例）

３０ｃｍ以内

６～１０ｃｍ

９ 熱中症対策について

エアコンによる室温調整及び選手・監督、役員、観客等に対する飲料等の提供を行う。

１０ そ の 他

（１）代表者会議

・日 時 令和５年８月２５日（金） １６：００～１７：００

・会 場 ダイハツ九州アリーナ（会議室）

（２）開始式 実施しない

（３）審判会議

・日 時 令和５年８月２５日（金） １８：３０～１９：３０

・会 場 ダイハツ九州アリーナ（会議室）

（４）練習会場

・日 時 令和５年８月２５日（金） １３：００～１６：００

・会 場 ダイハツ九州アリーナ

大 分
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（２０）ラグビーフットボール競技
 
１ 期 日 ２０２３年８月２５日（金）から２７日（日）まで（３日間） 

種 別 ８月２５日（金） ８月２６日（土） ８月２７日（日） 
成年男子 予選プール ― パート決勝 
女 子 予選プール ― パート決勝

少年男子 １回戦 パート決勝 ― パート決勝

 
２ 会 場 由布市 

（１）競技会場

・成年男子：由布市湯布院スポーツセンター人工芝競技場

・女 子：由布市湯布院スポーツセンター人工芝競技場 
・少年男子：由布市湯布院スポーツセンター人工芝競技場

（２）練習会場

・成年男子：由布市湯布院スポーツセンター 
・女 子：由布市湯布院スポーツセンター 
・少年男子：由布市湯布院スポーツセンター

３ 種別及び参加人員 
種 別 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 本大会代表数

成年男子 １ １０ ７ ７７

３２２

３

女 子 １ １０ ７ ７７ ３

少年男子 １ ２３ ７ １６８ ３

（注）成年男子については、監督が男子の場合、選手を兼ねることができる。

女子については、監督が女子の場合は、選手を兼ねることができる。

 
４ 競技上の規程及び方法 

（１）２０２３年度版 競技規則及び国民体育大会競技規則にて実施する。

（２）試合時間は、下記のとおりとする。 
種 別 前 半 休 憩 後 半 備 考 

成年男子 ７人制 ７分 ２分以内 ７分 

代表決定戦で同点の場合、

下部（３）②の ）～ ）で

も決定しない場合は延長戦

実施 

女 子 ７人制 ７分 ２分以内 ７分

代表決定戦で同点の場合、

下部（３）②の ）～ ）で

も決定しない場合は延長戦

実施

少年男子 １５人制 ２５分 １０分以内 ２５分 なし 

７ 参加申込み方法

（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、当該県

スポーツ協会を通じて、令和５年８月４日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２）申込後の選手の変更は、疾病、傷害等特別な場合に限り認め、代表者会議開催前に変更届を提出する

こと。また、診断書も提出すること。

８ 参加上の注意

競技に際しては、上衣背面中央に縦６～１０ｃｍ、横３０ｃｍ以内の範囲に都道府県名を明示すること。

文字は、上衣背面の都道府県名明示部分の色と明確に区別できる文字色の漢字とする。

また、ゼッケンを使用する場合には、縦１５ｃｍ、横３０ｃｍを基準とし、必ず四隅を固定すること。

なお、文字列の大きさについては公益財団法人日本バドミントン協会大会運営規程第２４条による。

（例）

３０ｃｍ以内

６～１０ｃｍ

９ 熱中症対策について

エアコンによる室温調整及び選手・監督、役員、観客等に対する飲料等の提供を行う。

１０ そ の 他

（１）代表者会議

・日 時 令和５年８月２５日（金） １６：００～１７：００

・会 場 ダイハツ九州アリーナ（会議室）

（２）開始式 実施しない

（３）審判会議

・日 時 令和５年８月２５日（金） １８：３０～１９：３０

・会 場 ダイハツ九州アリーナ（会議室）

（４）練習会場

・日 時 令和５年８月２５日（金） １３：００～１６：００

・会 場 ダイハツ九州アリーナ

大 分
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（３）成年男子の試合形式

・鹿児島県を除く、各県（７チーム）が参加。

・抽選によりＡブロック（４チーム）、Ｂブロック（３チーム）に分け、各チーム公平に２試合

を行う予選プールを実施。（Ａブロックは対戦しない相手あり）

・昨年度九州ブロック大会のＡ・Ｂパート優勝の熊本県と大分県はシード扱いとし、それぞれ別

ブロックに配置する。

・各ブロックの上位３チームが２日目のパート決勝に進出。（Ａブロック４位は予選敗退）

・２日目はトーナメント方式（２パート）によるパート決勝を実施。

・各パート１位の２チームと第３代表決定戦により勝利したチームの計３チームを選出。

①予選プール

予選プールにおける各プールの順位の決定は、各プール全試合の勝ち点の合計により決定す

る。各試合の勝ち点は、勝ち３点、引き分け２点、負け１点、棄権０点とする。

なお、予選プール終了時点で、勝ち点が同じ場合は、下記の順序に従い順位を決める。

）予選プールでの、当該チーム間で勝利したチームを上位とする。

）予選プール全試合の得点数と被得点数の差が最も大きいチームを上位とする。

）予選プール全試合のトライ数と被トライ数の差が最も大きいチームを上位とする。

）予選プール全試合で得点数が最も多かったチームを上位とする。

）予選プール全試合でトライ数が最も多かったチームを上位とする。

）上記基準を用いてもなお順位が付けられない場合は、抽選によって順位を決める。

②決勝トーナメント

決勝トーナメント戦において、規定時間内に同点のため次の試合への出場チームが決まらな

い場合、次の方法で決める。

）トライ数の多いチーム。

）トライ数も同じ場合は、ペナルティートライ数の多いチーム。

）トライ数もペナルティートライ数も同じ場合は、トライ後のゴール数の多いチーム。

）上記の方法で決定できないときは、抽選によって次回への出場チームを決める。

ただし代表決定戦のみ、前後半終了時点で同点かつ、上記②、 、 、 で決定できない場

合は延長戦により勝敗を決定する。延長戦は、改めてトスを行いキックオフとサイドを決

め、試合終了後の１分後に始まり、３分間の前後半を行いハーフタイムはとらない。どちら

かのチームが得点（ドロップゴール、ペナルティーゴール、またはトライ）をした時点で終

了する。なお、３分間の前後半を終えても順位が付けられない場合は、抽選により代表を決

定する。

（４）女子の試合形式

・鹿児島県を除く、各県（７チーム）が参加。

・抽選によりＡブロック（４チーム）、Ｂブロック（３チーム）に分け、各チーム公平に２試合を行う予選プー

ルを実施。（Ａブロックは対戦しない相手あり）

・昨年度九州ブロック大会のＡ・Ｂパート優勝の福岡県と佐賀県はシード扱いとし、それぞれ別ブロック

に配置する。

・各ブロックの上位３チームが２日目のパート決勝に進出。（Ａブロック４位は予選敗退）

・２日目はトーナメント方式（２パート）によるパート決勝を実施。

・各パート１位の２チームと第３代表決定戦により勝利したチームの計３チームを選出。
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①予選プール

予選プールにおける各プールの順位の決定は、各プール全試合の勝ち点の合計により決定す

る。各試合の勝ち点は、勝ち３点、引き分け２点、負け１点、棄権０点とする。なお、予選プ

ール終了時点で、勝ち点が同じ場合は、成年男子の決定方法に準ずる。

②決勝トーナメント

成年男子の決勝トーナメントに準じる。

（５）少年男子の試合形式

トーナメント方式 ３パート とする。各パート１位の３チームに代表権を与える。

トーナメントにおいて、規定時間内に、同点のため次の試合への出場チームが決まらない場

合及び順位を決めなければならない場合、次の方法で決める。

）総トライ数の多いチームを上位とする。

）総トライ数も同じ場合は、ペナルティートライ数の多いチームを上位とする。

）総トライ数も総ペナルティートライ数も同数の場合は、トライ後のゴール数の多いチーム

を上位とする。

）上記の方法で決定できない時は、抽選によって次回への出場または順位を決める。

（６）雷における「中断」｛再開｝｛勝敗｝について。

試合中に落雷（雷鳴・雷光）が発生した場合、直ちに試合を中断させる。中断ならびに再開の

判断は競技担当責任者を中心に、気象庁から発表される気象警報を確認し、大会関係者と協

議し決定する。再開の判断は概ね３０分後を目途とする。チームのウォーミングアップ時間

を十分に配慮した上で、試合再開時刻を決定する。試合が中断し再開できないと判断した場

合、以下の方法で勝者を決定する。

■成年・女子（７人制）：プール戦

１）中断時で前半が終了している場合は、試合は成立し、その得点を有効とする。

２）後半途中で中断した場合は、試合は成立し、中断時の得点を有効とする。

３）中断時に前半が終了してない場合は抽選とする。

４）再度中断した場合は３）を適用する。

■少年（１５人制）、成年・女子（７人制）、トーナメント戦

１）中断時で前半が終了している場合は、試合は成立する。

２）後半途中で中断した場合は、試合は成立する。

３）中断時に前半が終了していない場合は抽選とする。

４）再度中断した場合は３）を適用する。

５ 参加資格

特別国民体育大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１）少年男子

高等学校在籍中の生徒は、所属長 住居地を示す現住所によるもののほかは都道府県ラグビーフ

ットボール協会長）が人物、身体、学業など適当と認めたものとする。

（２）女子

高校１年生を含む２００８年４月１日以前に生まれた者。高等学校在学中の生徒は、所属長（居

（３）成年男子の試合形式

・鹿児島県を除く、各県（７チーム）が参加。

・抽選によりＡブロック（４チーム）、Ｂブロック（３チーム）に分け、各チーム公平に２試合

を行う予選プールを実施。（Ａブロックは対戦しない相手あり）

・昨年度九州ブロック大会のＡ・Ｂパート優勝の熊本県と大分県はシード扱いとし、それぞれ別

ブロックに配置する。

・各ブロックの上位３チームが２日目のパート決勝に進出。（Ａブロック４位は予選敗退）

・２日目はトーナメント方式（２パート）によるパート決勝を実施。

・各パート１位の２チームと第３代表決定戦により勝利したチームの計３チームを選出。

①予選プール

予選プールにおける各プールの順位の決定は、各プール全試合の勝ち点の合計により決定す

る。各試合の勝ち点は、勝ち３点、引き分け２点、負け１点、棄権０点とする。

なお、予選プール終了時点で、勝ち点が同じ場合は、下記の順序に従い順位を決める。

）予選プールでの、当該チーム間で勝利したチームを上位とする。

）予選プール全試合の得点数と被得点数の差が最も大きいチームを上位とする。

）予選プール全試合のトライ数と被トライ数の差が最も大きいチームを上位とする。

）予選プール全試合で得点数が最も多かったチームを上位とする。

）予選プール全試合でトライ数が最も多かったチームを上位とする。

）上記基準を用いてもなお順位が付けられない場合は、抽選によって順位を決める。

②決勝トーナメント

決勝トーナメント戦において、規定時間内に同点のため次の試合への出場チームが決まらな

い場合、次の方法で決める。

）トライ数の多いチーム。

）トライ数も同じ場合は、ペナルティートライ数の多いチーム。

）トライ数もペナルティートライ数も同じ場合は、トライ後のゴール数の多いチーム。

）上記の方法で決定できないときは、抽選によって次回への出場チームを決める。

ただし代表決定戦のみ、前後半終了時点で同点かつ、上記②、 、 、 で決定できない場

合は延長戦により勝敗を決定する。延長戦は、改めてトスを行いキックオフとサイドを決

め、試合終了後の１分後に始まり、３分間の前後半を行いハーフタイムはとらない。どちら

かのチームが得点（ドロップゴール、ペナルティーゴール、またはトライ）をした時点で終

了する。なお、３分間の前後半を終えても順位が付けられない場合は、抽選により代表を決

定する。

（４）女子の試合形式

・鹿児島県を除く、各県（７チーム）が参加。

・抽選によりＡブロック（４チーム）、Ｂブロック（３チーム）に分け、各チーム公平に２試合を行う予選プー

ルを実施。（Ａブロックは対戦しない相手あり）

・昨年度九州ブロック大会のＡ・Ｂパート優勝の福岡県と佐賀県はシード扱いとし、それぞれ別ブロック

に配置する。

・各ブロックの上位３チームが２日目のパート決勝に進出。（Ａブロック４位は予選敗退）

・２日目はトーナメント方式（２パート）によるパート決勝を実施。

・各パート１位の２チームと第３代表決定戦により勝利したチームの計３チームを選出。
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住地を示す現住所によるもののほかは都道府県ラグビーフットボール協会長）が、人物、身体、

学業など適当と認めたものとする。

（３）監督

チームの監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認

ラグビーフットボールコーチ３ 公益財団法人日本ラグビーフットボール協会強化コー

チ 、公認ラグビーフットボールコーチ４のいずれかの資格を有する者とする。

（４）その他

公益財団法人日本スポーツ協会規定及び公益財団法人日本ラグビーフットボール協会選手、役

員規定に違反する者は参加できない。

６ 表 彰

各種別において、各パートで代表権を得たチームにそれぞれ賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１）各県ラグビーフットボール協会は、基礎となる選手（予備登録選手を含む）成年男子及び女子３

５名以内、少年男子５０名以内を所定の ページ（国民体育大会参加申込システム）へアク

セスし、当該ブロック国体参加申込期限、２０２３年８月４日迄に申し込む。

（２）参加申込締切り後の選手変更は、疾病、傷害等及び特別な場合は認める。又、監督変更は５（３）

の条件を満たしていることとする。なお、選手・監督とも代表者会議の決定をもって最終とす

る。

※提出期限：２０２３年８月２４日（木）（開始式の受付前に提出すること。）

８ 参加上の注意

（１）予選結果の報告

大会を主管した県協会は、その状況を所定の様式により、試合終了後直ちに九州ラグビーフッ

トボール協会に報告すること。

（２）本大会におけるアシスタントレフリー・サブコントローラー（選手入替・交代管理者）は大会

本部で配置する。セ－フティーアシスタントは、各チームにて行うこと。準備できない場合

は、大会本部にて行う。

（３）少年男子は、必ずマウスガード、歯を保護するもの及びヘッドギア（ のマークがついたも

の）着用を義務とすること。

（４）女子は、必ずマウスガード、歯を保護するものの着用を義務とすること。また、１９歳未満の

選手には、ヘッドギア（ＷＲのマークがついたもの）着用も義務とすること。なお、競技規則

はワールドラグビー制定の『２０２３年度７人制競技規則』を適用するが、安全面を考慮し、

スクイズボールや危険とみなされたプレーにおいてはレフリーの判断でとめる場合がある。

（５）競技中及びその前後に使用するユニフォーム類の胸には、必ず所属県名を明示すること。

９ 熱中症対策について

（競技運営上の対策）

○試合中にウオーターブレイクを取る

○熱中症対策のため、１３ ００～１６ ００の間は試合を行わない。

（会場運営上の対策の参考例）

○避暑用テントを設置し、選手等の体調管理を行う。
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○役員等に対する飲料提供を行う。

○注意喚起の掲示、放送等を行う。

１０ その他

（１） 開始式

・日 時 ２０２３年８月２４日（木） １７：００～１７：２０

・会 場 由布市湯布院スポーツセンター 体育館 ※会場の変更があり得る

・参加人員 成年男子、女子については各チーム選手３名、少年男子については各チーム５名

参加。参加選手はユニフォーム着用のこと。

（２） 代表者会議

・日 時 ２０２３年８月２４日（木） １７：３０～１８：３０

・会 場 由布市湯布院スポーツセンター 大研修室 ※会場の変更があり得る

（３） 練習会場調整

使用希望のチームは、２０２３年８月１０日（木）までにご連絡下さい。

（担 当） 大分県ラグビーフットボール協会 総務委員長 白石 欣基

（連絡先） 携帯 ０９０−４３４８−５５９８

メールアドレス

（４） 表彰式

・日 時 ２０２３年８月２５（金）・２７（日）各種別の代表決定戦終了後

・会 場 由布市湯布院スポーツセンター人工芝競技場

住地を示す現住所によるもののほかは都道府県ラグビーフットボール協会長）が、人物、身体、

学業など適当と認めたものとする。

（３）監督

チームの監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認

ラグビーフットボールコーチ３ 公益財団法人日本ラグビーフットボール協会強化コー

チ 、公認ラグビーフットボールコーチ４のいずれかの資格を有する者とする。

（４）その他

公益財団法人日本スポーツ協会規定及び公益財団法人日本ラグビーフットボール協会選手、役

員規定に違反する者は参加できない。

６ 表 彰

各種別において、各パートで代表権を得たチームにそれぞれ賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１）各県ラグビーフットボール協会は、基礎となる選手（予備登録選手を含む）成年男子及び女子３

５名以内、少年男子５０名以内を所定の ページ（国民体育大会参加申込システム）へアク

セスし、当該ブロック国体参加申込期限、２０２３年８月４日迄に申し込む。

（２）参加申込締切り後の選手変更は、疾病、傷害等及び特別な場合は認める。又、監督変更は５（３）

の条件を満たしていることとする。なお、選手・監督とも代表者会議の決定をもって最終とす

る。

※提出期限：２０２３年８月２４日（木）（開始式の受付前に提出すること。）

８ 参加上の注意

（１）予選結果の報告

大会を主管した県協会は、その状況を所定の様式により、試合終了後直ちに九州ラグビーフッ

トボール協会に報告すること。

（２）本大会におけるアシスタントレフリー・サブコントローラー（選手入替・交代管理者）は大会

本部で配置する。セ－フティーアシスタントは、各チームにて行うこと。準備できない場合

は、大会本部にて行う。

（３）少年男子は、必ずマウスガード、歯を保護するもの及びヘッドギア（ のマークがついたも

の）着用を義務とすること。

（４）女子は、必ずマウスガード、歯を保護するものの着用を義務とすること。また、１９歳未満の

選手には、ヘッドギア（ＷＲのマークがついたもの）着用も義務とすること。なお、競技規則

はワールドラグビー制定の『２０２３年度７人制競技規則』を適用するが、安全面を考慮し、

スクイズボールや危険とみなされたプレーにおいてはレフリーの判断でとめる場合がある。

（５）競技中及びその前後に使用するユニフォーム類の胸には、必ず所属県名を明示すること。

９ 熱中症対策について

（競技運営上の対策）

○試合中にウオーターブレイクを取る

○熱中症対策のため、１３ ００～１６ ００の間は試合を行わない。

（会場運営上の対策の参考例）

○避暑用テントを設置し、選手等の体調管理を行う。
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（２１）ホッケー競技

１ 期 日 令和５年８月２５日（金）～２７日（日）

種 別 ８月２５日（金） ８月２６日（土） ８月２７日（日）

成年男子 １回戦 準決勝戦 決勝戦

成年女子 １回戦 準決勝戦 決勝戦

少年男子 １回戦 準決勝戦 決勝戦

少年女子 １回戦 準決勝戦 決勝戦

２ 会 場

（１）競技会場 メルヘンの森スポーツ公園ホッケー場

〒８７９ ４４０５ 玖珠郡玖珠町大字岩室１２２６ ７

玖珠町総合運動公園陸上競技場

〒８７９ ４４１２ 玖珠郡玖珠町大字山田９０

九重町活きいきランド多目的グラウンド

〒８７９ ４８９５ 玖珠郡九重町大字後野上１７番地の３

（２）練習会場 メルヘンの森スポーツ公園ホッケー場

〒８７９ ４４０５ 玖珠郡玖珠町大字岩室１２２６ ７

玖珠町総合運動公園陸上競技場

〒８７９ ４４１２ 玖珠郡玖珠町大字山田９０

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 本大会代表数

成年男子 １ １８ ７ １３３

５３２

１

成年女子 １ １８ ７ １３３ １

少年男子 １ １８ ７ １３３ １

少年女子 １ １８ ７ １３３ １

※成年男女の監督は選手を兼ねることができる。

４ 競技上の規程及び方法

（１）公益社団法人日本ホッケー協会２０２３年度版ホッケー競技規則、競技運営規程、レギュレ

ーション及び有効な通達事項に則り行われる。

１ｸｫｰﾀｰ ｸｫｰﾀｰ間 ２ｸｫｰﾀｰ ﾊｰﾌﾀｲﾑ ３ｸｫｰﾀｰ ｸｫｰﾀｰ間 ４ｸｫｰﾀｰ

１５分 ２分 １５分 １０分 １５分 ２分 １５分

（２）クォーター制で実施するが、得点・ペナルティーコーナーのときは時間を止めずノンストッ

プ方式で行う。

（３）試合方法は、トーナメント方式で優勝を決定し、３位決定戦は行わない。

（４）上記試合時間内に勝敗が決定しないときは、シュートアウト戦を行い、勝敗を決定する。

（５）大会ＴＤの判断により、サジェスションアンパイアを配置する場合 試合 もある。

（６）全種別においてマウスガードの装着を義務付ける。 やむをえない事情により装着できない

場合は、別途定める未装着届を大会ＴＤに提出しなければならない。

（７）競技者の人数については、公益財団法人日本ホッケー協会ガイドラインに則り実施する。

（８）試合で使用する試合球は、公認試合球であること。試合球は、「 ディンプル

ボール 」を使用する。
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５ 参加資格、所属県及び選手の年齢基準

特別国民体育大会参加資格、所属県及び選手の年齢基準によるもののほか次による。

（１）監督・選手は、公益社団法人日本ホッケー協会に登録していること。

（２）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認ホッケー

コーチ３、公認ホッケーコーチ４のいずれかの資格を有するものとする。

６ 参加申し込み方法

（１）所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、

当該県スポーツ協会を通じて、令和５年８月４日（金）までに申込手続きを完了すること。

（２）参加申込み締切り後の監督・選手の変更は、疾病、傷害、その他の事故等、やむをえない場

合 ＴＤが証明するものを求める場合がある のみ認めるものとし、競技開始３日前【令和５

年８月２２日（火）】午後５時までに必要手続きを完了した書類をもって、下記の［Ａ］

［Ｂ］に届けなければならない。なお、選手の交代者・追加者は、都道府県の予選会に出場

した選手（登録したもの）の中から行うこととし、その人員は全種別とも６名以内とする。

（３）参加資格に疑義があるときは、公益社団法人日本ホッケー協会及び公益財団法人日本スポー

ツ協会がこれを調査、審議して決定する。なお、不正が発覚した場合はチームの出場を取り

消す。

［Ａ］令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会 大分県実行委員会事務局

〒８７０ ８５０３ 大分市府内町３丁目１０番１号

０９７ ５０６ ５６５６ ０９７ ５０６ １８１２

［Ｂ］令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会 ホッケー競技事務局（幸野 弘靖）

〒８７９ ４４０１ 玖珠郡玖珠町大字四日市３９８ １（玖珠町Ｂ＆Ｇ海洋センター内）

：０９０ ９５６８ ２５２９ ：０９７３ ７２ ６８８１

７ 参加上の注意

（１）選手のユニフォームは２種類用意し、明確に都道府県名（上着）及び背番号の標識を標示す

ること。また、都道府県名以外 背番号は除く の標識の標示は一切認めない。ただし、製造

業者のロゴは規程の範囲を超えなければ認める。背番号は１～１８番とし、参加申し込み後

の 背番号の変更は認めない。必ず都道府県名は表示すること。

（２）各チームの主将は、キャプテンマークを準備し、試合に必ずつけること。

（３）選手交代は、必ずビブス等の受け渡しをして交代すること。

（４）８月という炎天下を考慮し、帽子の着用を認める。ただし、「つば」のある帽子 キャップ は

その「つば」の部分を後頭部の方に移動してかぶらなければならない。

（５）その他、不適切な行為があったときは、そのチームの出場を停止することがある。

８ 監督・主将会議

（１）日 時 令和５年８月２４日（木）１６：００～

（２）会 場 くすまちメルサンホール

〒８７９ ４４０５ 玖珠郡玖珠町大字岩室２４ １

：０９７３ ７２ ０６０１ ：０９７３ ７３ ９１３２

＊やむをえない理由で監督や主将が参加できない場合は、必ず大会ＴＤの許可を必要とし、

代理者を出席させること。その代理者について、監督は登録した同種別内のコーチ、主将は

登録した選手の中からでなければならない。

また、同県内の他の種別の人員は代理者になることはできない。

＊ユニフォームを２種類持参すること。（ゴールキーパーはフィールドプレーヤーと色の異な

る２種類を持参。ただし上着のみで可。）

   

（２１）ホッケー競技

１ 期 日 令和５年８月２５日（金）～２７日（日）

種 別 ８月２５日（金） ８月２６日（土） ８月２７日（日）

成年男子 １回戦 準決勝戦 決勝戦

成年女子 １回戦 準決勝戦 決勝戦

少年男子 １回戦 準決勝戦 決勝戦

少年女子 １回戦 準決勝戦 決勝戦

２ 会 場

（１）競技会場 メルヘンの森スポーツ公園ホッケー場

〒８７９ ４４０５ 玖珠郡玖珠町大字岩室１２２６ ７

玖珠町総合運動公園陸上競技場

〒８７９ ４４１２ 玖珠郡玖珠町大字山田９０

九重町活きいきランド多目的グラウンド

〒８７９ ４８９５ 玖珠郡九重町大字後野上１７番地の３

（２）練習会場 メルヘンの森スポーツ公園ホッケー場

〒８７９ ４４０５ 玖珠郡玖珠町大字岩室１２２６ ７

玖珠町総合運動公園陸上競技場

〒８７９ ４４１２ 玖珠郡玖珠町大字山田９０

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 本大会代表数

成年男子 １ １８ ７ １３３

５３２

１

成年女子 １ １８ ７ １３３ １

少年男子 １ １８ ７ １３３ １

少年女子 １ １８ ７ １３３ １

※成年男女の監督は選手を兼ねることができる。

４ 競技上の規程及び方法

（１）公益社団法人日本ホッケー協会２０２３年度版ホッケー競技規則、競技運営規程、レギュレ

ーション及び有効な通達事項に則り行われる。

１ｸｫｰﾀｰ ｸｫｰﾀｰ間 ２ｸｫｰﾀｰ ﾊｰﾌﾀｲﾑ ３ｸｫｰﾀｰ ｸｫｰﾀｰ間 ４ｸｫｰﾀｰ

１５分 ２分 １５分 １０分 １５分 ２分 １５分

（２）クォーター制で実施するが、得点・ペナルティーコーナーのときは時間を止めずノンストッ

プ方式で行う。

（３）試合方法は、トーナメント方式で優勝を決定し、３位決定戦は行わない。

（４）上記試合時間内に勝敗が決定しないときは、シュートアウト戦を行い、勝敗を決定する。

（５）大会ＴＤの判断により、サジェスションアンパイアを配置する場合 試合 もある。

（６）全種別においてマウスガードの装着を義務付ける。 やむをえない事情により装着できない

場合は、別途定める未装着届を大会ＴＤに提出しなければならない。

（７）競技者の人数については、公益財団法人日本ホッケー協会ガイドラインに則り実施する。

（８）試合で使用する試合球は、公認試合球であること。試合球は、「 ディンプル

ボール 」を使用する。
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９ 開 始 式

（１）日 時 令和５年８月２４日（木）１７：００～

（２）会 場 くすまちメルサンホール

＊監督・主将のみの参加とする。
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７ 参加申込方法 

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目を入力の上、 
当該県スポーツ協会を通じて、令和４年７月２９日（金）までに申し込み手続きを完了すること。 

（２） 申込後の選手の交代は、大会総則１０（３）により、疾病、傷病等特別な場合に限り認め、変 

更申請は監督会議までとする。ただし、変更する選手は県予選会に参加した選手に限り認める 

が、試合の構成の変更は認めず、その欠如したところに出場させること。 

（３） 県予選の参加者名簿を申込と同時に主管県連盟へ報告すること。 

 

８ 参加上の注意 

（１） 試合選手は、垂れにゼッケン（黒地または紺地）をつける。ゼッケンの上部に白地で県名（横 

書き）中央に姓（縦書き）を明記する。 

（２） 選手の資格による構成は自由とする。 

 

９ 熱中症対策について 

  ○ 選手・監督，役員，観客等は，各自飲料を用意し適宜水分補給を行うこと。 

  ○ 注意喚起の放送等を行う。 

 

10 そ の 他 

（１） 用具検定 

・日 時  令和４年８月２０日（土）  １５：００ ～ １５：３０ 

・会 場  玉名市総合体育館 ラウンジ  

（２） 監督会議 

・日 時  令和４年８月２０日（土）  １６：００ ～ １６：５０ 

・会 場  玉名市総合体育館 第 1会議室 

（３） 審判会議 

・日 時  令和４年８月２０日（土）  １７：００ ～ １７：５０ 

・会 場  玉名市総合体育館 第 1会議室 

（４） 開 始 式 

・日 時  令和４年８月２１日（日）  ９：００ ～ ９：２０ 

・会 場  玉名市総合体育館 メインアリーナ 

 

 

 

 

　

競技別実施要項

冬　季　大　会

   

９ 開 始 式

（１）日 時 令和５年８月２４日（木）１７：００～

（２）会 場 くすまちメルサンホール

＊監督・主将のみの参加とする。





（１）アイスホッケー競技

１ 期 日 令和５年１２月２日（土）・３日（日）

種 別 １２月２日（土） １２月３日（日）

成年男子 リンク戦① リンク戦②

少年男子 第１回戦 第２回戦

２ 会 場 福岡市

（１） 競技会場 福岡県立総合プール スケートリンク

（２） 練習会場 同 上

３ 種別及び参加人員

種 別 監 督 選 手 参加県数 小 計 合 計 本大会代表数

成年男子 １ ２０ ８ １６８
２５２

４

少年男子 １ ２０ ４ ８４ １ （１）

※成年男子については監督兼任選手を認める。

※予備登録５名を別に認める。ただし、試合ごとの参加人員は１チーム１６名とする。

４ 競技上の規程及び方法

（１）（公財）日本アイスホッケー連盟競技規則による。

（２）競技方法

ア 競技はリンク戦として２ブロックに分かれる。前年度１位と２位の県を２ブ

ロックに分け本大会主催県を１位ブロック枠の対角に配置する。他枠は抽選に

て決定する。２ブロック総合の勝ち点４位までが本大会代表とする。順位は勝

ち点・得失点差・ペナルティ時間差・抽選により決定し、勝ち点は勝利３点・

引き分け１点・敗戦０点とする。

イ 少年男子の部において参加県が３県の場合は総当たり方式とし、順位を決定

する。

ウ 競技時間は、正味１５分の３ピリオド、インターバル５分とする。

５ 参加資格

第７８回国民スポーツ大会冬季大会実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

（１）（公財）日本アイスホッケー連盟の１種、２種、３種に登録されている選手である

こと。

（２）各種別ともエントリーは、監督１名、選手２０名以内、予備登録５名以内とする。

（３）監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認

アイスホッケー指導員、公認アイスホッケーコーチ、または公認アイスホッケー
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上級コーチ（旧資格制度により資格を取得し、２００５年度以降、新資格制度に

おいて上級コーチへ移行した者）のいずれかの資格を有すること。

６ 表 彰

各種別とも第１位から第３位まで賞状を授与する。

７ 参加申込方法

（１） 所定のＷｅｂページ（国民体育大会参加申込システム）へアクセスし、必要項目

を入力の上、当該県スポーツ協会を通じて、令和５年１１月１０日（金）までに

申込手続きを完了すること。

（２） 参加申込後の選手変更は、疾病、傷病等特別な事情がない限り認めない。特別な

事情で選手を交代（変更）する場合は、予備登録をしている選手から行うことと

し、監督会議までに大分県実行委員会事務局及び大分県アイスホッケー連盟へ届

け出なければならない。

８ 参加上の注意

（１） 監督会議には、必ずユニフォームを持参すること。

（２） ＩＩＨＦ特別規則６５０条及び６５１条に基づき、参加選手のうち１８歳以下の

プレイヤー及びゴールキーパーは、フルフェイス・マスク、首とのどのプロテク

ターを着用しなければならない。

９ そ の 他

（１） 監督会議

・日 時 令和５年１２月１日（金） １８：００～

・会 場 福岡県立総合プール内（会議室）

（２） 開 始 式

実施しない

（３） 閉 会 式

実施しない

（４） 会場への入場

本大会は感染対策を講じたうえで有観客開催とする
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№ 競 技 団 体 名 会 長 名 理 事 長 名 事務局担当者名 〒 連 絡 先 住 所 電話/FAX番号

090-5022-4719

0979-32-3802

大分市岩田町1-1-19-203 090-2710-7506

竹中昭子様方 097-515-8967
速見郡日出町大字大神1396-43 0977-72-2855
大分県立日出総合高等学校内 0977-72-2655
由布市狭間町谷350-2 090-5483-0074

佐藤景樹様方 ー
日田市田島２丁目6-1 090-3322-2505

日田市役所内  ー
豊後大野市三重町浅瀬940 090-3320-9285

波津久郁生様方 ー
由布市狭間町大字狭間585-12 080-1735-6210

田北篤史様方 ー
090-9736-6478

ー
097-558-2738

同上
大分市王子南町5-27ユナイテッド 097-511-6225
クリエイションビル204 097-511-0638

097-573-2288
097-573-2290
097-511-2232

同上
大分市三ケ田町1-3-21 080-1743-0111

大塚正士様方 ー
大分市木上台1-6-5 090-3197-8416

内海秀昭様方 ー
090-8833-5199

ー
097-576-9775
097-576-9776

大分市中島西1-4-14市民の権利ビ 097-532-7133
ル202 097-532-9914
別府市扇山８組４ 090-4512-6851

若杉亮様方 ー
大分市大石町5-3-2 090-4348-7848

中島洋文様方 ー
大分市明野東3-3-44 090-1191-7131

柚木徹様方 ー
中津市中殿町3-20-7 090-2078-3829

上村正幸様方 ー
別府市大所１組 080-1738-9383

安部定文様方 ー
097-547-9980
097-547-9981

中津市高瀬695 090-6637-8545

吉冨康秋様方 ー
別府市原町9-7 0977-25-6485
行平郁様方 ー
別府市野口原3088-91 090-7152-1114

大分県立別府翔青高等学校内 0977-22-3142
大分市芳河原台12-1 090-1986-0128

大分県立大分工業高等学校内 097-568-7319
097-574-6277

同上
別府市スパランド豊海4-2 090-1973-6875

ー
097-511-3901

同上
玖珠郡玖珠町大字森12-1-B102 090-9568-2529

幸野弘靖様方 ー
大分市高城台10-93 090-4350-4433

原正喜様方

会 長 名 事 務 局 長 名 事務局担当者名 〒 連 絡 先 住 所 電話/FAX番号
大分県大分市府内町3-10-1 097-506-5656
大分県教育庁体育保健課内 097-506-1812

中津市上如水145-3
大分県立中津東高等学校内
別所健太郎様

宇佐市吉松95-9

藤本　学

2 （一社）大分県水泳連盟 嶋　幸一 堤　聖一
（水球）工藤拓斗
（ＡＳ）丸山千尋

870-0936

1
（ＳＷ）藤本 学
（ＳＰ）髙木宏通

871-0004

4 大分県テニス協会

877-8601

佐藤　景樹 879-5531

梶原　正隆

波津久　郁生

桑野　桂一郎原田　啓介5 大分県ボート協会

小手川　励人 結城　順史

令和５年度国民体育大会第43回九州ブロック大会競技団体事務局一覧

名　　　　　　　称

髙橋　誠 879-0441

9 大分県ボウリング連盟 岩屋　毅 中野　晴夫 中野　晴夫 870-0921

8 大分県空手道連盟 佐藤　重徳 矢津田　博明

原　勇人 石川　明徳

3 大分県体操協会 梶田　政昭 有村　徳文 有村　徳文 879-1504

大分県カヌー協会 衛藤　晟一

31

32

大分県なぎなた連盟

30

佐藤　公隆

870-0047衛藤　賢 米津　康広

870-0114

三浦　悟

871-003021

874-0820

874-0003安部　定文

大分県弓道連盟

阿部　昭一

行平　郁

870-0820

871-0026

木田　昇

吉冨　康秋

安倍　智

17

19

16 大分県卓球連盟 中村　和好

7 大分県山岳連盟

6 大分県馬術連盟 衛藤　賢二

吉田　忠智

11 （一社）大分県サッカー協会

10

15

13

外川　陽一

14 大分県ハンドボール協会

大分県ゴルフ協会

原　勇人 879-5506

波津久　郁生 879-7108

大場　俊二 五所　睦雄 五所　睦雄

ー杉本　健一 大野　勝憲 8700007

870-0125

大平　雅哉大分県ソフトテニス連盟 長谷川　圭介

12 （一社）大分県バスケットボール協会 加藤　裕三　 今村　泰三 楢原　剛

大分県ウエイトリフティング協会

進　義和

衛藤　敬

島村　浩信 内海　秀昭

大塚　正士

大分県柔道連盟

大分県銃剣道連盟 亀井　重義 行平　郁

大分県軟式野球連盟 後藤　一彦

阿部　昭一

羽田野　賢一

秋吉　春夫

安倍　智

吉光　幸夫 山崎　隆典

大分県バレーボール協会

大分県ホッケー協会

大分県アイスホッケー連盟

大分県ライフル射撃協会

大 分 県 実 行 委 員 会 事 務 局

中村　哲明 池端　敬介

26

森　留雄

18 大分県フェンシング協会 北野　正剛 村上　幸生

穴井　隆信 矢田　哲司

大分県ラグビーフットボール協会

（一財）大分県剣道連盟23

22

29 大分県バドミントン協会

27 大分県ボクシング連盟

24 大分県アーチェリー協会

25

28

佐藤　郁夫 宮本　達美

20 （一社）大分県ソフトボール協会 三浦　正臣

麻生　益直 佐保　宏二

佐藤　英雄 谷上　和年 大木　裕治 874-0014

874-0903

870-0818

870-0156

幸野　弘靖 879-4404

井原　誠 高山　英一郎 高山 英一郎 870-0148

870-0948

芝原　由美

河津　龍治

川崎　栄一 安東　英児

上野　公則

伊達　孝明

安藤　和宏

大分市萩原１丁目12-8

大分市松岡6841

大分市寿町1-22寿コーポ202

大分市小中島2-517

大分市西大道1-1-76

大分市高城新町10番27号ロゼ高城
203号室

大分市新春日町1丁目1186番地３-２

池端　敬介

870-8503

安藤　和宏

軸丸　耕平

渡辺真由美

870-0036

870-0888

870-0021

柚木　徹 870-0161

持田　彰久 874-0849

中島　洋文 870-0851

佐藤　公隆

870-1169

大分市府内町3丁目3-21
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・

・

：
：

令和

：
：

ア
イ

大 分 県 実 行 委 員 会 会 長
大 分 県 競 技 団 体 会 長

協会・連盟

会長

県スポーツ協会

会長

無

令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会所属都道府県について、次のいずれかを選択して参加し

殿
殿

今回と前回大会(不出場の場合は前々回大会)の参加都道府県が異なる場合、次のいずれか該当するもの

日月年

を記入する。［１．新卒業者　２．結婚又は離婚　３．ふるさと(成年)　４．一家転住(少年) ５．ＪＯＣｴﾘｰﾄｱｶﾃﾞﾐｰ(少年)］

有の場合
番号等

・

※３

令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会
参加監督・選手【　交代(変更)届　・　棄権届　】

種別 部・種目別

１　参加申込監督・選手
※いずれかを○印で囲む

競技名

氏　　名

２　交代(変更)・棄権の理由

３　交代(変更)選手　※棄権の場合は記入不要

参加申込監督・選手名

フリガナ

歳

西暦

月 日
生年月日

年

県
前々回大会参加

都　道　府　県　名

中央競技団体
登 録 の 有 無

前回大会参加
都　道　府　県　名

所属区分※１
〒
　　　県

プログラム掲載用所属

県
例外適用

※３

所属の所在地※２

有

※２

成年種別

その他の必要事項
(身長、体重、記録等)

所在地は，市区町村名まで記入する。ふるさとを選択した場合には「卒業学校名」を記入する。

ア．居住地を示す現住所　イ．学校教育法第１条に規定する学校の所在地　ウ．勤務地少年種別
ア．居住地を示す現住所　イ．勤務地　ウ．ふるさと

エ．「JOCｴﾘｰﾄｱｶﾃﾞﾐｰに係る選手の参加資格の特例」に定める小学校の所在地

たか記号で記入する。
※１
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１．交代(変更)手続き

(１)

(２)

(３)

２．棄権手続き

(１)

(２)

①

②

※

に提出すること。

否かについては、当該九州競技団体及び開催県競技団体の判断による。

当該監督又は選手は、所属県の連絡責任者へ連絡すること。連絡を受けた連絡責任者は棄権届に

その他、競技により別に定める事項がある場合はそれに従うこと。

添付書類（診断書等）については、各競技の定めにより提出すること。

棄権手続きを行うこと。

以下の手続きを行うこと。

上記１交代 変更 手続きと同様の手続きにより棄権届を提出すること。

各競技が定める交代 変更 届提出締切以降から競技初戦までの間において棄権が発生した場合には、

参加申込締切後から競技初戦までの間において、特別な事情で選手が競技会を棄権する場合には、次の

参加申込締切後から各競技の定める交代 変更 届提出締切までの間において棄権が発生した場合には、

令和５年度国民体育大会第４３回九州ブロック大会
参加監督・選手交代(変更)・棄権手続きにあたっての留意事項

特別な事情で選手を交代 変更 する場合には次の交代 変更 手続きを行うこと。ただし、交代 変更 を認めるか

実施要項総則及び当該競技実施要項を参照し、交代 変更 する選手の参加資格を確認した上で、

交代 変更 届に必要事項を記入し、各競技が定める提出期限までに、各競技が定める提出先あて

必要事項を記入し、開催県実行委員会事務局宛に提出すること。

各県選手団連絡責任者は、大分県実行委員会事務局が大会開催前に各県スポーツ
協会に対し照会を行い、取りまとめのうえ開催県競技団体に通知する。

その他、競技により別に定める事項がある場合はそれに従うこと。
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国東市
くにさきし

宇佐市
うさし

杵築市
きつきし

大分市
おおいたし

臼杵市
うすきし

津久見市
つくみし

佐伯市
さいきし

日出町
ひじまち

別府市
べっぷし

豊後高田市
ぶんごたかだし

福岡県
ふくおかけん

中津市
なかつし

日田市
ひたし

玖珠町
くすまち

九重町
ここのえまち

由布市
ゆふし

竹田市
たけたし

豊後大野市
ぶんごおおのし

姫島村
ひめしまむら

熊本県
くまもとけん

豊後大野市

豊後高田市

宇佐市 九重町玖珠町

杵築市中津市

大分市 別府市

日田市 竹田市

由布市

熊本県 福岡県

ローイング

※ ※※

※以外は（公財）日本スポーツ協会所有の国民体育大会関係標章

※

令和5年度国民体育大会
第43回九州ブロック大会 大分県開催地一覧
夏季大会 5月28日（日）～8月13日（日） 秋季大会 8月17日（木）～8月27日（日） 冬季大会 12月2日（土）～12月3日（日）
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